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壱◆傾奇者推参





　　　　　１



「え！　ゆっきーとべーたさん、いなくなっちゃったの!?」

　十じゆう兵べ衛えが声を上げる。

　柳生やぎゆう十兵衛。

　その身には「剣姫マスターサムライ」の十兵衛と、そうでない十兵衛が同居している。いま、というより通常現われているのは、お気楽な「妹」の十兵衛のほうだ。

　柳生道場の離はなれ。

　真さな田だ幸ゆき村むらと後ご藤とう又また兵べ衛えの主従が寝ね泊とまりしていたこの部屋はいま、きれいに片づけられて、私物などは残っていない。

　まるで、最初からふたりが住んでいたことなどなかったとでもいうように、よそよそしい態ていを見せていた。

「どういうことですの？　あのオデコ軍師、また気まぐれでどこかへ調べ物にでも行ったんじゃございませんの？」

　とは直なお江え兼かね続つぐだ。

「ウキュ、キュッ！」

　その肩かたに、猿さる飛とび佐さ助すけ。

　急に主の幸村たちがいなくなったので、さっきから落ち着かないようすで飛とび跳はねている。

「でも、一週間くらいで戻もどってくるよね？　なにか探しに行っただけだよね？　べーたさんだからきれいにお掃そう除じして行ったんだよね？」

　言いながら、十兵衛はだんだん涙なみだ目になってくる。

「ね、お兄ちゃん！」

　思わず、柳生宗むね朗あきらに詰つめ寄よってしまう。それが見けん当とう違ちがいとわかっていても、そうせずにはいられなかった。

　声の震ふるえも抑おさえられない。

　しかしふだんなら、十兵衛を安心させようとする宗朗も、目を伏ふせて首を横に振ふるしかない。

　なぜなら、

「これが、書き物机に入っていたんだ」

　と、掲かかげてみせるのは、手紙だった。幸村からのものであることは、裏書きの署名でわかる。

「なんと書いてありますの？」

「早く、早く読んで、お兄ちゃん！」

「ウキッ、ウキーッ！」

　三人（？）に急せかされるようにして、

「わかった。みんなも、聞いてくれ」

　宗朗は手紙を開く。巻紙には毛筆で幸村の字がつづられていた。

　声に出だして読み始める宗朗。書き出しの言葉に続いて、

「今回、このようなかたちで別れることとなったのは、わらわとしても断だん腸ちょうの思いである。なれど……」

　そこからは、幸村たちがもともとは、徳とく川がわ幕府を倒たおし、世を糺ただし、虐しいたげられた民たみを助けることを目的に戦たたかってきたこと。

　ところが、この武ぶ應おう学がく園えんに来てからは、生徒会長・徳川慶よし彦ひことの戦い、天あま草くさ一党との戦い、甲こう賀かくノ一八はつ哥か衆しゆうとの戦い、と戦いの連続の中で、目的を見失いつつあったこと。

　今回、はっきりと幕府が敵と定まったことで、柳生道場とたもとを分かつ決意をした、とのこと……。

「……いつの日にか、大たい望もうがかなったあかつきには、我らとそなたたち、再び相まみえることあれかしと」

「なんで！　どうしてゆっきーとべーたさんが出て行かなきゃならないの!?　十兵衛わかんない、ぜんぜんわかんないよぉ！」

　宗朗が手紙を読み終えるのを待ちきれずに、十兵衛が悲鳴のような声とともにしがみついてきた。

　もうその目からは、大おお粒つぶの涙がぽろぽろこぼれ落ちている。

「うん。ぼくも信じられないんだ。いや、まだふたりが出て行ったってことを理解できないでいる。けど」

　宗朗も表情を硬かたくする。十兵衛の肩を抱だいた。

「まどろっこしい言い方ばかりでよくわからなかったですわ。ようするにわたくしたちとはいっしょに戦えない、ってことですのね。オデコ軍師らしい、思い上がった考えですわ……って、きゃぁ！」

　腕うで組ぐみしてうなずく兼続に、急に佐助がその頭に上って、ツインテールの髪かみを思い切り引っ張った。

「ウキュ、キュ、ウキーッ！」

「なにをするんですの！　このバカ猿ざるはぁ！」

　引きはがそうとする兼続だが、佐助はよけいに暴れて頭に噛かみついたりする始末。見かねた十兵衛が、

「さっちん、おいで！」

　呼ぶというより半ば強ごう引いんに兼続の頭から引きはがした。

「フーッ、キュー！」

　まだ興奮している佐助に、

「幸村たちは出て行きたくて出て行ったんじゃない」

　宗朗も手をさしのべる。佐助の頭をやさしくなでる。

「でも、幕府とならわたくしたちも戦ってますわ。現に、温泉旅行では幕府の四し天てん王のうに襲おそわれて、大変だったんですのよ！」

　温泉旅行自体が、天あま海み笙しよう子ここと天てん海かいとくノ一たちの罠わなで、つまりは幕府の差し金なのだが、すっかり兼続の中では忘れられている。

　というか、勘かん定じように入っていないようだ。

「そうだよ。十兵衛もゆっきーとべーたさんと、いっしょに戦うのに！」

　十兵衛も言うが、

「それが、幸村には重荷と感じたのかも知れない。自分たちがいたら、みんなを巻き込んでしまう、って」

　宗朗は、まだ手紙の文面に目を落としながら、言葉を続ける。

「ぼくも、気づかなかった。幸村が悩なやんでいたこと。この道場にいれば、みんな同じ家族みたいなものだって、ほんとにそう、思ってた。けど、幸村には大望があって、そのためにずっと戦ってきたんだ」

「だったらなおのこと、ですわ。わたくしたちだって、遊びじゃございませんのよ。いまさら……」

「千せん姫ひめさまは、将軍家の息女だ。幕府が潰つぶれていい、とまでは思えないよ。もちろんぼくらには責められない。幸村たちもそうだ。誰だれも責めたりしたくないし、考え方が違ちがうからって強しいることはできない」

　宗朗の言葉に、兼続も十兵衛も、はっ、としたようにいっしゅん黙だまる。だがすぐに、

「で、では、千姫さまのことを思ってですの？　いつも顔を合わせればケンカじゃございませんでしたの」

「千姫さまのことばかりじゃないさ。兼続、キミにだって」

「わたくしに？」

「いまならまだ、米よね沢ざわへ帰ることだってできるだろう？　四天王には、襲われたからわけもわからず身を守るために反はん撃げきした、で言い訳がたつ。でもこれからは、完全に幕府を相手の戦いになるんだ」

「お兄ちゃんも」

　十兵衛が言いかけて、宗朗がうなずく。

「ぼくのことも、幸村は思ってくれたんだ。みんなのこと、全部。それで自分たちが出て行かなければ、って。……なんでもっと、わかってやれなかったんだ。ぼくはみんなのことを、知ってるつもりで」

「あー、おーい、よっす！」

　突然、声がして、全員が振り返かえる。

　稽けい古こ場ばの入り口に、一人の人物が立っていた。長い番ばん傘がさを背せ負おい、派手な上着を翻ひるがえらせたその少女、と言えば、

「前まえ田だ！」

「けーじさん！」

　宗朗と十兵衛が言い、

「ぇ？　ぁ？　ぁ！　ぁーーーーーーああああ！」

　兼続が、指さして大声を上げる。目がこれでもかと見開かれる。

「ウキュ？」

「よお！　勝手に入るぜ。って、おまえ、兼続か。あはははははははは！　こりゃいい！　ここで会うなんてな！　懐なつかしいな、おい、おい！」

　その者、前田慶けい次じが大笑いして、兼続の肩をポンポンと叩たたいた。そのまま兼続の頭をかき抱いだくように、稽古場の板の間にどっかと座すわり込む。

「ほんとうに、ま、前田慶次ですの……ちょ！　痛いですわ！　手をお離しになって！」

「はぁ？　なにお嬢じよう様さまみたいな言葉使ってんだ？　ぐの字、おまえ、ずっとなまってたろ。ははあ、さては、こっちの本校デビューで、キャラ変えようって魂こん胆たんだな」

　そう言ってぐいぐい慶次が頭を絞しぼり上あげるから、

「ぐの字、誰ですの？　って、痛たたたた！　離せって言っでんだぁ！　この、乳ちちデカ女がぁ！」

　もうなりふりかまわず兼続が声を上げる。と、急に慶次の腕うでがゆるんだ。ぼてっ。のめるように床ゆかに突つっ伏ぷす兼続。

「な、なにをするんですの！　……あぅぅぅぅ！」

　言ったとたん、慶次にまたほっぺたをつねり上げられたのだ。

「どの口が言ってんだろうな。この口、もうちょっとひねっとくか」

「あふぅぅぅぅぅ！　あぎぃ、ふぇぇぇぇぇ！」

　涙目で兼続が床を叩く。ギブアップ、のタップに似ていた。

「すごーい！　ぐつぐっちゃん、マエダケさんとお友だちなんだー！」

　十兵衛が言うと、

「ふぇ！　びぇぇぇえ！」

　ひねられた口のまま、兼続が手を左右に激しく振り動かす。どうやら違うと言っているらしい。

「なんだ、水くさいぜ。物心ついたころからのダチじゃねーか」

　と言う慶次の手をようやくにも振り払はらった兼続は、

「ふぁ！　ち、違うっぺよ！　いつもオラがいじめられて……い、いたのですわ！　ほんとう、大変でしたわ！」

　けんめいに言い返す。

「兼続の知り合いだったのか。それにしても、どうしてここに。慶次、キミはたしかにさっき」

　街で出会った宗朗と慶次。というより慶次が一方的に宗朗を襲ってきたのだ。それも、男子学生に化けて。

　かろうじて慶次の攻こう撃げきをしのいだ宗朗だが、そのままでは危あやうかった。そこへ、宗朗を追ってきた十兵衛が現れ、慶次の興味の対象が移る。

『柳生十兵衛！　おまえをきっと、オレのものにしてやるぜ！』

　ほぼ一方的な略りやく奪だつ宣言。

　ところが、

「そうだよ。あのあとマエダケさん、急に見えなくなっちゃったの。どこ行ったのかなー、って十兵衛思ってたら」

「ぼくたちの後をつけて来たっていうのか」

　宣言のあと、不意の突とつ風ぷうにかき消されるように、慶次の姿が消えていた。おかげで、宗朗と十兵衛は道場への帰路につくことができ、途と中ちゆう、兼続と合流していたのだ。

「つけて来たわけじゃねえけどな。てか、マエダケさん、ってなんだ？」

「前田けーじさんだから、マエダケさんだよ！」

　十兵衛が元気よく答える。あだ名をつけるのは十兵衛の特技、というよりクセのようなもの。

「あー、また」

「ははは！　いいじゃねーか。なんか、キノコみたいだけどな。マエダケかよ！　……でもまあ、兼続のやつがこんなところにいたのは驚おどろいたぜ。本校の生徒会長に呼ばれたとかで、ほいほい出かけてったのを見たのが最後だったからな。連れん絡らくもその後ないし、てっきりのたれ死んでるかって、心配したんだぜ」

「だ、誰がのたれ死にですの！　縁えん起ぎの悪いことを言うなですわ！」

　もちろん、兼続が最初は学園生徒会の、というより生徒会長・徳川慶彦の差し金で、柳生道場を襲う刺し客かくに選ばれて来園した、そのことを指している。

「それより、キミはいったいなんのために来たんだ。ぼくたちになんの用があって」

「ムネムネさんとこじこじがよろしくって、言ってたの！」

　ここで十兵衛が、思い出したように叫さけんだ。

「ムネムネ？　政まさ宗むねのことか。それに、小こ十じゆう郎ろうだな。もうこの道場へ来てたのか」

　伊だ達て政宗と片かた倉くら小十郎。

　いずれも慶次と同じく、東北出身のサムライだ。そして兼続を含ふくめ、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく米よね沢ざわ校舎の生徒でもあった。

　ふたりは慶次よりも早く、この道場を訪おとずれ、そして去っている。

　幕府への敵対、もっといえば、倒とう幕ばくというはっきりとした意志を持った彼かの女じよたちの言葉は、これからの戦いを暗示するものだった。

　それゆえ、触しよく発はつされた幸村が道場を出るきっかけとなったとも言える。

「当然、政宗たちをキミは知ってるんだろう。だったら、彼女たちが言いかけて止めたことも、わかってるんじゃないのか」

　とは宗朗だ。

（もしかすると、幸村たちを捜さがす手がかりになるかもしれない）

　可能性がわずかでもあるなら、との想おもいだったが、宗朗が詳くわしく説明しようとするまえに、慶次が、

「はは～ん、そういうことか」

　と言えば、

「そういうことって？　マエダケさん」

「ウキュ？」

　十兵衛と佐助もつられるように興味を示す。

「早く言えばいいのですわ。わ、わたくしは、感知しませんことよ！」

　逆に部屋の隅すみで身構えるのは兼続だ。

　慶次は、

「政宗のやつがなにを言ったのか、そんなことは知らねーが、おまえたちを見ていればおおむね察しがつくってもんだぜ」

　ひとりひとり、宗朗や十兵衛たちを見回す。

「やっぱりわかるんだな。教えてくれないか。ぼくたちに必要なことなら聞いておきたい。いや、聞かないといけないんだ」
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「ああ、いいぜ」

　宗朗のせっぱつまった言葉に、あっさり応こたえる慶次。

「ほんとうかい！」

「わぁ、マエダケさん、うれしいの！」

　宗朗が色めき立ち、十兵衛が両手を上げてよろこびを現わす。そんな十兵衛の姿に、慶次はちょっと、見とれるように頬ほおを染め、

「お、おう！」

　うなずいて、しかしニヤッ、と不敵に笑った。

「ただし！　それには条件がある」

「条件」

「やっぱり、ですのね！　この女がタダでものを教えるわけがないと思いましたわ。どうせとんでもないことを言い出すに……ムギュ！」

　兼続が飛んできた座ざ布団ぶとんに顔面を直ちよく撃げきされて黙る。

　慶次は改めて十兵衛に向き直ると、

「さっきも言ったはずだ。柳生十兵衛、おまえをオレのものにする、ってな！」

　またも真っ正面からの「領有」宣言。

　堂々と言い放ちながら、慶次の頬もうっすら染まっている。

「ほえ」

　言われた十兵衛は、これもまた戸と惑まどって、助けを求めるように宗朗を見る。その視線を受けてか、宗朗は、

「それって、どういうことなんだい。十兵衛が誰かのものになるとかならないとか、そういうものじゃないはずだ。それに、ぼくだって、わかりました、って十兵衛を渡わたすわけにはいかない」

　めずらしく、はっきりと言い切った。

「ん、んまぁ！　兄妹きようだいで、なんという、ふしだらですわ！　破は廉れん恥ちですわ！　でも……」

「ウキュ、キュゥゥ！」

　赤くなりながら兼続が、さらに佐助までもが興奮して飛び跳ねる。当の十兵衛は、

「お兄ちゃん……うれしいっ！」

　瞳ひとみを潤うるませて、宗朗の胸に飛び込む。抱きつき、しがみつく。

「え、いや、いまのは、道場の大切な仲間をこれ以上失うわけにはいかない、ってことで！　それは、十兵衛は大事な妹だけど、なんていうか、ぼくは……わ、わぁあ！」

「うれしい、うれしい、うれしいよぉ！」

　そんな、宗朗の弁解をまったく聞いていない十兵衛。勢い余って宗朗を押おし倒す。夢見心地で頬ずりするから、

「あの乳娘むすめ、またあんなに乳を押しつけて……！　けしからんのですわ！　まったく、まったく……ですわぁ！」

　興奮が移ったのか、いつのまにか握にぎりしめた自分の制服のタイを噛んでいる兼続。

　そして慶次は、

「なるほど。こいつは少々、かなり手て強ごわいみてえだな。ま、そうだとは思ってたぜ。けど、だ。このままじゃおまえたちは、あの幕府の連中に金こん輪りん際ざい勝てねえ、ってなったら、どうだ」

　タン！　片かた脚あしを踏ふみ出すように片かた膝ひざを付き、身を乗り出す。その視線は、宗朗に真まっ直すぐ注がれていた。

「どういうことなんだ。ぼくたちが幕府のサムライや『剣姫マスターサムライ』に敵かなわない、っていうのか。たしかにいまのままでは苦しい戦いになることはわかっている。そのために……」

　宗朗は言葉を途と切らせたが、現に、千姫とその従者、服部はつとり半はん蔵ぞうは大おお江え戸どへ、天てん城じょうと呼ばれる江戸城へと出向いている。

　秘ひ密みつ裏り、非公式に幕府の中ちゆう枢すうと接せつ触しよくし、幕府の意向を確かめるためだ。

　そのうえで、戦い以外の道、解決法がないかを探さぐろうとしている。

　千姫が提案し、宗朗も同意した。

　やはり、戦わずに済めば、との想いがそこにはあった。

　これに対して、積極的に幕府を叩くべき、との幸村が、たもとを分かつ決断をしたのは、ある意味自然なことだったのだ。

「無理、だな」

　慶次。そのまま宗朗の目を見み据すえながら、

「もう幕府はやる気になっちまってる。四天王が出張って来たんだ。このまま終わり、なんてことにはならねえ。和解ってのを望んでるのかもしれねえがな、幕府が応じる和解は、おまえたち道場全員が幕府の手足になってはたらく、ってことだ。それも、いちばんよくてそれ、だな」

「悪かったら、どうなるの、かな？」

　十兵衛の問いには、

「最悪、臓器レベル、細さい胞ぼうレベルまで調べるために五体バラバラ……」

「バラバラ、ですの!?」

　との慶次の答え。兼続が蒼そう白はくになる。

「ほんとうなのか」

「ああ、そうやって生物学、遺伝学的にサムライ、『剣姫マスターサムライ』を研究し尽つくしてできたのが、あの『四天王』だってことだ。まあ、詳しいことはオレも知らねえ。が、なんとなく、うなずけんじゃねえのか」

　慶次の言葉は、宗朗たちの身体に直接、ズンと響ひびくようだ。

「幸村が言っていた。あの『四天王』はふつうの『剣姫マスターサムライ』たちとは違う。とくべつに『調整』された者みたいだって。そういうことなのか」

　宗朗が拳こぶしを握りしめる。

　幸村の言葉と重なったことで、よりリアルに脅きよう威いが迫せまってくるようだった。

「ま！　そうダークになるな、っての！　だから言ってんだろ。オレのものになれば、柳生十兵衛、おまえに……」

「あの四天王さんたちに勝てるようになるの？　チロにゃんや、ほかの三人の、すっごい鎧よろいのサムライにも!?」

　軽い口調に戻もどそう、とする慶次に、逆に真しん剣けんに迫ったのは十兵衛だ。いつのまにか宗朗のもとから、慶次の側へと移っている。

　慶次はちょっと驚いたように、けれどすぐに笑って、十兵衛の肩かたに手を掛かける。抱き寄よせる。

「おう。オレもタンカを切ったてまえ、正直に言ってやる。いいか。オレが教えたってあの四天王に確実に勝てる、とは言わねえ」

「なんですって、それでは……！」

　兼続が言おうとすると、

「が！　このままむざむざ負けるよりは、ちったぁ何とかなるかもしれねえ。それはおまえたち次し第だいってところだな」

　慶次はそう言って胸を張る。

「確実とは言えないってことか。しかし……」

　考え込む宗朗。

「やる！　十兵衛やるよ！　やるの！　だって、お兄ちゃんやみんなを助けられるなら、やりたい！　チロにゃんとだって、ちゃんと戦えるようにならないと、きっとお話もできない。だから、やるの。チロにゃんたちと戦わないために、強くなりたいから！」

　戦わないために強くなりたい。

　いっけん矛む盾じゆんする言葉に、十兵衛が気持ちがあらわれていた。

　きっと幸村がいたら、こう言っただろう。

『よう言うた！　弱い者がただ戦いを回かい避ひしようとしたとて、それはただの命いのち乞ごいにすぎぬ。戦いを避さけようとするならば、真に強き者にならねばならぬのじゃ！』

「幸村……」

「ウキュキュ！」

「オデコ軍師の声が、いまいっしゅん聞こえた気がしましたわ！　幻げん聴ちようですわ、幻聴……！」

　それは幸村が十兵衛の言葉を借りて、宗朗たちに伝えたような、そんな気がする瞬間でもあった。

　そして、

「ああ、まったくな、そのとおりだぜ。てことは、オレのものになる決心が付いた、ってことだな。だったら、まずは……」

　と慶次。こんどは十兵衛の肩をつかんで、真っ正面から見つめる。十兵衛の返事は、

「うん。いいよ」

「十兵衛！」

「キュキュ、キュゥゥ！」

「正気ですの、この乳娘は!?」

　騒そう然ぜんとなる宗朗たちだが、

「でも、十兵衛はお兄ちゃんのものだよ。だから、マエダケさんのもの？　になるって、どうなるのかな」

「たしかに、ぼくと十兵衛は、『将』と『剣姫マスターサムライ』として契ちぎっている。だったら、どうなるんだ……？」

「強ごう奪だつですわ！　略奪愛ですわ！」

　騒然となる「外野」だが、

「『将』と『剣姫マスターサムライ』の契けい約やくは死ぬまで消えない、ていうんだろ。そんなことは知ってるさ。でもな。契約してるのは、その『剣姫マスターサムライ』の十兵衛、とやらなんだろ。ここにいるおまえ、十兵衛は」

「ふひ」

「まだ誰とも契ってないはずだ。心も、身体も、な」

　いっけん詭き弁べんのように聞こえて、妹・十兵衛と「剣姫マスターサムライ」・十兵衛が別人ならば、じゅうぶんに通じる論理だ。

　慶次は言い放つと、十兵衛を抱だき寄せた。そしてそのまま、

「チュ」

　唇くちびると唇が触ふれ合あう。

　キス。

「じゅ、十兵衛!?」

「ウキュゥゥ!!」

「ぁあああーーー！　ですわ！」

　またも騒然となる三人。しかし、

「えへ」

　十兵衛が笑った。その唇はいっしゅん早く、慶次の頬にキスしていたからだ。

　しかし慶次も怒おこるようなことはなく、

「やるじゃねーか、十の字」

　ニヤッ、と笑う。

「はああ、まったく、ドキドキさせられて損してしまいましたわ！　って、なんでわたくしがこんなこと……ど、どーでもいいことですわ！」

　兼続が赤い顔を手で扇あおぐと、

「ふぅ」

　宗朗も、ホッと胸をなで下ろす。

「ひみゃあ、十の字ってなに？」

　まだ慶次に抱かれたままの十兵衛が問えば、

「十の字は十の字だ。おまえのあだ名だよ。オレにマエダケって付けただろ。そのお返しだ」

「そっかあ。十兵衛だから十の字だね！　千兵衛だったら……あれ、おせんべい？」

「せんべえ違ちがいますわ！　千の字ですわ！　その流れでなんでおせんべいですの！」

　意外と細かいところがきっちりしていないと気持ちの悪いたちの兼続がツッコむ。

「でも千は千姫さまがいるしー」

「そういうことではありませんわ！」

　ふたりのボケとツッコミに、慶次が割り込んだ。

「それにしても、十の字、なんで避けた。いや、ほっぺにチューもいいけどな。おまえも力を望んでたはずだぜ」

「うーん……だって、十兵衛、チューするのはお兄ちゃんとだけなんだもん。チューも、エッチも！　お兄ちゃんとだけ！」

「ぶっ!!」

　その言葉を聞いて盛大に噴ふいたのは、言うまでもなく宗朗だ。

「じゅ、十兵衛！　どこからそんな、え、え、エッチ、とか、ダメじゃないか！」

　こっちも赤い顔で返せば、

「え、え、え、エ……」

　さらに真っ赤な顔の兼続。もはやツッコむこともできずに、口の中で、ひとつの単語を繰くり返かえしている。

「あれ？　エッチじゃないの？　チューの次はぁ、エッチだって！　ゆっきーが言ってたよ。千姫さまも、そうそう、って」

「幸村～」

　頭をかかえる宗朗だが、

「でもお兄ちゃん、エッチって、どうやってするの？　ゆっきーや千姫さまに聞いても、知らない、とか、いまはまだ早い、とか、怒られちゃうの。そのくせ、焦あせってたり赤くなってたりして、変だよねー、なんで？」

　とまた十兵衛。

「そう、そうか！　そうだよ、ぼくもまだ早いって、思うし……あ、いや！　早い遅おそいっていうことじゃなくて、その……！」

　とこっちも、説明できそうでできない宗朗。

「せめてちゃんと説明してから出て行けというんですわ、あのオデコ軍師。口ばかりで、からきしお子様仕様ですわね、まったく」

「だったらおまえが説明してみりゃいーじゃねーか」

　慶次に言われると、

「わ、わ、わたくしは！　おほん！　おしべとめしべが……」

「しべ、しべ？　わらしべ長者、かな？」

　十兵衛に見つめられ、いちどは醒さめた頬がみるみる赤くなっていく兼続。

「む、む、む、無理ですわぁぁあああっ！」

「ウキュゥ？」

　とうとう、大鎚づちをかついで逃とう走そうしてしまう。

　バタバタと稽けい古こ場ばを飛び出だして行った。

「あ、兼続！」

「はにゃあ。ぐっちゃん、どうしたの、かな」

「はははは！　あいかわらずだな、ぐの字は」

「あ、やっぱり、ぐ、なんだ」

　期せずして起こる笑い。その笑いが口もとに戻るころ、

「だって、チューじゃないと思ったの。チューで強くなるのは、お兄ちゃんだけだよ。きっとマエダケさんは、もっと、ぜんぜん違う強さを持ってるの！　でしょ？」

　十兵衛が言った。

　これには慶次もちょっと驚いたように、唇をヒュゥ、と鳴らした。

「なるほどな。ただの不思議な娘じゃねえってことか。……ははは、よし、ますます気に入ったぜ！　ぜったいオレのものにしてやる！　してやるから、覚かく悟ごしとけよ！」

　慶次が言えば、十兵衛も、

「うん！　でもチューはダメだよ。エッチもダメなの！　十兵衛、お兄ちゃんとだけ、なんだもーん！」

　そこまで言うと、宗朗の胸に飛び込んでいく十兵衛。勢いあまって、ふたりとも倒たおれる。床ゆかに折り重なる。

「のわ！　こ、こら、やめなさい十兵衛！　やめ……うぁぁああ！」

「キュキュ、キュゥゥ！」

　興奮した佐助も飛とび跳はねる。

　そのかたわらで、

「ははは……なるほど、よくわかったぜ。こいつがこの道場の、いわば日常ってわけだ。これなら、そうだな、オレがどうとでもできるってことだな」

　つぶやいた。そのうえで、

「よし、決めた！」

「ほえ？　マエダケさん、なに決めたの？」

　十兵衛が振ふり向むく。その身体の下から宗朗もかろうじて顔を出す。

「オレもこの道場に住むぜ！　だから、今日から、よろしくだ！」

「えっ」

「ウキュ？」

　宗朗も驚おどろきの表情を露あらわにしたが、もっとも反応したのは出入り口の扉とびらの向こうに、

「ええええええー!!」

　また戻ってきて、ようすをうかがっていた兼続だった。
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「とんでもないのですわ！」

　兼続が叫さけんでいた。

　いまや広間兼けん食堂兼応接室となっている柳生道場の稽古場。

　道場に住む、と宣言した慶次をいったん別室へ案内し、この問題について全員で協議の最中だった。

「ぼくだけじゃなくて、みんなの意見を聞きたいんだけど……」

　独断ではなく、民主的に住人の意見を聞こうとする宗朗、なのだが。

「はーい！　十兵衛はぜんぜんいいよ。マエダケさんって、かっこよくてきれいだし、もっといっぱいお話ししたいし、遊びたいの！」

「ウキュ、キュキュー！」

「ええと、十兵衛が同居に賛成、と。佐助は……どっちなんだ？」

　聞くにしても、相手は十兵衛と佐助、それに兼続だけだ。

（昨日までは、千姫さまに幸村がいた。委員長や又兵衛さんも。きっといろんなことを言ってくれたろうな）

『また新しい女を入れようっていうの!?　ダメ！　ぜったいダメに決まってるじゃない！　宗朗、あんたってどれだけ女を引っ張り込めば気が済むのよ！』

『まったくじゃ、この愚おろか者ものが！　敵かもわからぬ女を道場に入れるなど、まさに獅し子し身中の虫じゃぞ！』

　そんなふうに千姫と幸村が発言すれば、そこに合わせたりツッコんだりする兼続が、ボケる十兵衛が、なだめようとする半蔵が、わけもわからず興奮する佐助が、傍ぼう観かんする又兵衛がいて、

（ほんと、賑にぎやかで）

　声が聞こえてくるようだ。

　ところがいま、宗朗の前には、

「ん？　お兄ちゃん」

「ウキュ」

「なんですの？」

　三人だけ。稽古場がやけに広くなったように感じてしまう。空気までが、少し変わったような。

（いや、千姫さまたちは早ければ来週にでも戻ってくるんだ。幸村たちだって、この件が一段落したらすぐに捜しに……）

　宗朗がそんなふうに思っているところへ、不意に立ち上がると叫ぶように兼続が言ったのだ。

「とんでもないのですわ！」

「へ、ぐっちゃん、飛んでるの？　飛んでないの？」

「そんなことではありませんわ！」

　十兵衛のいつものボケも気づかぬくらい、切せつ羽ぱ詰つまっているらしい兼続。

「あの女をこの道場に入れたら、とんでもないことが起こりますわ！　とにかくわたくしは反対ですわぁ！」

　強きよう硬こうな反対意見の理由はなんなのか。

「そういえば兼続は、あの慶次と顔見知りだって、そのことも詳くわしく聞きたいと思ってたんだ」

　宗朗が言えば、

「知り合いなんてものではありませんわ。初等部のころからの腐くされ縁えんというか、米よね沢ざわ校舎一のいじめっ子といえば、あの前田慶次に決まっているのですわ！」

　兼続が口を尖とがらせる。憤ふん懣まんやるかたない、と言った表情だ。

「はあ、米沢一の」

「いじめっ子なの？」

「キュゥ」

　驚く、というより反応に困っている宗朗たち三人に、兼続が話し出した。

「いいですこと。あれはまだ、わたくしが初等部三年の冬でしたの……」



　米沢の冬は長く、雪は深い。

　その日も、かじかむ手を押さえながら兼続が学園までの通学路を歩いていたときだ。

　昨夜のうちに積もった雪が膝ひざまでも積もって、ひとあしごとに深い足あし跡あとを作った。ほとんど雪を押し退のけ、払はらい退けながら進んでいるようなものだ。

「へぁ～、まっだぐ雪っこさ、こっただ積もっでぇ、歩くのさだけでも大変だぁ～……ひぶっ！」

　兼続のつぶやきが途と中ちゆうと途と切ぎれたのは、その顔面に雪つぶてを正確に食くらっていたからだ。尻しり餅もちまでもついている。

「だ、誰だれで」

「あははははは！　オレだよ、オレ！　こっちだ！」

　降ふってくる声。

　兼続が見上げると、電柱の上、雪玉をいくつも手にして笑っていたのは、

「慶次さ」

「おう、オレだ！」

　身みの丈たけの三倍はある高さから、いっきに飛び降りる慶次だ。雪がクッションになっているとはいえ、おどろく身の軽さ。

「な、なにするだ、いきなりぃ！　おら、痛かっただ！」

　なかば泣き顔で食ってかかる兼続に、慶次はキセルでポンポン、と自分の肩を叩たたく。どうやらこのころから、キセルをつねに持っていたらしい。もちろん、実際にタバコを吸うためではない。

「おまえなら避けられると思ったんだがな、ぐの字」

「はぁ？　ぐの字ってなんだべ、おらは直江兼続っでいう……」



「ぐっちゃん、そんなちっちゃいころから『ぐ』って言われてたの！」

「そこですの!?　というか、ええ、一生名前ネタですわ！　黙だまってお聞きあそばせですわ！」

「まあまあ、とにかく先を」

　十兵衛のツッコミと兼続の受け答えを挟はさみながら、回想シーンは続く。



「ちょっとつき合え、ぐの字」

「へえ？　これからだべか？　学校さ行がねばなんねで」

「いいから来い。おまえ、雪合戦に入れてほしいって、言ってたろ。藩はん校こうのやつらとこれからすぐだ。人がいる。おまえも来い！」

「で、でも、困るだ。おら、あああああ～！」



「そこからは有う無むを言わさず強ごう引いんに連れて行かれましたわ！　街外れの原っぱには両方合わせて二百人以上の小学生がいて……」















「二百人！　それはすごいな」

　宗朗が感心すると、

「田舎いなかの雪合戦をなめてはいけませんわ！　まさに雪『合戦』ですわ！　雪遊びではなく、ほとんど合戦に近いんですのよ！」

　事実、雪玉投げは前ぜん哨しよう戦せん。

　総大将の指揮のもと、いくつかの隊に分かれた生徒たちが、雪の中、相撲すもうやレスリングまがいの肉にく弾だん戦せんを繰り広ひろげるのだった。

「へえ、ますますすごいな」

「それで、ぐつぐっちゃんの役目はなんだったの、かな？」

「ウキュ」

　十兵衛が興味を向ける。佐助も。

　わざわざ慶次が迎むかえに来たのだから、ただの人数合わせではない、と思うのが筋だ。果たして、

「こほん！……囮おとり、ですわ！」

「は？」

「だから、囮ですの！　開始直後から雨あられと雪玉をぶつけられ、ふらふらになったところをさんざん投げられたり雪の中に埋うめられたり」

「はぁ、ぁ」

　確かに、聞いているだけでかなり微び妙みようなポジションだ。

「というより、イジメですわ！　イジメ！　なんでも、わたくしが囮になると敵の攻こう撃げきがそっちに集中して本隊が勝てるとかいう、そんな戦術、ありませんわぁ！」



「う、うっ、慶次さぁ、お、おら……」

　雪合戦後。

　ボロボロになった兼続がよろよろ自じ陣じんに戻もどってくると、慶次がその背中を抱いてバンバンと叩いた。

「よお、いい囮っぷりだったぜ！　おかげで大勝だ！　なんでかなあ、おまえが囮だと、みんなついムキになって追いかけちまうようだぜ。あははは、ははは！」



「で、でも、囮って兼続ひとりじゃないんだろう？」

「いちおう囮部隊で十人ほどいましたわ。けどなぜか、わたくしに当たる雪玉は他の者の十倍はあるのですわ！　ありえませんわぁあ！」

「十倍……」

　単に運が悪いとか、そういう問題ではないような気がしてくる宗朗だ。

　しかし、

「これだけではありませんわ！」

「え、まだ」

「ええ。そのほかにも……」



　米沢の夏は、意外に暑い。

　盆ぼん地ちのうえ、その日は風もほとんどなく、兼続は額の汗あせを拭ぬぐいながら学園への道を急いでいた。

「ふぅ、ふぅ、まっだぐ暑ぐでかなわね……はぐぅ！」

　みなまで言えなかったのは、小さな石つぶてが兼続の背中に当たったからだ。小石とはいえ、そのスピードと正確さは、兼続が前のめりに倒れたことで証明されている。

「な、なにするだべ……」

「ははは！　オレだオレ！　にぶいぞ、ぐの字。てっきり避よけられると思ったんだがな」

　とは、案の定、電柱の上から降ってくる声。そしてこれも言わずもがなの、

「慶次さ！　まだおらを！」

「まあ、怒るなって、おまえ、みんながやってる隠かくれ鬼おにに混ざりたいって、まえから言ってたろ。これから行くぞ」

「え！　でも学校さが」

「遊びに入りたくないねえのか、これっきり誘さそってやらねえぞ」

「お、おら……わがっただ！　行くだ！」



「で、どうなったんだ？」

「最悪ですわ！　最初のじゃんけんで負けて以来、ずっとわたくしが鬼で、一度も交代しませんのよ！」

「でも、全員つかまえたら鬼でなくなるんじゃ？」

「そ、それはそうですわ、でも、みんなサムライや、そのタマゴみたいなものなので、なかなかつかまらないのですわ！」

　兼続の言い分に、宗朗も十兵衛も、チラッとあることが浮うかんだのだが、まだ言わなかった。

「まあ、そういうことなら」

「まだありますわ！」



　米沢の春は遅い。

　けれど芽め吹ぶいてきた木々や草木の若葉は、やっと溶とけた雪の重さを振り払うように、人々の心も軽く、なごませる。

　そんな中、まだ重いオーバーコートを着込んだままの兼続が、学園までの道を急いでいた。

「ようやぐあったがくなってきただぁ。うれしなあ。よおし、今日は帰りに足のばして街の……あきゃ！」

　とつぜん、電柱の上から飛び降りてきた慶次に、兼続はダイレクトに首根っこをつかまれる。

「な、なにすんだ慶次さ」

「よお、ぐの字。おまえ、街に新しくできたショッピングモールに行きたいって、言ってたろ」

「い、言ってただけんど、これから学校があるし、いま行ぐのは」

「バカ。誰がいまから行くって言ったよ。放課後だよ。放課後、みんなで行くからな。校門前に集合だ」

「ほ、ほんとにええだか。おら、すっごい楽しみだぁ」

「おう、遅おくれるなよ」



「なんの問題もないみたいだけどな」

「ぐっちゃん、お買い物楽しくなかったの？」

　宗朗と十兵衛。なにが問題なのかわからない。

　けれど兼続、

「問題、大ありですわ！　集合場所に行ったらもう誰もいなくて、急いで追いかけたら途中の泥どろ道みちで転んでコートが泥どろだらけになってしまって」

　顔を真っ赤にして主張する。

「それ、とくに慶次のせいじゃないような」

「なんで集合に遅れたの、かな、ぐっちゃん」

「それは……緊きん張ちようしてお腹なかが痛くなって、四時間目の授業の途中、保健室へ行って、休ませてもらっていたのですわ。ベッドに横になったら眠ねむってしまって、それで……」

　兼続の弁解に、顔を見合わせる宗朗と十兵衛。

「そ、それだけではございませんのよ！　ようやく行ったショッピングモールでもわたくしを置いて、みんなで帰ってしまって、大おお江え戸どドーム十個分と言われるほど広いモールの中を、わたくし、捜し回りましたのよ！　なのに」

「……それって、兼続がはぐれただけなんじゃ」

「マエダケさんはどうしてたのかな」

　ほぼ情勢が呑のみ込めて、ため息をつく宗朗。十兵衛の問いに兼続は、

「それが……」



　すっかり日の暮れたうえ、閉店時間になって兼続はショッピングモールから追い出されるように外へ出た。

「螢ほたるの光」がまだ聞こえるエントランスで、途と方ほうに暮れる兼続。

「どうすっべかあ。みんなにくっついで来ただけで、どのバスに乗って帰っだらいいがもわがんね」

　米沢の街外れにある学園塾じゆく分校に、山の麓ふもとの家から通っている兼続。

　こんな都会はほとんど来たことがないうえ、緊張していたせいでバスターミナルがどこにあるのかもわからない。

「ど、どうするべ……」

　田舎と違ちがって、都会には人が大勢歩いている。

　ひとりひとり、あるいは友だちどうし、またはカップルで。ある者は道を急ぎ、ある者は楽しそうにゆっくり歩を運ぶ。

　そんな中、兼続は逆に身の拠より所どころのないような孤こ独どくを感じる。

　これならむしろ、誰もいない夜道のほうがずっと気持ちが落ち着く。木々の葉を揺ゆらす小動物に驚くことも、なつかしく感じられるほどだ。

「と、とにがく、バスの乗り場さ行って、そこで運転手さんか車しや掌しようさんに聞けば……」

　兼続はしかし、コートのポケットをまさぐってあることに気づく。

「……ない！　お金がないっぺ！」

　必死にあらゆるポケットを捜さがし、脱ぬいだコートを逆さに振っても、財さい布ふは出てこなかった。財布といっても、小こ銭ぜに入れの巾きん着ちやくだが。

「どこに、どこに……あ」

　泥だらけのコートが恥はずかしくて、バスの中やショッピングモールでは脱いでいた。

　手に持っていたのだが、そのとき、ポケットが逆さまになったりして、落ちたのではないか。

「こ、困ったべ。これじゃ、帰れないっぺ！」

　みるみる顔が青ざめていく。

　バスに乗っていたのは一時間弱ほどだったから、最悪、四、五時間も歩けば帰り着くことはできる。

　けれど、

「どっちに行っだら……」

　いいのかもわからない。

「……うっ、うっぅ」

　何も考えられなくなって、それでも足だけは動かして、とさまよい歩くうち、兼続はほんとうにどこにいるのかもわからなくなっていた。

　バスターミナルのビルはおろか、交番なども見つからない。

「もうダメだっぺ。この街から一生出られないっぺ！」

　絶望から悲鳴のような声が迸ほとばしる。もう、自分の双そう眸ぼうから涙なみだが流れているのにも気づかなかった。

　しかし、もっと悪い考えが浮かぶ。

「一生って、お金もないのに生きられるわけないっぺ。お金がないと……ご飯も食べられなくて、死んじゃう……みぎゃ！」

　コーン！　と小気味よい音がした。

　兼続の額に、コインが当たって跳はね返かえった音だ。コインはコンクリートの床ゆかに落ちて、クルクルと回った。

　兼続が驚いて顔を上げると、

「よお。バス代くらい、おごりにしといてやるぜ」

　街灯の光に緋ひ色いろの髪かみを照らされた少女、慶次がそこに立っていた。



「いい話じゃないか、すごく！」

「マエダケさん、いい人なの、かっこいいの！」

「ウキュ、ウキュゥ！」

　なぜか佐助が目を潤うるませている。兼続も、

「ま、まあ、最後はそうですわね、助けられたような気がするですわ」

　認めざるを得ない。

「いや、思い切り助けられてるよ……」

「け、けどですわ！　もとはと言えばあの女が、わたくしをあれこれ誘って引っ張り回すから起きたことで、それさえなければ雪玉をあられのように浴びることも、居残りのように鬼役をさせられることも、街で迷子になることもなかったのですわ！」

　聞いている宗朗と十兵衛の表情がますます微妙になってくるのを見てか、さらに言いつのる兼続。

「ま、まだまだありますわ！　ピクニックに誘われて山に置き去りとか、釣つりに誘われて中なか州すでおぼれそうになったりとか、ゲーム大会に連れて行かれてわたくしだけ罰ばつゲームとか……」

「それ全部、マエダケさんがぐっちゃんを誘ってくれたんだよね」

　十兵衛が言う。

「そうですわ！　まったく、悪あく魔まの誘いですわ！　そのせいで」

「きっとマエダケさんはぐっちゃんのことが好きなんだよ。だからいつも誘ってくれて、いっしょに遊びたかったの」

「は!?」

　十兵衛のひとことに兼続は虚きよを衝つかれたように言葉を失い、しばらく停止したあと、なぜかカーッ、と顔を真っ赤に染めて、

「ないないないない！　ありませんわ！　断じて、断じてありませんわぁああ！」

　頭を全力で横に振ふる。

　ツインテールがバサバサとなびくほどだ。

　宗朗も、

「ぼくもそう思う。それは、ほんとうに好きなのかはわからないけれど、でも兼続を気にして、いつもかまってくれたんじゃないかな。でも、そういう性格だからイジメてるみたいに見えたかもしれないけれど」

　たしかに、正確には、慶次は兼続をイジメていない。

　雪合戦に誘ったときも、囮部隊は定番の布ふ陣じんで、そこに兼続が適役だっただけ。

　隠れ鬼では公正にじゃんけんで兼続が鬼になった。ショッピングモールでは……言うまでもない。

「と、と、とにかくですわ！　あの女、前田慶次がこの道場に住むのに、わたくしは反対ですわ！」

　それだけ叫さけぶと、稽けい古こ場ばを飛び出だす兼続。ドタドタと廊ろう下かを走り去っていく足音が聞こえた。

「キュキュ！　キュゥゥ！」

　なぜか後を追う佐助。

「行っちゃったか」

「行っちゃったの」

　またも顔を見合わせる宗朗と十兵衛。けれど、

「どうやら慶次は、悪い人じゃなさそうだ」

「うん」



　　　　　４



　その日の晩。

「……」

　暗くら闇やみの中で慶次は身を起こした。掛かけ具を払いのけると、音もなく立ち上がる。

　薄うす物ものの寝ね間ま着き一枚の姿だ。それすら、眠っている最中に着き崩くずれ、大きく胸むなもとを覗のぞかせていた。

　帯も盛大にずれ、ほとんど解けかけて、太ふと腿ももまでを露あらわにしている。

　それまで幸村たちが住すみ処かとしていた道場の離はなれ。

　道場に住む、と強引に宣言した慶次を、宗朗も追い返すこともできず、

『ひとまず、今晩はここに泊とまってもらう。変なことは、くれぐれもしないでくれよ』

　と、まだ幸村たちの印象が強く残るこの部屋を貸かし与あたえることになったのだ。

「変なことって、なんでえ。ふぁぁ……！」

　まだ眠そうな顔で目をこすり、大きなアクビをひとつ。が、そのアクビが消えるころには、

「まあ、その変なことってヤツをしに来たんだがな」

　もとの精せい悍かんな顔つきに戻っている。闇やみの中、月を映した瞳ひとみがきらめいた。

「とはいっても、なにから……ぅん？」

　慶次はいまさらのように辺りを見回す。

　きれいに片づけられた室内は、暗がりの中に沈しずんでいる。

　最初から開けられていた障子の向こう、道場の庭に置かれた慶次のバイク、松風にも月灯あかりが落ちて、雫しずくに濡ぬれるような光こう沢たくを放つ。

「なるほど、この部屋に今朝まで居たっていう真田幸村、それに後藤又兵衛か。なかなかいい『氣』をしてるようじゃねえか。もう一歩早ければ、そいつらの味見もできたかもしれねえってのにな」

　すんすん、と鼻を鳴らして慶次が言う。

　けれどすぐに、両方のまぶたを閉じて顔を上げ、深呼吸するように息を大きく吸い、また吐はく。

　何度かそうして呼吸を繰くり返す。

　慶次の顔に赤みが差し、唇くちびるが鮮あざやかに息づいた。半ば露出した胸もとが大きく上下し、波打つ。

　唇が、微笑ほほえみの形に変わったころ、大きくまた息を吸い込み、

「間ま違ちがいねえ。これが『剣姫マスターサムライ』の『氣』。それも、とてつもなく上質で純じゆん粋すいなものがこうして残ってるってことは……」

　ふたたび双眸を開く。慶次はニヤッ、と笑って、

「まったく、自分を知らねえってことは罪だぜ。まあ、その力、活いかすか殺すか、そもそも活かせるのか……」

　そこまで慶次はつぶやくと、カラリ、残りの障子戸を開けて縁えん側がわへ出る。

「楽しくなってきやがった。こうでなくちゃいけねえ」

　道場の母おも屋やへ通ずる渡わたり廊下を、音もなく歩いていく。



「……こいつは、ま、こんなもんだな」

　母屋の中庭。

　コテージと自じ称しようする、どう見ても犬小屋チックな小屋……つまりは犬小屋。

　かろうじてタタミ一畳じようほどの床に、兼続がタオルケットに半ばくるまり、半ばはだけたかっこうで眠っている。

　愛用の大鎚づち「金こん剛ごう鎚つち愛あい染ぜん院いん丸まる」は、小屋の屋根に乗せかけてあった。

　こうして気候のいい時期には、自作のコテージに基本住んでいる兼続。

　とはいっても、食事やお風ふ呂ろなどを道場でいただいているのは、公然の秘密（？）となりつつある。

　小屋の出入り口から、真っ白なショーツに包まれたお尻しりをまるっとのぞかせている兼続。というより、外からはそれしか見えない。

　顔は見えないが、お尻が規則的に上下するところから、すっかり寝ね息いきを立てているようだ。

「米よね沢ざわにいたころと全然変わらねえな。と言いてえところだが、まさかこいつが『剣姫マスターサムライ』になるとはな。それなりに……」

　慶次の目が鋭するどさを帯びる。

「いいものを持ってやがる、か。なぁに、それを使いこなせるまでにはどんだけかかるかわからねえがな。いや、そもそも気づくまでに、か」

　そこまで言うと、慶次はもう一度笑って、髪につけていたキセルを取ると、ポンポン、と自分の首筋を叩たたいた。

「さてと」

　中庭をあとにする慶次。

　次に向かったのは、母屋の奥おくだ。

　稽古場を挟はさむようにして、手前に宗朗の部屋。奥には十兵衛の部屋。

　さらに奥にはふだん千姫と半蔵が暮すふた間続きの客間がある。いまは、ふたりが大江戸へ旅立っているため、部屋に人はいない。

　まず手前の、宗朗の部屋の前でたたずむ慶次。

　すっ、と膝ひざを折ると腰こしを落とし、襖ふすまを開けた。

　中をうかがう。

　六畳の部屋の中央、夜具に入った宗朗が見える。

　仰あお向むけの寝ね相ぞうで、やはり規則的な寝息を立てている。枕まくら元もとの刀掛けには大小の刀が、きちんと掛けられていた。

「なんだ、昼間はちょっとやるもんだと思ったが、やっぱり柳生宗そう家けの坊ぼつちゃんかよ。隙すきだらけじゃねえか」

　音もなく入り込むと、枕元に立ち、宗朗を見下ろす慶次。

　眠っている宗朗の顔に、

「……！」

　わずかに膝をたわめ、キセルを鋭く振り下おろした。

「ぴくりともしねえ。よほどの大物か。それともバカかも、な」

　宗朗の額の上、わずか数ミリのところでキセルは止まっていた。むろん慶次が止めたのだ。そうして宗朗の顔を見つめる。

　宗朗は顔色ひとつ変えない。眠っているから当然なのだが、少しも目覚める気配もなかった。

「これが短刀だったら、いつでも寝ね首くびをかかれてるところだぜ。まったく」

　キセルを別の手に持ち換え、呆あきれたように吐き出す。宗朗を見下ろしながら、

「それにしても、なんでこいつが……。『剣姫マスターサムライ』を八人だと。徳川将軍にもそんな記録はねえぞ。どれほどとんでもないスタミナの持ち主かと思ってやってきたが、なんのこたぁねえ、ごくふつうの……」

　じっと見つめる。わずかに、首をかしげた。

「おかしい、ゆらぎがありやがる。この程度のゆらぎ、サムライと言われる者には珍めずらしくねえが、こいつは『将』。それがどういう意味なのか」

　慶次はしかし、それ以上を追求することなく、入ってきた向きのままあとずさった。つまり宗朗に身体の正面を向けたまま、部屋を出る。

　襖を閉じた。

　そうして、

「さてと……肝かん心じんの」

　稽古場を過ぎて廊下を奥へ、慶次が向かうのは十兵衛の部屋。

　すぐに襖の前まで来ると、ためらいもなく開けた。中へと踏ふみ込む。そこに、

「ウキュゥ……」

「のぁ!?」

　ちょうど鴨かも居いからぶらさがっていた佐助と、顔がぶつかりそうになった。慶次は思わず上げそうになった悲鳴を、口に手を当てて押おさえ、飛とび退のく。

　あらためて佐助を見るが、

「キュ……キュゥ」

　ただ寝ね言ごとを言っているだけだった。

　長い尻尾しつぽを鴨居に巻き付け、佐助は上下逆さまにぶら下がっている。熟じゆく睡すいしていた。

「お、おどかしやがって。しかし、よくこんなかっこうで寝られるな」

　改めて、眠っている佐助の頭の毛などをクイクイと引っ張る慶次。

「ゥゥ、キュゥゥ！」

　佐助が寝ぼけながら反応した。けれど起きるまでにはいたらない。

　慶次は手を離して、

「聞けばこのエテ公も『剣姫マスターサムライ』だそうじゃねえか。猿さるだぜ、猿？　動物でも見境なしかよ。柳生宗朗ってのは、まったくよ」

　のれんをくぐるように佐助の下を屈かがんで通った慶次は、部屋の中へ。

　そこには目当ての、

「柳生十兵衛。おまえだ」

　やはり夜具の中、寝息を立てている十兵衛がいた。慶次は枕元に膝をつくと、ためらわずに掛け布団ぶとんを剥はいでいく。すると、

「なっ！　に？」

　慶次が驚おどろく。カーッ、とその顔に赤みが差した。

「ぅ、ぅ～ん」

　寝ね返がえりを打つ十兵衛。

　シーツの上、慶次の目の前で仰向けからうつ伏ぶせに変わるその身体が、一片の布もまとっていなかった。

　つまり、生まれたままの姿。全ぜん裸ら。

　慶次のほうを向いたヒップがプルッ、と震ふるえる。

　さっきまでまるまると見えていたバストは、身体の下で押しつぶされ、ムニュ、と裸体の横からはみ出していた。

「なんで寝間着を着てねえんだ。……いや、むしろ手間が省けたぜ」

　意表を衝かれて声を上げた慶次だが、ニヤリと笑う。自らの寝間着の帯に手を掛けると、解いた。

　畳の上に帯が落ちる。続いて寝間着がパサッ、と落ちた。

　寝間着の下には、なにも身につけていない。

　慶次もまた、一糸もまとわない全裸になっていた。

「柳生十兵衛、最初に見たときから不思議なヤツだと思ってた」

　十兵衛を見下ろしながら、つぶやく慶次。

　低い空から照らされる月明かりが斜ななめに差し込んで、この奥の部屋にまで届いている。

　青白く染まった慶次の裸ら身しんは、きっちりと引ひき締しまりながらも奔ほん放ぽうに発育しきって、この十七歳さいのサムライをどこまでも魅み力りよく的てきに見せつけていた。

　張り切ったバストと、豊かな腰こし回まわり。キュッと持ち上がったグラマーなヒップ。

　いっぽう、それらの代だい償しようのように削そげたウエスト。

「ふん」

　かぶりを振ると、かろうじて留とまっていたポニーテールの髪が解け、長い髪が慶次の裸身を腰までも包つつみ込む。

「確かめさせてもらうぜ。おまえの身体に直接、な」

　そう言うと慶次は、ふたたび夜具の側にひざまずく。

　眠ねむっている十兵衛の裸身、その肩かたに手を伸のばし、つかむ。と、いうところで、

「！」

　不意にのけ反り、そのまま後方へ、タタミに手を付きながら一回転する慶次。いわゆるバック転の要領だ。

　そうして着地すると、手には再びキセルを持っていた。

　それまでとは長さが違う。倍ほどにも伸びて、ちょっとした小こ太だ刀ちほどの長さがある。

　慶次の髪かみ留どめのキセル。

　タバコを吸うためのものではなく、通常のキセルよりもずっと大きく、太い。

　いわばキセル型髪留めなのだが、単なるデザインではなく、その用よう途とは、

「鋼よりも硬かたい特とく殊しゆ合金だからな。本気で打ち込めば、頭くらい簡単に割れちまうぜ」

　そう慶次が告げるその相手が、夜具の上の十兵衛を挟んで、その向こうにいた。

　二辺ある入り口の襖、そのもう一方が開いて、そこから入ってきたのだ。

　ちょうど月が隠かくれて、部屋がすっかり暗がりに覆おおわれていた。

　そんな中、進み出る。まず下半身が、そして顔までも。暗闇に慣れた目に、映る。それは、

「やっぱりキミは、ただ寝ね場ば所しよを求めてこの道場へ来たんじゃなさそうだ」

　宗朗だった。

　やはり着流しの白い寝間着。

　しかし鞘さやをつけたままの小刀を腰だめに握にぎっている。右手はその柄つかをいつでも取って抜き放てる、そんな姿勢だ。

「タヌキ寝ね入いりだったわけか。オレのキセルの一いち撃げき、止めなかったらどうなってたと思ってる」

　慶次もまた、キセルを手に、かまえを解いていない。

　その背中に、再び顔を出した月が金色の光を投げかけてくる。慶次の裸はだかの背中から回り込むように漏もれ出した光が、裸身を浮うかび上あがらせる。

「それは……って、うああ!?　なんで、裸……？　あ、まさか……十兵衛も!?」

　急にふたりの姿に気づいた宗朗が、うろたえて声を上げる。それまでの剣けんのかまえも、隙が生じる。

　そこを慶次が見み逃のがすはずがない。

　警棒と化したキセルを手にいっきに跳ちよう躍やく。間合いを詰つめる。宗朗の首筋にキセルを叩き込む。

「ぅあっ！」

　と思われたところ、宗朗が小刀を鞘ごと当てて防いだ。

　しかし重々しいキセルの一撃は完全に止められるものではなく、身体まで吹ふき飛ばされる。

　そこへさらに慶次。迫せまる、と見えたが、

「手て応ごたえがあるのかないのか、わかんねえヤツだな。ちっ、マジメにやるだけバカらしくなるぜ」

　一歩、大きく踏み出しながらも、そこで身を止める。

　宗朗のほうは、

「そ、そうしてくれるとありがたいよ。それに、なにか着てくれるともっとうれしいんだけど」

　押し入いれの襖にめり込んだ身体をけんめいに起こしながら、笑った。視線を逸そらす、その顔が赤い。

　それを見る慶次もまた、みるみる赤くなって、

「ど、どこ見てるんだ、この、スケベ！」

　それまでの真しん剣けんな立ち合いがウソのように、こちらも身をよじると、両手で胸を覆って背中を向ける。

　そしてこの騒さわぎでようやく目覚めたのが、

「……んん？　あれぇ、お兄ちゃんとマエダケさん？　裸だよ？　十兵衛も裸なの？　お風呂？」

　お風呂のひとことに、なぜか宗朗と慶次、うんうん、とふたりとも首を縦に振る。それを見た十兵衛。

「なんだ、お風呂かぁ。……おやすみなさぁい」

　コテッ、とシーツの上に倒たおれると、またすやすやと寝息を立て始めた。
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「どれだけ高貴な姫ひめも、こうなるとただの女なんでございます。意外とつまらないものでございますねえ」

　徳川四天王のひとり、井い伊い直なお政まさが吐き出す。

　実際の温度よりも冷え冷えとして感じる地下の空間。

　暗闇、と見えて、じつはさまざまな機器の作動に伴ともなう小さな灯りが、あちこちで瞬またたいている。

　中でももっとも大きな照明は、直政が見上げるその眼前に設置されているカプセルだった。

　青白い光が、中の裸身を照らし出している。

　両りよう腕うでを大きく広げられ、白い身体が「Ｙ」の字を描えがく。

　磔たつ刑けいにも似たその形に固定されているのは、そんな姿にもっとも似つかわしくない、徳川将軍家の実子にして長女、千姫だった。

　隠おん密みつに大おお江え戸どを訪おとずれ、知ち己きの侍じ女じよの仲ちゆう介かいで江戸城に入った千姫と、その従者半蔵。しかし門をくぐってすぐに謎なぞの侍さむらいたちに囲まれる。

　将軍家の子女である千姫の言葉も聞かず、襲おそってくるこの軍団を指揮していたのは、いま相対している直政だ。

「なにが起こっているのか、まだよくわかっていないようすでございますね」

　直政が言う傍かたわらに、いつのまにか並んでいた酒さか井い忠ただ次つぐもまた、

「ひな鳥の声を聞いてみるのも一興、なの」

　と言う。暗がりというより、垂たれ落ちた前まえ髪がみのせいでその表情の大半はわからない。けれど口もとだけが、あいまいな笑えみをつねにたたえていた。

「そうでございますね」

　直政はカプセル基部の操そう作さ盤ばんに手を置き、いくつかを操作した。

　まだカプセルは、その容器を閉じていない。

　竹を斜めに切断したような円えん筒とう形けいの容器は、その前面に透とう明めいアクリルのフードを被せられ、密閉されて初めてその役目を果たす。

　開け放たれたカプセルの中、千姫の肌はだには多くのコードやチューブが接続され、長い髪かみとともに半ば裸身を覆っていた。

　顔にもマスクが装着され、鼻と口を覆っている。

　外からは見えないが、カテーテルが鼻び孔こうと口こう腔こうに挿そう入にゆうされて、千姫の呼吸を強制的に行わせているのだ。

　意識のない千姫は、眠っているように目ま蓋ぶたを閉じている。

　直政が操作すると、マスクが自動的に外れた。

　そのまえに鼻と口のカテーテルが収納され、鼻と喉のどの中の異物を吐き出だす形になった千姫の表情が、わずかに苦しそうに歪ゆがんだ。

「こほっ、こほ……けほっ！」

　咳せき込むのと同時に、意識を取とり戻もどす。千姫の目が開いた。

「あら、手間が省けたでございます」

「ちょっと、残念。覚かく醒せい物質を血管から注入したり、電気刺し激げきで強制覚醒させるのも反応が楽しいのに。ふふふ」

　哄こう笑しようするふたりの前で、千姫はじょじょに意識をはっきりと目覚めさせていく。とろん、と曇くもっていた瞳がはっきりと見開かれるのと同時に、

「ここは……おまえたちは、誰だれ、なの！」

　反射的に身じろぎしようとして、その両腕も、両脚あしまでも拘こう束そくされ、固定されていることに気づく。

　その身に一糸もまとっていないことも。

「きゃあっ！　なに、これ、どうして……おまえたちね、おまえたちが千を……！」

　順序は逆だったが、千姫は眼下の直政、忠次が自分を襲い、こんな姿に拘束したこと。さらには彼かの女じよたちがおそらく、徳川四天王のうちのふたりだとも気づいた。

「案外、イキがいいでございますね。ふつうなら、しばらくは口もきけないもうろうとした状態でございますのに」

「さすがは『剣姫マスターサムライ』というところなのかしら。それとも徳川の血が？　天然ものは違ちがうのかしらね。でもそうね、『検査』のまえに一度ちゃんと話しておきたかったから、ちょうどよかったかもしれないの」

　直政、忠次が向ける視線の先で、千姫はもはや自身の剥むき出し過ぎる姿にひるむことはなかった。

　屈くつ辱じよくを怒いかりに変えて、

「おまえたち、名乗る名前もないっていうの。なら、千から名乗ってあげる！　わたしの名は徳川千！　徳川幕府第二十五代将軍、徳川慶よし康やす公第一女にして武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校、高等部生徒会副会長……は辞やめちゃったけど、とにかく！」















　名乗りを上げると、視線も険しくふたりを見下ろす。

「まあ」

「ふふふ、いいのよ、いいの。こうでなくちゃ、ね」

　囚とらわれ、全ぜん裸ら拘こう束そくされてもなお、胸を張ってどうどうと相対する。千姫の顔が紅潮しているのは、恥はじらいからだけではない。

「おまえたち、千にこんなことをして、ただで済むと思っているの！　四天王と称しようしてもしょせんは徳川家に仕える者ども。この縛いましめをいますぐ解きなさい！　千を自由にして、慶康公のもとへ取り次ぎなさい！」

　まっすぐにぶつけられる主張は、少しも曲がることなく妥だ協きようもない。この形勢にして、おどろくべきことだ。

　それが気に入ったのか、

「さすが、正式な徳川のお姫ひめさまでございますわね。うちらも立派な主をいただいて鼻が高いでございますよ、あは、あはははは」

　いや、やはり揶や揄ゆして止まない。

　そんな直政とは対照的に、

「なら、名乗ってあげる。わたしが酒井忠次、そこのは井伊直政、あなたの見立てどおり、徳川家四天王と呼ばれる『剣姫マスターサムライ』なの」

　ようやく忠次が名乗った。

　千姫はふたりの視線を受け止めて、逆にはね返すと、

「縛めを解く気はないようね。いいわ。千だってこんな状じよう況きようからすぐに抜ぬけ出せるなんて思ってない。なら、千の問いにくらい、答えなさい！　おまえたちが千を襲った、その理由は！　それに……」

　そこまで言って、千姫は重大なことに気づく。

「半蔵……半蔵は、どうしたの？　どこに、いるの？　そこに、千の、隣となりに……いるの!?」

　襲しゆう撃げきされたとき、いっしょにいた半蔵。その姿がない。居場所は。安否は？

　千姫が、隣、と言ったのは、暗がりに慣れてきた目が、自分が収められているカプセルと同じものを、直政たちを挟んだ向かい側に、さらに加えて隣にもあるらしいことを見つけ、感じ取っていたからだ。

　半蔵を気き遣づかう千姫の顔から、さっきまでの緊きん張ちようや威い厳げんめいたものまでが消えていた。弱さが露あらわになる。

　それを待っていたというように、直政が、

「さあ、どうなったでございますか。こっちもいまさら旗本忍しのびなんかに用はないでございますし」

　思わせぶりに笑う。そのサディスティックな笑みに、

「ちょっと、ちゃんと答えなさいよ！　……半蔵！　半蔵、そこにいるの!?　返事をなさい、半蔵！」

　千姫は半蔵に呼びかけるも、返事は返ってこない。

「安心するといいの。まだ生かしてある。べつにどうにでもできるのだけれど、そうね、あなたの態度しだい、としておこうかしら」

　と忠次。

「半蔵を人ひと質じちにしたのね。いいわ。けれどこれで千の弱みを握ったなんて、思わないことね。千と半蔵は、どっちが欠けても成り立たない。失うことを恐おそれるより、己おのれを捨てても相手を想おもう、そんなふうに結ばれているんだから！」

　逆に自分が人質にとられたとしても、それで半蔵が言いなりになるより、自身を亡なくしてでも相手、半蔵を助ける、その千姫の決意だった。

「は？　ちょっと、なに言ってるのかわからないでございます。まぁ、いいでございますよ。だんだん面倒になって来たでございますから」

　いら立ってきた直政に、

「いいのよ、これで。予想の範はん疇ちゆう、いえ、予想どおりと言ってもいいのだから。けれど少し、まどろこしいわね。会話が噛かみ合あうように、教えてあげる」

　忠次は改めて千姫に向き直る。見上げて、言った。

「あなたの御お父ちち君ぎみ、将軍徳川慶康公の、というより将軍家のこと、わたしたちのこと、それに、おそらくは柳生宗朗のことも、ね」

「慶康公、お父さま……宗朗の……!?」

　千姫の顔に驚きが走る。そしてその表情は、これから忠次らの口から語られる言葉に、さらに驚きの色を濃こくしていく。







弐◆幸村旅姿
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「幸村さま」

「うむ」

　街かい道どう脇わきの茶屋。

　縁えん台だいに座すわっていた幸村が腰こしを上げる。すでに又また兵べ衛えは一度立ち上がり、改めて片かた膝ひざをついて幸村を待つ。

　が、幸村は、

「よい。しばらく自分で歩く」

　そう言うと歩き出した。

「はい」

　又兵衛も従い、幸村の背後を守るように気を配りながら歩く。

　言うまでもなく、柳生やぎゆう道場を出た幸村と又兵衛の一行だ。

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校から、車などは通れない樹海の道を通って山を下り、半日かけてようやく人里に出たところだった。

　まだ田舎いなか道みちだが、すぐに交通量の多い幹線道路に出る。

　その向こうには、地方都市とはいえ、中層規模のビルも林立するありさまが、早くも遠目に見えていた。

　樹海を通るほうが早いうえ、幸村のレーダーのような索さく敵てき能力なら迷うこともない。その判断は正しく、

「もしも宗むね朗あきらたちが追ってきたとしても、追いつかれることはもはやなかろうな」

　思わず振ふり返かえりながらそう言う幸村の顔に、これでいい、という満足と、どこか寂さびしげな陰が差す。

　とはいえ、

「幸村さま、このままで、よいのでしょうか」

　又兵衛がめずらしく意見したのは、ふたりの出いで立たち、もっと言えば、このふたりの組み合わせ自体にあった。

　ひとことで言うならば、

「うむ。わらわもそのことを考えておった。学園や道場におるときはさほど気にならなんだが、ちと……目立つのお」

　大変、目立つのだ。

　身長百七十センチの又兵衛と百三十センチの幸村。その凸でこ凹ぼこ身長差だけでも目立つのに、通常は又兵衛の肩に幸村が乗る形での徒歩移動。

　それだけで衆目をかなり集める。

「自分で歩くようにしてみたが、やはり街だと目立つようじゃ」

　そのうえ又兵衛は五丈じよう鑓やりと呼ばれる長い鑓を、これも肩にかついでいる。幸村の衣装などもやはり人目を惹ひくものだった。

「いかがいたしましょう、幸村さま」

「そうじゃのう」

　幸村は立ち止まると、携けい帯たい電脳を胸むなもとから取りだし、しばらく操作した。

　この携帯電脳と、又兵衛が持つ行こう李りに入っている帳面型電脳が幸村の情じょう報ほう端たん末まつの、いまは主力だ。

「最初の予定どおり、ひとまずは街へ出て公共交通機関を使い、さらに真幹線を利用して奥おう州しゆうへおもむくのじゃ」

「やはり、米よね沢ざわへ」

　又兵衛が言うと幸村が深くうなずいた。

「政まさ宗むねのやつが言うておったもうひとりの者。おそらくはサムライに相そう違いなかろう。電脳網に散っておる有う象ぞう無む象ぞうの情報をふるいに掛かけ、精査し、解かい析せきしたところ、わらわの予想では……」

　そこまで言うと幸村は、カチッ、と手の中の機器のスイッチを切る。携帯電脳の画面が暗くなった。

「では、米沢でその者に」

「うむ。まずは会って話をするのが先であろう。ことによってはそこからさらに、思いがけぬ広がりを得られるやもしれぬ」

　携帯電脳をふたたび胸もとに仕し舞まうと幸村は、

「世が本格的倒とう幕ばくに向かう流れはもはや止められぬ。わらわは真さな田だ幸村、その先頭に立たねばならぬ。この命、たとえ果つるともじゃ！」

　まだ見ぬ奥州の空、北の空に向かって、誓ちかうように言った。

　背後の又兵衛もまた、

「この後ご藤とう又兵衛も、どこまでもお伴ともする覚かく悟ごでありますれば」

　幸村にそっと寄より添そう。幸村は自分から又兵衛の手を取ると、小さな手で握りしめた。又兵衛もまた、ふだんから激しく鑓やりを握るためにたこのできた手で、幸村の手をそっと包つつみ込む。

「うれしく思うぞ」

「はい」

　そろそろ午後にさしかかった陽ひが、まぶしい光で強い影を作る。

　ふたりはしばらくそのままに、重なった影を地面に落としていた。

「……とはいえ、この目立つかっこうを何とかせねばならぬのお」

「はい」

　返事を返した又兵衛が、ふと遠景にあるものを見つけて注目した。又兵衛の身長だから見えるが、幸村はまだ気づかない。

「幸村さま、あそこに」

「うん？」

　又兵衛が指さす先、ビルの看板。

　そこには「ファッションセンター鳥村」の文字が……。



「な、なんじゃ、この服は！」

　更こう衣い室しつから出てきた幸村が、どこか悲鳴にも似た声を上げる。

　それに応こたえるように、となりの更衣室のカーテンを内側から開けて、又兵衛が姿を現わした。幸村を見るなり、

「とてもお似合いです、幸村さま」

　目を輝かがやかせた。

　その幸村の姿。

　セーラーカラーの上着に、ミニスカート。白が基調で、涼すずしげなターコイズブルーのパイピングがデザインされている。

　合わせて、頭には同じ配色のサマーベレー。

　と、これだけなら普ふ通つうのサマーコーディネートなのだが、上着の丈たけは短くヘソ出し。ミニスカートは腰で穿はくローライズのうえ、きょくたんに裾すそも短い超ちようミニ。

　幸村の身長ゆえ、もちろん子どもサイズ、子どもブランドではある。ではあるが、ちょっと過激でエッチな、チャイルディッシュロリータファッションなのだった。

　もちろん選んだのは又兵衛だ。

「そ、そうか。似合う、かのお」

　いったんは非難めいた声を上げながらも、又兵衛に言われると、まんざらでもない幸村。頬ほおを染めながらも、あらためて更衣室奥おくの姿見に向かい合う。が、

「や、やっぱり無理じゃ！　どこかこう、かわいすぎるというか、肌も見せすぎじゃし、わらわには似合わぬ！」

　まだ顔を赤くしながらも、拒きよ否ひ。又兵衛は、

「そう、ですか」

　残念そうに目を伏ふせる。

　その又兵衛だが、チェックのシャツに七しち分ぶ丈のスリムジーンズという、長身に似合ってはいるが、ごくごくありきたりのかっこう。

　もともと、清潔である旨むねをモットーとするほかは、ファッションにもふだん縁えん遠どおい又兵衛なのに、幸村の衣装に関してはなにかが目覚めたように完かん璧ぺきなコーディネートを見つけてくるのだから不思議だ。

「この店は広いうえにあらゆるデザインのファッションがそろっておるのお。値段も手て頃ごろであるし、ひとつのブランドとはまた異なったタイプの店てん舗ぽじゃな」

　その点には感心する幸村だ。

「はい。ひとづてには聞いていましたが、便利なお店でよかったです」















　言いながら、もう幸村の服のボタンやスナップを外し、脱ぬがせていく又兵衛。もちろん別の服を着せるためだ。

「んっ……」

　セーラー服の上着を脱ぐのに腕うでを上げて協力しながら、すぽん、と頭が抜けると、

「わらわだけ、あれこれいろんな服を着てもしかたがないではないか！　又兵衛、おぬしもわらわと合わせるのじゃ。同じファッションなら、着てやらぬでもない」

　ちょっと、不満そうに言うが、どこか期待しているふうでもある幸村。ちょっとふくれ面つらの頬が、紅潮している。

　又兵衛の顔が、パァ、と明るく輝いた。

「はい！」



　そこからは、広い売り場を又兵衛がくまなく回って、幸村に似合いそうな服、サイズをたっぷり見み繕つくろって来た。

　そしてそれに合う、自分自身の服も。

「これなどいかがでしょう、幸村さま」

「ふむ……」

　又兵衛が差し出した上下、アクセなどを手に、更衣室へ消える幸村。又兵衛も、隣の更衣室へ。

　やがて、シャッ、とカーテンが開く音が響ひびき、幸村が顔を出す。

「又兵衛！　これはなんじゃ！」

「はい、ただいま」

　又兵衛も更衣室から出ると、幸村に並びかける。

　ふたりの衣装。

　赤、黄色が基調の、とにかくビビッドな色いろ遣づかい。ボーダーのカットソーやニーソックス、スニーカー。

　さらにフード付きのパーカーに野や球きゆう帽ぼうというシティファッション。色があちこちに飛とび跳はねているようだ。

「これでは信号機じゃ！　目立ちすぎる！」

「いいと思ったんですが」

　又兵衛も同じラインだが、カラーは水色や緑の寒色系。キャップの代わりにバンダナを巻いていた。

「たしかに、都会ではこのくらいがかえって目に付きにくいのかもしれぬ……なわけはなかろう！　やっぱり派手すぎじゃ！」

　で、次。

「こ、これは、下着ではないのか」

　そう言って幸村が赤面するのは、白のキャミソールだ。

　細い肩かた紐ひもで肩や胸もとを見せ、ほとんどベアトップと変わらない露ろ出しゆつ度ど。

　裾すそ丈たけはもちろん超ミニで、幸村のスリムな両脚が付け根近くまでも見えている。足元も華きや奢しやなサンダル。

「いえ、これはこういう服で」

　という又兵衛もまたキャミソールなのだが、大おお柄がらな又兵衛のこと、こっちのほうがまさしく下着のシュミーズのようだ。

「いかん、これでは下着で街を歩いておるようじゃ！　却きやつ下か！」

　と、次へ。

「こんなコスチュームもあったのかや」

　こんどこそ幸村が赤面するそれは、

「とてもお似合いです、幸村さま」

　アイドルコス、といえばひとことで通じる。

　レースとフリルとシルクとサテンの超ミニフレア。パールホワイトの生き地じに、ニーソックスや肘ひじまであるグローブも光こう沢たくのあるシルク。

　髪かみに付けたコサージュと合わせて、どこかウェディングドレスふうでもある。

「又兵衛、おぬしも……」

　又兵衛はさすがにロングスカートで、むしろいっそうウェディングドレス感が高まってしまっていた。

「ちょっと、やり過ぎたかもしれません」

　幸村と又兵衛、ふたりともに頬を染めて顔を見合わせる。

「次じゃ、次！」

　となり、又兵衛が次に差し出だしたのは、

「……だ、だまされぬぞ！　これは水着ではないか！　どれほど都会が進んでおると申しても、こんなかっこうが」

「いえ、水着です」

　と言う又兵衛も水着。

　幸村がめずらしくレインボーカラーのビキニなら、又兵衛はシックな黒のこれまたビキニだ。

「なんじゃと、なぜ水着なのじゃ！　わらわは街を歩いても目立たぬかっこうを探しに来ておると言うに」

「はい、かわいいかったので……申し訳、ありません」

「……お、愚おろか者もの！　次、次を持って参れ！」
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「けっきょく、これでよかったのかのお」

「ええ、とてもお似合いです」

　ファッションセンター鳥村を出た、幸村と又兵衛である。

　あらゆる服をとっかえひっかえすることおよそ三時間。

　それまでの目立つコスチュームを、とうとう選んだその衣装に替かえたふたり。その服装とは。

「あんがい、ふつうが一番ということじゃったかの」

　幸村は武ぶ應おう学がく園えん高等部の日常服。

　セーラー服の変型で、落ち着いたえんじ色のワンピース。ノースリーブなのは、アンダーに半はん袖そでシャツなどを合わせるためだ。

　幸村は、いつものスク水ふうスーツの上に着ているため、見た目はノースリーブ、ミニのワンピースに見える。

　武ぶ應おう学がく園えんは中等部以上で全ぜん寮りよう制せいのため、学園に着ていく制服のほかに、普ふ段だん着ぎとしての日常服がある。

　幸村がいま着ているのはそれだった。又兵衛も、

「はい、少し残念ですが」

　こちらは高等部の制服だ。といっても、もともと又兵衛は高等部の制服を着ていたはず。なにが違ちがうのかと言えば、

「なんだか、変な感じで……」

　口ごもる理由。それは腰のミニスカートにあった。

　ふだんの又兵衛は、下半身に下帯しか身につけていない。

　動きやすさを重視した結果で、本人はなんとも思っていないのだが、こうして上にスカートを穿くだけで、妙みように意識してしまう。

　下帯剥むき出しのこれまでよりも、なぜか恥はずかしさに頬を染めることになってしまっていた。

　得物の五丈鑓もすっぽりと布ぬの袋ぶくろで覆おおってある。

　穂ほ先さきだけに覆いを被かぶせていたそれまでと異なり、険けん呑のんさも消えて、いっけん何かのスポーツ用具に見えた。

「バスがよいかの。それとも乗のり継つぎはあるが電車で……」

「時間はかかりますが、長ちよう距きよ離りバスなら席の指定もありますし、むしろ楽かもしれません」

　いちおうは変装成功、と確信するふたりは、しだいに街の中心部へと歩を進めていく。

　目指す交通機関の建物が見え始めた、ときだった。

「うん……？」

　最初に感づいたのは幸村だった。

　高感度探知機とも言うべき能力が、その存在の接近を報しらせている。

「幸村さま」

　すぐに気づいた又兵衛が行李を捨てる。鑓を引き寄せ、いつでも布袋を外せるよう留とめ紐ひもを解いた。

「うむ。なにやつか。闘気は発しておらぬ。じゃがこの、色は……」

　幸村の意識の中で、動く人やものは個々の光点となって現わされる。

　戦う意志のない一いつ般ぱんのそれらは鈍にぶい光だが、闘気や殺気を孕はらんだものはひときわ鮮あざやかな色を発して輝く。

　たいていは血のような赤だ。

　しかるに、

「敵かもしれません。ご油断なさらず」

　又兵衛には幸村の探知機的視野は直接伝わらないが、幸村の緊きん張ちようはじゅうぶんに感じ取っていた。鑓の覆いを完全に解く。

　不思議と辺りの景色までが違って見えてくる。

　周りに多くの一いつ般ぱん人じんがいるのに、幸村の探知機上だけでなく、実際のそれらまでが実体のない影のように感じられる。

　さわれば透すけてしまうような、奇き妙みような感覚……。

「来る」

　幸村がつぶやき、又兵衛がうなずいた。

　ふたりの視線の先、ひとりの人物が向かってくる。

　編あみ笠がさを深くかぶり、旅装の合かつ羽ぱはケープのように翻ひるがえっている。その腰から大小の柄つかが突きだしているのは、まぎれもない侍さむらいと見えた。

　いまだ幕府が支配する大日本では、表向き身分制は廃はいされたものの、いまでも旧侍による帯刀は珍めずらしくない。

　しかし、そういったものとはまったく醸かもし出しているものが違う。

「サムライ、じゃな」

「はい」

　幸村は肉眼で見つめながら、その正体を見み極きわめようと目を凝こらす。

「やはり闘気ではなし、ならばなんじゃ。この、あやつが発しておるもの……ぅん？　気か。なにがしかの『氣』と」

「幸村さま、あれを」

　又兵衛が言うのは、サムライが背せ負おっていた長物を後ろ手でつかんだからだ。覆いを外す。

　その間にも着実に歩みは進み、幸村たちとの距きよ離りは縮まって来ている。

　又兵衛が五丈鑓をかまえた。

　幸村も間合いを取る。両手の大鉄てつ扇せんを開いた。

　なぜだろう。お互たがい、敵と決まったわけではないのに、得物を引き寄せ、いつでも戦える体勢を取る。

　単に相手が仕し掛かけてきたときの守りのためなのか、それとも、

「サムライどうしは引かれ合う、ということかのぉ。サムライではなく、『剣姫マスターサムライ』どうしやもしれんがの」

　幸村が小さく笑った。

　不思議といえば、すでに又兵衛が鑓を抜き身みでかまえているのに、周りが動どう揺ようもせず、歩みを止めるどころか避よけることもしないことだ。

　まるで透とう明めいになったかのように。

「ん……まさか」

　もしかしたらそれは、一般通行者ではなく、幸村たちと件くだんのサムライのほうなのかもしれない。

　幸村がそれに気づいた、のが合図というわけでもないだろう。

　サムライが動いた。

　長物の覆いが解け落ちる。同時に、まとっていた編み笠と合羽も弾はじけ飛ぶように解かれていた。

　その下、長い髪が一瞬、風の中に広がる。

　両脚の袴はかまが翻る。

　突つき出された左手が握にぎるもの。

「弓です、幸村さま！」

　とっさに又兵衛が叫さけんだ。そのときにはもう、黒くろ髪かみのサムライの長ちよう弓きゆうから矢が放たれていた。

　一直線に飛び来る矢は、しかし幸村を狙ねらったとすれば少々照準が外れていた。

　幸村は身をかわすでもなく、避けられるものを、

「これしきの矢、我わが大鉄扇がもっとも得意とする防ぼう御ぎよのかまえの前には、なんの脅きよう威いでもないわ！」

　あえて矢や面おもてに身をさらすと、二枚を広げた大鉄扇で弾こうとした。

　が、

「な、に？」

　鉄扇の面に確かに当たったと思った矢が、

「破られた!?」

　音もなく、貫つらぬいていた。

　いや、鉄扇には確かに当たったのだが、それを物理的に押おし破るのではなく、そこに鉄の短冊部分などないかのように、通とおり抜ぬけた。

「幸村さま！」

　又兵衛が叫ぶが、鑓を向けようが、髪に挿した短刀を投げようがもう遅おそい。

　矢の一本程度、幸村の大鉄扇でかんたんに防げると又兵衛も思っていたからだ。

「ぬぅ、ぅ！」

　扇せん子すの面をすり抜けているのだから、矢の速度はいささかも減じていない。

　広げた大鉄扇から幸村の顔まで、三十センチもなかった。しかも驚おどろきから、身をかわすのが遅おくれた。

　もはや顔を避けるなど、最小限の動きも間に合わない。

　矢が、幸村の顔に突き刺ささる。その刹せつ那な、

「きゃぁあっ！」

　悲鳴とともに幸村が倒たおれた。押し倒されたように、地面に叩たたきつけられる。

「幸村さ……」

　助けに駆かけ寄ろうとした又兵衛だが、それより早く、こんどは又兵衛に向かって矢が襲おそい来る。それも立て続けに、二本。

「くっ！」

　とっさに、鑓をかまえる。

　飛び来る矢は、点でしかない。対する鑓も攻こう撃げき面は点、せいぜい柄えが線であるに過ぎない。

　だから矢を鑓で防ごうとすれば、その防御はひどく難しくまた非能率的となる。

　しかしそこは又兵衛、二本程度の矢なら、正確に穂先を打ち当てて弾き、逸そらし、また矢や柄がらを断たつ。

　と見えて、しかしこの矢はまたも、当たってくる鑓の穂先を通り抜けた。

「!!」
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　幸村が倒れた理由が、矢が大鉄扇をすり抜けた、とまでは見えていない又兵衛もまた、この矢の魔ま力りよくにも似た力に屈くつしたかに思われた。

　リーチの長い鑓ゆえ、いったん手元に飛び込まれては防ぎようがなく、もとよりすり抜ける矢では防ぐこと自体が無理だ。

　二本の矢が正確に、又兵衛の胸むなもとに刺さる。

　その刹那、

「又兵衛！」

　声が飛んだ。幸村の声だ。その声に振ふり向むく間もなく、

「ああっ」

　又兵衛は倒れていた。足元をすくわれたのだ。すくったのは、

「幸村さまの」

　大鉄扇だった。投げられ、回転する大鉄扇が又兵衛の足を払はらって倒し、そのまま飛びすぎて弧こを描えがく。

　ブーメランのようにまた、投とう擲てきした幸村のもとへ戻もどった。

　そしてそれを受け止める幸村。小さな手が、大きな大鉄扇をしっかりとつかむ。

「幸村さま、ご無事で！」

　すぐに身を起こした又兵衛が叫ぶ。こんどこそ駆け寄よる。

　もちろん、又兵衛を狙った矢は当たらず、地面に刺さる、あるいは落ちていた。

　助け起こされた幸村は、

「大事ない」

　ニヤッ、と笑う。と、口から血がこぼれた。

「幸村さま!?」

「かすり傷じゃ。歯も欠けておらぬ」

「歯？　ですか」

　又兵衛が驚く。

　飛んでくる矢を、幸村はとっさに歯で受けたのだ。身をかわすのはおろか顔を背ける一瞬の猶ゆう予よもない中、

「歯は顔の中で、というより人体でもっとも硬かたい部位じゃからな」

　一本だけの矢なら、食いしばった歯で鏃やじりを受け止めることも可能ということだ。それにしても「剣姫マスターサムライ」のおそるべき集中力だった。

　そのうえ幸村は、当たる瞬間、自ら後方へ飛んでいる。矢の相対速度を低下させるためだ。

　地面に叩きつけられたように見えたのはそのせいだった。

「すり抜ける矢とは、おそるべきあの者の能力じゃ。まだ来る！　油断するでない！」

　幸村は又兵衛の腕から降りたって、ふたたび大鉄扇をかまえる。

　しかしまた矢を射られれば、大鉄扇では防げないのはわかっている。それは又兵衛の鑓やりでも同じ。

　さっきも、とっさに幸村は大鉄扇を放ったものの、狙ったのは矢ではなく又兵衛の足元だった。

　足を払って又兵衛を倒すしか、矢を防ぐ術がなかったからだ。

「矢がすり抜けるのは」

「うむ。われらの武器、ということは金属などの無生物か。わらわの歯には当たったのじゃからな。人の身体には確実に当たるということじゃ」

　幸村が笑う。

　けれどそんな武器をどう防げばよいのか。

「（意識の中に見えたあやつの色。闘気でも殺気でもない、つまりは敵ではないということか。ならばなぜ……いや、いまはそこに拘こう泥でいするときではない。それよりも、見極めるのじゃ、あの……）」

　すでに敵サムライとの距離は二十メートルもない。

　顔までもがはっきりと見えた。

　長いストレートヘアが風になびいている。

　前まえ髪がみが眉まゆの辺りを撫なでる。その下、澄すみ切きった碧あおい瞳ひとみが、射られた矢のようにまっすぐ幸村を見つめていた。

　すでに脱ぎ捨すてられた合羽の下は、弓きゆう道どうの道着に近い着物と袴。

　着物の上からでもわかる、たっぷりと張り切った胸。その右胸は、弓を引くさいに邪じや魔まにならないよう胸当てで押し込まれている。

　朱しゆの胴どう当てに、紺こんの袴も鮮やかだ。

　けれど幸村は、そうした着物の色合いよりも、くだんのサムライ少女が全身から放つ「色」に神経を集中していた。

　これまで、どの敵を相手にしても見えなかった。

　意識野の索さく敵てき画面としてあらわれるものが、いま現実の人物の全身から漏もれ出している。

　いや、迸ほとばしっているというべきか。

「又兵衛、あれが見えるか」

「……あれ、とは？　幸村さま」

　その答えだけでじゅうぶんだった。

「（やはり又兵衛には見えぬのか）」

　と結論づけようとしたとき、

「もしや、緑色……に近い影かげのような、霧きり、いえ、気体のようなものが、あの者の回りを彩いろどるように」

　又兵衛が、つぶやきのように言う。

「おお、見えるか。では、わらわだけではない、ということじゃ。ならばますます」

　その気体、霧がわからなければ、いや、わかれば、すり抜ける矢の能力も攻こう略りやくできるかもしれない。

　しかしゆっくり考えているヒマはなかった。

　ゆらり……。かげろうのようにサムライ少女の右手が動くと、背中の矢入れから矢を抜き取とり、弓につがえる。

「幸村さま、お逃にげを！」

　又兵衛が楯たてになろうと、幸村の前へ進み出る。が、それを幸村は制すると、

「違う。逃げておっては本質が見えぬ。最後まであやつを、その攻撃の矢を見つめるのじゃ！」

　幸村の言葉に呼応したわけではないだろうが、黒髪のサムライ少女がついに矢を放つ。すぐに二の矢も。

　二本の矢が幸村目がけて飛び来る。

「幸村さま！」

　又兵衛は幸村を強ごう引いんに引っ張り倒してでも、矢から守るつもりだった。幸村が又兵衛にそうしたように。

　しかし幸村は、最後まで矢と相対しようと決意していた。

　さっきはとっさに歯で受けた。

　あのときはそれが正解の防御だったが、

「（身を守るだけでは、ダメじゃ。身を捨ててこそ、浮うかぶ……！）」

　渾こん身しんの精神集中で矢を見つめる幸村。その向こうのサムライ少女をも、見み透とおすいきおいで、五感のすべてを総動員する。

　ドクッ、ン……！

　細さい胞ぼうレベルから、サムライの、「剣姫マスターサムライ」の能力が、潜せん在ざい力りよくが、引き出され、顕けん在ざい化かし、幸村の脳神経に流れ込む。

　矢が飛び来るいっしゅんの刹那、幸村の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

「（そうか！　いや、まだ仮説じゃが……ためしてみる価値はある！）」

　幸村は少しも逃げず、矢に身体の正面を向けたまま、

「ぅんっ！」

　両手の大鉄扇を振るった。全力で。

　しかし矢が鉄の扇子をもすり抜けることは先ほどの攻撃で実証済みだ。ではなぜ幸村は大鉄扇にこだわったのか。

「風花旋せん風ぷう抄しよう！」

　一転、猛然と巻き起こる突とつ風ぷう。大鉄扇が生み出だす、竜たつ巻まきの風力をもしのぐ空気のエネルギーだ。

「さすが幸村さま、これなら……！」

　又兵衛も目を見張る。

　鉄をもすり抜ける矢に、刀だろうが楯だろうが、かざしても無む駄だだ。

　しかし風なら。

　人の肉体には突き刺さる矢が、風ならばはね返し得るのか。しかも、大鉄扇が作り出す風は、風というより空気の壁かべに近い。

　まさに爆ばく風ふうだ。

　だが幸村は、その思考実験に賭かけたわけではなかった。

「（風ではない。ただの風ではないはずじゃ。これは、わらわの……もしかすると、サムライ、『剣姫マスターサムライ』すべてに通じる……！）」

　ブオッ！

　巻き起こった風は、しかしただの空気の流れだけではなかった。そこには色が、幸村の目に見える、かすかな色が加味されていた。

「……ほお」

　サムライ少女の唇くちびるが、そんなふうに動いた。そして作られた形は、笑えみに似ていた。

　矢が、空気の壁に当たってはね返される。突風に押し戻され、あらぬところへ飛び散って、落ちる。

「やりました、幸村さま！」

　又兵衛が叫んだ。そして反はん撃げきに、鑓をかざして弓のサムライ少女へ突とつ進しんする。というところ、

「ぁ……」

　すでにその向こうに、彼かの女じよはいなかった。

　そして不意に、風景が戻る。

「ぅん……？」

　幸村も感じた。急に空気が、いつものものに戻っている。

　喧けん噪そうがよみがえり、自然の風とも違う空気の流れ、雑多な人が生み出す熱のようなものに混然と囲まれる、この感じ。

「幸村さま、もとに」

「うむ。戻ったのじゃな。どうやったのかはわからぬが、あの矢といい、空間をそっくり別のものとしてしまう……いや、われらが別の空間に飛ばされたのか、いずれにせよ、おそらくはあのサムライの能力」

　幸村の言葉に、又兵衛がうなずく。

　そんなふたりに、周りを行く人々の好こう奇きな視線が注がれては、過ぎる。

　幸村の大鉄扇。又兵衛の剥むき出しの五丈じよう鑓やりが人目を惹ひいているのだ。そしてそれは、正常な反応。正常な日常空間に彼女たちがいる証しよう拠このようなものだった。

「物ぶつ騒そうなものはしまっておかねばの。バスにも乗れぬぞ」

　大鉄扇を閉じて腰こしに差す幸村。

　又兵衛も、鑓袋ぶくろをひろい上げ、鑓を収める。

「それにしても、風で矢を吹ふき飛とばす策、おみごとでした」

　又兵衛が言った。

「風、と見えたか」

「はい。違ちがうのですか」

「いや、風じゃ。この鉄扇が作り出した風よ。風であって……」

「？」

　又兵衛が、幸村の次の言葉を待つ。しかし幸村は背を向けると、歩き出した。

「まだわらわにもわからぬ。じゃが、何かがつかめたのかもしれぬ。政宗の言っておった、これが四し天てん王のうを倒す秘策となるか……」

　歩きながら、つぶやいた。

　幸村の背を又兵衛が追う。いつもの小さな背中が、どこか大きく広く、たくましくも見えた。

「……」

　ふたりを遠目で眺ながめている影。

　さっきのサムライ少女だ。

　また編み笠と合羽を身につけ、周囲に溶とけ込んでいる。ビルの影、視界から幸村たちが消えるまで目で追っていたが、

「真田幸村、後藤又兵衛、か」

　一字一字、確かめるように言ったあと、ふと、笑う。

　合羽を翻し、ふたりとは正反対の方向へ歩き出す。

　歩き出し……、

「きゃっ！」

　転んだ。それはみごとに。

　合かつ羽ぱの紐ひもが一部解けて垂たれ落ち、自分の足で踏ふんでしまったのだ。

　意外に長身の少女の、音を立てての尻しり餅もちに衆目が集まる。手を貸そうと、身体を向ける者も。

「だ、だいじょうぶ、なので」

　サッ、と顔を赤らめながら、立ち上がる。パパッ、とお尻を払い、軽く周りにお辞じ儀ぎをすると、早足で歩み去っていく。

「『毘び』？」

　周りにいたひとりの男が、つぶやき、首を傾かしげた。しかしそれ以上興味もなく、用事があるのか、別方向へ歩き出す。

　そしてもうひとり。

「『毘』であったな。さすれば、やはりあやつが……なるほど」

　同じことをつぶやき、足を速めるのは幸村だった。

　その顔にも、明るさを感じる笑みが宿っていた。
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「おかわり！」

「おい、おかわりだ」

「もひとつ、おかわり～」

「汁しるもおかわりな」

　とは慶けい次じひとりのセリフだ。

　もちろん、場面は食事時。朝食である。

「ほえ～」

　十じゆう兵べ衛えも感心して見ている。

「なんですの、この女は！　こんなに大食いだなんて、聞いてませんわ！」

　又兵衛や半はん蔵ぞうがいないいま、給きゆう仕じ役やくをつとめている兼かね続つぐも言う。

　一升しよう炊たけるおひつはすでに半分以上が空。それでもまだ慶次の食欲は止まらない。

「ガブ、バクッ、ムシャ……！　いろいろ忙いそがしくてな。腹も減るってもんさ……ング、バリッ！」

　宗朗も舌を巻く。

「これまでは、小さいのに幸村がいちばん食べて、やっぱり『頭脳労働には糖分もタンパク質も脂し質しつも必要なのじゃ！』とか、言ってたなぁ」

　慶次の食べっぷりに、幸村を思い出していた。

　けっきょく幸村たちについては、宗朗たちが直接捜さがすのはもちろん、ほうぼうに手を尽つくして当たってはいる。けれど、

（考えてみれば、幸村がそう簡単に尻尾しつぽをつかまれるようなルートを通るわけがない、か）

　納なつ得とくしてしまうものもある。

「何が忙しいんですの。昨日から何もしてませんわ！　それでこんなに食べられては、家計が火の車ですわ、ファイアーカーですわ！」

「ファイアー？」

　先に答えを言ってしまうという兼続の高度な（？）ボケに、十兵衛もリアクションがとりにくい。

　ようやく最後のひと口を平らげ、椀わんを置くと慶次は、

「馳ち走そう」

　短く言うと箸はしを手挟たばさんだまま、合がつ掌しよう一礼した。

「『御』も『さま』もありませんでしたわ！」

　兼続が苦々しく言う。慶次は、

「正直、この食事じゃあ落第だな。これじゃいい『氣』が……、おっと」

　言いかけて、口をつぐむ。

「はぁ？　いい気がなんですの？　いい気になってるのはそっちですわ！　ひとが作った食事をこれだけ食べておいて、落第だとか、ありえませんわ！」

「でもぐっちゃん、これ」

　十兵衛が箸でつまんで見せる。半月状に切られたたくあんが、しかし全部つながって切り絵のように広がっていた。

「そ、それは！　包丁の切れ味がいまひとつで……」

「まあまあ、いいじゃないか。このメザシ、なかなか身がしまってて美味し……か、硬いか、な」

　なだめようとする宗朗が、顔をしかめる。

「それはメザシではなくて、アジですわ！　……ちょっと焼きすぎて、縮んだのですわ」

「ウキュゥ！」

　佐さ助すけも、自分用のバナナがない、と怒おこっていた。

　どうやら又兵衛、半蔵を欠いた調理班は、かなりの戦力ダウンのようだ。

　十兵衛も手伝ってはいるのだが、これまでのような又兵衛、半蔵の的確な指示がないせいで、料理の出来に寄き与よできずにいた。

「まあ、なんだ。もうちょっとがんばりましょう、だな。じゃあオレは……寝ねる」

　席を立つ慶次。と思ったらもう離はなれへ続く渡わたり廊ろう下かへと消えていく。

「はああ!?　なんですの？　食べるだけ食べて文句を言って、そのうえ寝る？　ありえないにもほどがありますわ！」

　憤いきどおる兼続。その矛ほこ先さきは宗朗にも向いて、

「なにか言ったらどうなんですの？　このままでは、大メシ食くらいの穀ごく潰つぶしがひとり増えるだけですのよ！」

　詰つめ寄るが、

「まあまあ、慶次はあれで、なにか考えてるんだ。それがまだわからないけれど、でも、もうしばらくようすを見ても、いいんじゃないかな」

　宗朗は苦く笑しようしながらも取りなす。

（この道場に来たのに意味がないはずがないんだ。昨晩のあのことだって。見み極きわめてからでも、遅おそくはない）

　兼続はまだ文句を言っていたが、

「十兵衛、マエダケさんとこ行って、見てくる。行こ、さっちん！」

「キュ！」

　十兵衛は元気に立ち上がる。その肩かたに、ひょい、と佐助が飛び乗った。

「あ！　待て、待ってですわ！　わたくしも……って、まだかたづけの洗い物が残ってますわ。なぜわたくしだけ……！」

「だいじょうぶ、ぼくも手伝うよ、兼続」

　見かねて助け船を出す宗朗だった。



「マエダケさん！　マエダケ、さん？」

　障子戸を開けて十兵衛が覗のぞき込む。しかし離れの部屋はもぬけの殻だった。

「ウキュ？」

　十兵衛の肩から佐助が飛び降りる。

　部屋の中を歩いては、あちこちの匂においをかいでみる。しかし、それで慶次の居場所がわかるわけでもない。

「マエダケさん、どこ？　こっち、かな？」

　押おし入いれの襖ふすまを開けたり、長持を開けたり、と慶次を捜す十兵衛。文ふみ机づくえの横の引き出しを引っ張り出したり、筆入れを開けたりするのを、

「キュゥ、キュゥ！」

　佐助でさえ、それはない、と首を振ふる。

「そっか。そうだよね」

　十兵衛は庭へ降りると、こんどは庭木の枝をかき分け、敷しき石いしをひっくり返して、

「マエダケさーん！」

　とつぜん住すみ処かの天てん井じようを取り払はらわれ、驚おどろいた大量のダンゴムシがわらわらと這はい出してきて、

「ウキャゥ！」

　佐助を跳とび上あがらせる。

「マエダケさ……！」

　雑草の束を引ひき抜ぬこうとして、力を込める十兵衛。そこへ、

「きゃぁああっ！」

　とつぜん、甲かん高だかい悲鳴が上がった。

　さっきまでの強気でふてぶてしい印象とは正反対だが、間ま違ちがいなく慶次の声。いや、悲鳴だ。

「マエダケさん！」

　声のしたほうへ向かって十兵衛が走り出す。

「キュッ！」

　その背中に、佐助が飛びついた。
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「なんだ。風ふ呂ろは薪まきで沸わかさないとならねえのか！　あははは、ははは！」

　笑い声が、湯気のけむる風呂場に響ひびき渡る。

「そうだよ。いつもお兄ちゃんが沸かしてくれるんだけど」

　と十兵衛。慶次とふたり、湯船に浸つかっている。ふたり、に加えて、

「キュゥゥ」

　佐助もが、ぽこんとお腹なかを上に、湯に浮かんでいた。

「なんでわたくしがお風呂まで沸かさないといけませんの！」

　窓の外から、兼続の声がする。

　言葉どおり、風呂釜がまに薪をくべ、吹き筒つつで吹き、あるいは団扇うちわで扇あおぎ、また薪をくべる。かなりの重労働。

　ただでさえ吹き筒で息を吹きかけるうちに顔が真っ黒になるし、薪が爆はぜたりして火花が飛んでくる。

「はははっ、いい湯だぜ、ぐの字！」

「ぐっちゃんも早くおいでよー！」

　窓の向こうから声がして、手元の薪を釜かまにほうりこむと、

「ったく、言われなくても、入りますわ！」

　立ち上がる兼続。汗あせと煤すすにまみれた制服のボタンを外しながら、憤ふん懣まんやるかたない、といったふうで母おも屋やの風呂場へと歩いていく。

　もちろん発ほつ端たんは、慶次がひとりで入浴しようとしたところから。

　お湯が張ってあると思い、飛び込んだ慶次は、まだ沸いていない水の中に沈しずむことになる。悲鳴も迸るわけである。

「とんだ風呂を馳走になっちまったな」

　ここで駆かけつけてきたのは、十兵衛（と佐助）だけではなかった。

「こんな時間にひとりでお風呂になんて入ろうとするからですわ！　いい気味ですわ！」

　兼続はむしろ、慶次をなじりに来たのだったが、

「おい、ちょっと耳、貸せ」

「はぁ？　なんですの……ぅぅぅ、あれは、小さいころの事故みたいなもので……」

　ひとことふたこと、言われただけで、兼続は真っ青に、続いて真っ赤になり、

「わ、わかりましたわ！　やればよろしいんでしょう！」

　涙なみだ目でにらみながら、外へ飛び出していった。そのあと、風ふ呂ろ焚たき担当になっていたのは言うまでもない。

　ガラッ。風呂場の戸が開いて、

「入りますわよ！」

　怒りながら兼続が洗い場に入ってきた。しかし、自分ルールなのか、こんなときでも段取りは守る兼続。

　まず桶おけに湯を汲くみ、身体を流す、というところ、

「めんどくせえな、さっさと入ってこい！」

　慶次に手を引っ張られ、

「ちょ！　っと待てですわ！　待って……ぁあああーっ！」

　ドボッ、ン！　湯船の中へ頭から飛び込む。ややもして、湯の中から顔を出し、

「ぷはぁっ！　なにをするんですの！　溺おぼれるところですわ！　というか、まえにもこんなこと、ありましたわ！」

　髪かみまでびしょ濡ぬれで憤る兼続に、

「よお、風呂焚きごくろうだったな。おかげで最高にいい湯だぜ」

　慶次が背後から抱だき寄よせた。そのまま、しっかりと抱きしめる。

　これには、

「ほひぇえ!?　な、なんですの？　急に、どういうことですのぉ!?」

　こんどこそ、真っ赤になりながらじたばた、逃のがれようとする兼続。それを、

「待て。ちょっとの間、じっとしてろ」

　制する慶次。

「はひ？　いったいなにが……ちょっ！　と、どこを、さわっているんですの！　そこ、は……ぅぅ、ああああっ！　い、いけないですわ！　そんなところ……は、はぅぅ、お、奥おく、までぇえ！」

　これ以上ないまで真っ赤だった顔が、さらに赤くなって湯気まで噴ふき出しそうだ。身をくねらせる兼続に、

「ほえ？」

　目を丸くして十兵衛が見つめる。

「ゥ、キュゥゥ……！」

　佐助までも。

「おとなしくしてろって。悪いようにはしねえ……んん……はぅ、ぅ！」

　兼続を抱きしめたまま、慶次も顔を赤くしている。目を閉じ、何かに集中しているようだが、

「お、お助け～、ですわ！　わ、わたくしたちは女どうしですのよ！　ひぃぃ！　お、お嫁よめに、行けなくなっちまうっぺ……ですわぁあ！」

　ざぶざぶ、ばしゃばしゃ！　兼続が暴れて湯船の中は嵐あらしのように波立つ。飛沫しぶきも盛大にあがった。

「暴れるなって！　この……！」

　慶次は押さえつけようとするが、とうとう、

「うぷぷぷ！」

　動転した兼続の必死の抵てい抗こうで、振り切きられる。振り切った当の兼続は、ざばっ！　といっしゅん湯船に顔から突っ込むものの、

「ぷはぁ！　……け、けだものですわ！　わたくしの大事なものが、ひとつ汚よごされてしまいましたわぁああ！」

　浮ふ上じようし、涙目で叫さけぶと湯船から飛び出し、そのまま風呂場からも飛び出して行った。

「ち！　まあ、いい。あいつはだいたい、わかってる」

　慶次が言い、

「あ、ぐつぐっちゃん！」

　十兵衛は追おうとする。が、

「待て」

　その手を慶次につかまれる。あっと言う間に、引き寄せられた。

「はにゃ？　マエダケ、さん」

「いいか。少しだけ目をつぶってろ。少しチクッ、とするかもしれないが、注射みたいなもんだと思え。大して痛くはねえ」

　そう言うと、慶次は十兵衛を抱きしめる。

　こんどは前から、ふたりの裸ら身しんがしっかりと密着し、混じり合う。

「あぅぅ……マエダケ、さ……」

　十兵衛は目を閉じる、というよりも、開けていられない。

　慶次の肌はだと触ふれ合あった瞬間から、電気のような感覚、感かん触しよくが襲おそって、全身が動かない。

　そのうえ、めくるめく不思議な刺し激げきが体内をかけめぐる。それは十兵衛の奥おく深ふかくまでも達して、満ちるかのようだ。

「ぅ……！　やっぱりだぜ、おまえの『氣』のゆらぎ。おまえの中に、ふたつの『氣』のもとがある。それでこんなに……ぅぅう！」

　しかし十兵衛を浸しん食しよくするかのような慶次もまた、こらえきれないうめきを漏もらす。表情が、必死に耐たえている。

　この状態がいわば、慶次にとっても諸もろ刃はの剣つるぎなのがわかる。

　慶次がようやくにも腕うでを放す、というところ、

「おまえが前まえ田だ、慶次か」

　逆に手を、つかまれた。慶次が目を見開く。

「なん、だと。こいつは……！」

　ごく間近に、十兵衛の顔が。

　けれど、いままでの妹十兵衛ではない。慶次にとっては初めて見る。感かん嘆たんの中につぶやいていた。

「なるほど、『剣姫マスターサムライ』のおでましってことかい」

　ニヤッ、と笑う慶次。しかしその表情から余よ裕ゆうが消えていた。

　鼻先がくっつくほど顔を近づけ合い、見つめ合うふたり。どちらが先に動く、というところ……、

「ウキュー！」

　とつぜん、佐助が背後から、慶次に襲いかかった。

　頭にかじりつき、髪の毛けをめちゃくちゃにかきむしる。

「ぅあっ！　よせ、こいつ……こ、こら！」

　慶次が振り払おうとしても、佐助はがっちりしがみついて離れない。

　じつは、十兵衛が慶次にいじめられている、と思った佐助が助けに入ったのだ。

「ウキャゥ！　キャゥゥ！」

　慶次はもう十兵衛どころではなく、

「このエテ公が！　いいかげんに……！」

　佐助の首根っこを押さえると、ようやく自分の頭から引きはがし、逆にがっちりと締しめ上げる。

　結果的に慶次に抱きしめられる体勢になった佐助は、

「キャヒィィィン！」

　ひと声叫ぶと、ボンッ！　とつぜん「剣姫マスターサムライ」化。人間体になった。

　本来ならば「剣姫マスターサムライ」化で攻こう撃げき力りよくががぜん上がるはずが、

「キュゥゥ……」

　顔を真っ赤にして、しおれるように力を失ってしまう。逆に慶次にしがみつくようなありさまだ。

「こいつが『剣姫マスターサムライ』の形だったのか。なら手間が省けたってもんで……って、お、おい？　おい！」

　ぼちゃっ！　急に力を失ってお湯の中に没ぼつする佐助。しかも佐助だけでなく、

「ひゅぅぅん」

　たったいままで鋭するどい闘気を放ってにらみ合っていた十兵衛までが、その力をいっきになくして崩くずれていこうとする。

　あわてて慶次がささえたほどだ。

「お、おい！」

　だがそこへさらに、

「こっちですわ！」

　兼続の声、そして、

「だいじょうぶか、十兵衛！」

　脱だつ衣い場じようにバタバタと飛び込んでくる宗朗の声。しかし、

「え！　ここ、お風呂場じゃないか、兼続……」

「だから最初から言ったのですわ！」

「いや、でもまだみんな入ってるなんて」

「そんな場合ではありませんわ！　十兵衛の危機ですのよ！」

　磨すりガラスの向こう、影かげ絵えの劇場のようにふたりのポーズと声が聞こえてくる。あきらかに、風呂場を飛び出だした兼続が宗朗を引っ張って来たのだ。

　その直後、

「覚かく悟ご決めて、お行きなさい、ですわぁ！」

　兼続の言葉と同時に、ガラスを突つき破やぶる音、飛び散るガラス片へん、そして、

「うわぁぁあ！」

　宗朗が突っ込んでくる。

　その背後に、あきらかに宗朗を突き飛とばしたと見える兼続の、大鎚づちを振り抜いた姿が見えた。

　裸身に、バスタオルを身体に巻いただけのかっこうだ。

　宗朗はといえば、長い上着の裾すそでとっさに頭をすっぽり包つつみ、着地と同時に受け身を取って回転、立ち上がったときにはもう大た刀ちをいつでも抜けるようかまえをとっていた。

　さすが、兼続に突き飛ばされたとはいえ、武士の習いである。

「十兵衛！　佐助も、無事か……ぅぁぁああ!?」

　しかし、眼前に広がるのは、

「よお、お早いお出ましだな」

　湯船の中、仁に王おう立ちの慶次。意識を失った十兵衛を、両手で抱かかえ上げている。いわゆるお姫ひめさま抱っこ。

　ふたりともに、当然全ぜん裸らだ。そして腕にしがみつくように、

「キュゥゥ」

　再び小こ猿ざるに戻もどった佐助が。慶次がそうさせていたのだが。

　脱衣場との境の扉とびらを失ったせいで、急速に湯気の靄もやが晴れていく。

　すべてをさらしながらなおも慶次は動じず、十兵衛を守るようにかばいながら宗朗に相対していた。

「き、キミは……十兵衛、だいじょうぶなのか！」

　顔を赤くしながら、宗朗が呼びかける中、

「気を失ってるだけだ。心配には及およばねえ」

　慶次が答える。続けて、

「おまえに、裸はだかを見られるのは二度目だな。まったく、この道場にいたら貞てい操そうがいくつあっても足りないぜ！」

　吐はき捨すてる。ほんのり頬ほおを染めているが、前回の声を上げるような恥はじらいはない。どこまでも、腕の中の十兵衛を第一に、そんなふうだ。

「キミはいったいなにをしようとしている。いや、なにをしたんだ、十兵衛に！　返事によっては」

　宗朗の指が手の中の刀の鯉こい口ぐちを切る。しかし慶次は、

「さっきも言ったろう。安心しな、なにもしてねえ。おまえたちの感じるレベルではな。もちろんこのコの貞操は無事だ。オレのも、な」

　うそぶく。

「し、信用なりませんわ！　わたくし、もう少しでお嫁に行けなくなるところでしたのよ！　あんなところを、あ、あんなに……」

　それだけ言うと、カーッと真っ赤になる兼続。いつのまにか洗い場にまで入ってきている。そんな兼続に、

「いい気持ちになったってんだろ？　それはおまえの意識の中、神経をオレの感覚が遡さかのぼって、体内……胎たい内ないまで入り込んでたせいだ。なあに、物理的なもんじゃねえ。気のせい、ってやつだ。『氣』の、な」

　慶次はそう返すと十兵衛を抱いたまま、ふたりの間を割って風呂場から出て行く。

「待て、どこへ」

「行くつもりですの！」

　宗朗と兼続が問いただすと、

「決まってるだろう。寝てる人間を連れていくところっていえば……寝ね床どこしかねえ」

　それだけ慶次は言うと、かぶりを振り、十兵衛を抱いたまま廊下の向こうへと消えていった。

　裸身のまま。髪や肌から落ちる雫しずくが廊下に点々と、足あし跡あととともに残る。

「いったい十兵衛になにを……なんの目的で」

　残された宗朗がつぶやく。

「あれは、気のせい……錯さつ覚かくでしたの？　ううう」

　兼続もまた。

　気が抜けたのか、トン、と大鎚を床ゆかに突く。その振しん動どうがもとで、パサッ、身体に巻いていたバスタオルが落ちた。

「ん」

「え……」

　顔を見合わせるふたり。

「きゃぁあああっ！」

　あわてた兼続が大鎚を身体にあてがい、廊ろう下かを逃にげていく。そのお尻しり丸出しの後ろ姿に宗朗、

「おーい！　バスタオル、忘れてるよ」



「さて、な」

　夜具の上に横たわる十兵衛を見下ろす慶次。

　奔ほん放ぽうに発育した肢し体たいに、いまは幼女のようにあどけない寝ね顔がお。気を失っていたのが、いつしか本当に眠ねむってしまったのだ。

　呼吸のたびに上下するふたつの胸の隆りゆう起き。

　ほんのりと桜色に染まった頂点が、ツーンと突とつ起きしている。見事にくびれながらも、やわらかそうなお腹もかすかに上下する。

　そこからまたふっくらと豊かな腰こしへラインが繋つながり、下腹へ、みずみずしい太ふと腿ももへと見事なプロポーションを描えがいていく。

　見つめている慶次の顔が、みるみる赤く染まっていく。

　凛り々りしく引き締めた唇くちびるがゆるみ、瞳ひとみが潤うるんでしまう。

　慶次とて、十兵衛に負けないプロポーションだ。むしろ、よりしなやかに引き締まっているとも言える。

　いつのまにか握にぎりしめた拳こぶしが、プルプル震ふるえる。なにかの衝しよう動どうを抑おさえているかのようだ。

　夜具の上へ一歩踏ふみ出す。手を伸のばすために屈かがみ込もうとして、

「くっ……！」

　思いとどまった。くるっ、ときびすを返す。

「ダメだ。きっとまたあいつが出てくる。こんどこそ、一刀のもとに両断されかねねえ。……ま、そんときゃこっちにも手段はあるが、お互たがい瀕ひん死しの引き分け、なんてのはゾッとしねえからな」

　その場にあった浴衣ゆかたをパッ、と羽織ると、敷しき居いを越こえて廊下へと踏み出す。

「それにしても……柳生宗朗」

　歩きながらつぶやく。

「この道場に寄宿してようすを見てみたが、どうにも……じゃま、だな」

　歩を運ぶたびに浴衣の裾がひるがえり、見事な裸身が垣かい間ま見みえる。

「『あいつ』を呼ぶか。そいつはいい。ふん、どう出る、柳生宗朗……！」

　なにやら得心した、と同時にもうなにかを得たような、勝利の笑えみが慶次の顔に浮かんだ。







参◆奥州第四のサムライ
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　大おお江え戸ど、天てん城じょう本丸御ご殿てん。

　言うまでもなく徳とく川がわ幕府の中ちゆう枢すうである。

　表おもてと呼ばれる対外用、行政用の各座敷、部屋を経へて、中奥は本来、将軍が生活、使用する半私的な空間だ。

　そしてさらに奥に、文字通り「大おお奥おく」があり、そこは将軍以外の男子は足を踏み入いれることのできない場所だった。

　将軍の正室である御み台だい所どころのほか、多くの御お中ちゆう臈ろう（側室）、奥おく女じよ中ちゆうたちが暮らすこの大奥は、中奥とは壁かべで厳格に仕切られた、いっしゅの独立した御殿であり、面積からいっても表と中奥をしのぐ最大の広さを誇ほこっている。

　中奥とは、長い渡わたり廊下で結ばれていた。

　その大奥の、中でも「御殿」と呼ばれる間。

　豪ごう華かな金きん泥でい障しよう壁へき画がに囲まれ、天てん井じよう画がの孔こう子しとその弟で子しの七十子と呼ばれる儒じゆ者しやたちの画が見下ろす。

　大奥における将軍の居場所ともいうべき部屋だ。

　狩か野のう永えい徳とくの巨きよ大だいな洛らく外がい図屏びよう風ぶが背にしつらえられた御お座ざには御み簾すがかけられている。

　その向こうから、声が届いた。

「千せんは、どうしました」

　かつて、柳生やぎゆう道場を探さぐるため遣つかわされた天てん海かいが天守台地下の間で聞いた、機械的に変質された声ではない。

　自然のままの声。そしてそれは、

「心配いらないでございますよ、ママ」

　相対する直なお政まさが呼ぶ、その言葉どおり、落ち着いた女性の声だった。

「千せん姫ひめさまは、いま少し眠っていてもらうのがいいの。旅の疲つかれをゆっくり落として、元気になってもらいたいの、お母さま」

　もうひとり、忠ただ次つぐもいる。

　直政と忠次、そして彼かの女じよたちがママ、お母さま、と呼ぶ人物。

「そう。心配はしていたけれど、むしろ向こうから来てくれたのは好都合でした」

　それだけ言うと、わずかに首をめぐらせて合図する。

　傍かたわらにひかえた御お小こ姓しようの少女たちが会え釈しやくして立ち上がると、御簾をするすると引き上げた。

　その向こうから現われたのは、朱しゆの間あい着ぎの上に豪華な摺すり箔はくの打うち掛かけをまとった妙みよう齢れいの女性。

　結ゆい上あげた片はずしの髷まげには、多くの櫛くし、簪かんざしが飾かざられ、髷にもかかわらず後うしろ髪がみが長く、背中までも垂たれ落ちている。

　憂うれいを含ふくんだ顔は眉まゆを高く描いてはいるが、基本の顔立ちは千姫によく似ていた。もちろん、千姫のほうが似ているのだ。

　その女性こそ、千姫の実母に当たる将軍の正室。御台所と呼び称しようされる、霧きり壺つぼの方、その人だった。

　本来、この場所、御座は将軍のものであり、御台所の居所は別にある。

　お化け粧しようの間、と呼ばれる一角がそれで、本丸大だい天てん守しゆの足元ともいうべき場所に位置していた。

　紅を差した唇がふたたび言葉を発する。

「あれは、富士の学園で『将』と契ちぎり、『剣姫マスターサムライ』となったと聞きました。そのことは真なのでしょうね」

　答える直政。

「真でございます。それも、相手は柳生の嫡ちやく男なん。本来ならばとうていありえないことにございますよ」

「徳川家に近い血統のものなら知らず、外と様ざま同然の、それも柳生ふぜいとは不可思議を通とおり越こしてもう笑うしかないの」

　そして忠次。

「それも、いまでは八人ものサムライと契って、ようは八人もの『剣姫マスターサムライ』を従えているでございますとか。中には旧豊とよ臣とみのサムライに、裏柳生、さらには動物まで『剣姫マスターサムライ』にしてしまう、底知れない『将』の力」

「もう、キスしたら石でも『剣姫マスターサムライ』にできそうよね」

　直政と忠次は笑うが、霧壺の方は顔をみるみる強こわばらせていく。

「なんということでしょう。ただの小しよう藩はんの者がそのような……。ありえません。決してあってはならないことなのです」

　霧壺の方の言葉を引き取って、

「そうでございますよねえ。お上があんなふうで、それなのに柳生ふぜいが、なんて。ふふふふ」

「剣けん術じゆつ指南役やくだってとうに名めい誉よ職しよくで、それだって宗むね慶よしが失しつ踪そうしてしまっているの。本来なら柳生なんて、もう相手にもされない」

　直政と忠ただ勝かつが言う。笑う。

　宗慶は、宗むね朗あきらの父だ。

　忠次の言うとおり、将軍家剣術指南役の大役にあった。

　明治の改革以来、幕府内部もきわめて現実的な機構に変わり、実際にはいまさら将軍が形式上以上の剣術を習うことはない。

　つまりは幼少時の将軍、あるいは将軍家嫡ちやく子しの教師役であり、長じてからは情報補ほ佐さ役というのが、「剣術指南役」の役どころだった。

　それでも大役には違ちがいなく、なにより幕府の中枢、それも将軍個人に直接連なる役目ゆえ、その重大性は計り知れない。

　ということは、その職務を投げ打って消えた場合の処しよ罰ばつもまた非常に重い。

　失踪した宗慶本人には切腹申しつけもありうる。柳生家の取りつぶしは、もはや避さけられないと思われた。

　だから現在の処分保留の状態は相当に奇き妙みようであり、特例とも見える処置と言えた。そしてその理由は誰だれにも明かされていない。

　宗慶の名が出ると、霧壺の方の表情はますます曇くもった。

「柳生宗慶……そして柳生、十じゆう兵べ衛え……！」

　艶あでやかな唇を噛かむ。その姿に、

「ふふふ、問題ないでございます、ママ。柳生宗朗とその『剣姫マスターサムライ』、いちど戦ったのでございますが、まだまだ未熟で」

「数だけそろえても、てんで弱いのよね。まあ、その数が問題なのだろうけれど」

　ふたりが口をそろえる。

　それでも霧壺の方の顔は晴れなかった。

「柳生のほう、おまえたちがいつでも片づけられるというなら、かまいません。ただし」

「わかってるでございます。その柳生宗朗、使えればよし……」

「使えないなら、肉も骨も、臓器のひとつひとつ、血管の一本一本、細さい胞ぼうの中まで調べてあげるの、たっぷり」

「殺すのはいつでもできるでございますから」

「そう、いつでも」

　断言する直政と忠勝。

　霧壺の方は、少しだけ安あん堵どしたように息を小さく吐き出すと、

「千は……わたしの娘むすめを、もう柳生のもとへ返すことはないように」

「それも、問題ないでございます。この直政と」

「わたしが研究していた装置が役に立つの。もともとわたしたちを『調整』するための装置がこんなふうに使えるとは思わなかったけれど、どうやら効果については疑いないみたい」

　直政、忠次がそう言って笑った。

　霧壺の方も、ようやく唇に笑みを乗せる。

「そう。安心しました。およそ十年ぶりの対面が、もう柳生の息子むすこに汚よごされた身体を見ることになるなど、おぞましいこと。それならいっそ……」

「心配はないでございます。柳生の因子……徳川将軍以外の『将』の因子も取り出すことができるでございますの」

「願ったり、なの。少なくとも、心も身体も、柳生を思い出すことはなくなる」

「千の顔を見るのは、そのときまでおあずけということにしましょう。きれいになった娘を、きれいな姿で受け入れてあげたいものです」

「はいでございます、ママ」

「わたしたちにとっても千姫さまは、お姉さま、いえ……」

　そこまで言うと、忠次が笑った。その笑いは直政にも、霧壺の方にも移る。

「そうですね、おまえたちにとっては」

「主で、お姉さまで、そして」

「わたしたちにも、娘のようなもの、なの」

　言いようのない空気が、部屋を満たして震えるようだった。
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「……ここは」

　半はん蔵ぞうが目覚めたとき、そこは灯あかりひとつない独どく房ぼうだった。

　冷え切った土つち壁かべが背中や顔に張り付く。

　手首が背中で縛いましめられている。

　足首もそうで、そのせいで荷物のように押し込められた土牢ろうの壁や床に脇わき腹ばらや頬が密着してひどく冷たい。

　そのうえ、土からは腐ふ敗はいの臭においが、牢の格こう子し扉とびらからはサビきった鉄の臭いがする。というより、それらの臭いがつねに半蔵の鼻び孔こうを塞ふさいでいた。

　メガネも顔にない。

「御お姫ひいさま？　いらっしゃるのですか」

　暗くら闇やみに向かって話しかける。しかし土壁に声が吸い込まれるばかりで、返事は返ってこない。

　自分の身体も見えないほどの闇やみなのだ。

　どれほど時間が経たったのか。

「御姫さまの昔なじみのお女中に手引きしてもらって城中へ……でも」

　それは罠わなだった。

　たちまち、数十名もの抜ばつ刀とうした侍さむらいたちに取り囲まれた。

　それでも半蔵ひとりが犠ぎ牲せいになるつもりなら、千姫は逃がすことができたと思う。けれどその希望を打ち砕くだいたのは、

「あのお女中……雪ゆき乃の、さんが」

　雪乃自らが、手にした薬物を半蔵に注射した。ぶつかってくる衝しよう撃げきと、注射針の鋭するどい痛み。

　そこからは、一瞬で意識が断たち切きられてしまい、何もわからなくなった。

　そして目覚めたら、この独房にいた。

　おそらくは地下の土牢なのだ。そこまではわかる。しかし、

「御姫さまは、千姫さまはいずこに」

　手て脚あしを縛められているほかは、ケガはないようだった。

　まだ薬物による頭痛などはあるが、縄なわさえ解ければ歩くのはもちろん、刀を振ふるうこともできるだろう。

　しかしかんじんの武器がない。

　捕とらえられたときに着ていたメイド服はそのままだが、装そう甲こうスカートは取り去られ、あちこちに隠かくし持もった手しゆ裏り剣けんや忍にん者じや刀は奪うばわれていた。

　半蔵は千姫の居場所も、どんな扱あつかいを受けているのかも知らない。それだけに、いてもたってもいられない気持ちだ。

「この牢にいないとしたら、どこに、御姫さま……まさか、もっと酷ひどい目にあっていなければよいのですが……いえ、仮にも将軍家の姫ひめ君ぎみ、決してそのようなことには……でも、それならあんな襲しゆう撃げきを受けるなんて……」

　考えはどうどうめぐりに陥おちいるばかり。















　もちろん、自分が薬物で気絶した直後、千姫が同じように意識を奪われ、運び去られていたことを半蔵は知らない。

「なんとか御姫さまの居場所をつきとめないといけません。捕とらわれていることはおそらく間ま違ちがいない……」

　そこまでつぶやいたときだった。

　暗闇の向こうから、足音が聞こえてきた。

　やがて、牢全体の入り口とおぼしき扉とびらの鍵かぎが開けられ、かんぬきが引ひき抜ぬかれ、ギシギシと鳴りながら扉が開く。

「……！」

　半蔵は地面に突つっ伏ぷしながら、まだ気を失っているふうを装よそおった。

　目を閉じながら、手足の縛めに意識を集中する。

「（『剣姫マスターサムライ』の力ならば、この縄を切ることができるかもしれませ……）んっ！」

　しかしどれだけ意識を尖とがらせても、歯を食いしばっても、縄は食い込むだけで外れる気配はない。

　ならば、と試みる忍にん術じゆつとしての縄なわ抜ぬけも、最初から警けい戒かいされているのか、できないように縛しばられていた。

「（かくなる上は……どんなことがあっても、なにをされても生きのびて、御姫さまに、もう一度……）」

　ギュッ、と目をつむる。

　どれほどの恐おそろしい拷ごう問もんが待っているのか、と思う。

　事情を推測することもできない中、しかしこれほどの目にあわされて、すんなり紳しん士し的てきに扱われるわけがない。

　とうとう、半蔵が入っている牢の扉に、光が当てられた。行灯あんどんの光らしい、ゆらゆらと赤い光が投げかけられる。

　その上で、ガチャ……ガラガラ、錆さび付ついた古い鍵が回され、巻き付けられていた鎖くさりが解かれる音、続いて、やはり錆さびだらけの扉が開く音が、やけに大きく響ひびいた。

「（来る……！）」

　いきなり斬きりつけられるかもしれない。鑓やりで突かれるかも。

　当て身を食くらわせるなりして、その隙すきに逃げられないものか。半蔵がうっすらと目を開ける。そこへ、

「服部はつとり半蔵」

　見覚えのある声。半蔵が目を見開くと、

「あなた、は……！」
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「ぅ……く」

　寝ね苦ぐるしさから宗朗が目を醒さますと、すっかり明けた朝の陽ひを浴びて、部屋の隅すみに白い人ひと影かげが浮うかび上がっているのが見えた。

　長いまっすぐな黒くろ髪かみが、背中までも届く。

　その前まえ髪がみの向こうから、こっちを見つめている碧あおい瞳。

　瞬まばたきをするたびに、神秘的な碧い湖の湖面にさざ波が立つようだ。

　白の道着に紺こん袴ばかま。朱の胴どう当て。

　衣装の中でも目を惹ひくのが、右胸の膨ふくらみを覆おおって、右腕うで全体までも包つつみ込む胸当て。それと組み合わされた腕当てと弓懸かけ。

　背中の弓入れと、身長ほどもある左手の長弓から、

（弓使いか。あれ、は……！）

　いっしゅんの間に飛び込んできた光景。中でも宗朗の目を惹きつけたのは、黒髪の少女の胸当て。

　そこに書かれていた文字は、

「毘び……！」

　跳はね起おき、夜具のかたわらに置かれている刀をつかもうとする宗朗。

　まだ相手が仕し掛かけてきたわけではない。しかし、武装したまま無言で部屋に上がり込んでいるなど、尋じん常じようではない。

　そんな相手に、話をするにしろ、まず刀を確保するのは武士の「いろは」だ。

　しかし向こうが早かった。

　動き出だしさえ見えないほどの動作で、一歩を踏み出したように見えたときには、もう宗朗の間近に迫せまっていた。

　身を起こす宗朗を夜具ごと跨またいで膝ひざ立ちになる。が、腰こしから下を押さえつけられて起き上がれないのを驚おどろくヒマは、宗朗にはなかった。

「ぅ！」

　そののど元に、いつ抜いたのか、短刀が突きつけられていたからだ。

「柳生宗朗」

　意外に高い、けれど落ち着いた声が落ちてくる。

　見上げる宗朗の頭上をふさぐように、見下ろしている顔が近い。湖水のような碧い瞳ひとみが、内に冷たい炎ほのおをゆらめかせる。

「そうだ。キミは」

（『毘』のひと文字……、『毘』の旗印、それが……）

　この、間違いなくサムライであろう少女の素す性じよう、名を語っているとしたら。

　宗朗が想おもいを巡めぐらせるまでもなかった。

　スッ、と切っ先が外れる。少女が小刀を引いたのだ。

　と、思うと、それまでの冷たい北国の湖を思わせる瞳が不意にぬるむ。ぱぁっ、と明るい光が差したように、笑みがこぼれていく。

「うぴょ、上うえ杉すぎ景かげ勝かつだぴょん！」

「へ」

　が、その名に宗朗が驚く間もなく、もっと驚くことが起こった。

「だぁぁあい好き！　だぴょんっ！」

　少女……景勝が飛び込むように抱だきついて来たのだ。

　そればかりか、

「ぅぅぅん！　好きっ！　好きっ！　好きぃぃ！」

　もう完全に宗朗の上に乗り上げた身体をぐいぐい押おしつけ、両りよう腕うでは首をかき抱いだくようにこれまた密着しながら頬ほおずり。

「うぶぶ……ま、待て！　待って、くれ、キミは……！」

（景勝……上杉景勝だって？　それじゃまさか）

　宗朗ならずとも、「その名」におぼえのない者はいない。

　かつての東北の雄ゆう藩はん、上杉藩はんの開祖にして戦国後期の猛もう将しよう。武勇、並ぶ者なしと言われた偉い丈じよう夫ふだ。

　そして上杉藩の所領は、米よね沢ざわ。

　米沢……。

『奥おう州しゆう筆頭！　直なお江え兼かね続つぐですわ！』

『伊だ達て政まさ宗むねだ！　言っとくが、小こ十じゆう郎ろうは誰にもやらないからな！　はははは！』

『オレさまは、前まえ田だ慶けい次じ！　奥州に知らねえ者はいねえっていうサムライだ。おぼえとけっての！』

　東北、それも武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく米よね沢ざわ分校に在ざい籍せきしていた三人のサムライ少女たち。

　兼続が奥州筆頭かはさておき、宗朗の中でこれまで断だん片ぺんとしてあったイメージがひとつになる。

　政宗が言っていた、もうひとりのサムライ。

　いまだ姿も名もわからなかったその人物が、目の前の上杉景勝ならば、すべてが符ふ合ごうする。そろう。

　毘は、毘び沙しや門もん天てんの頭かしら文も字じ。

　もちろん仏教における天部の神であり最高の武神でもある。

　そのひと文字をいただくのは、上杉謙けん信しんゆかりの景勝であるのは間違いない。間違いない、のだが、

「でも……だぴょん、って」

　ひとつになったはずのイメージを粉々にするような、

「なんだぴょん！　景勝は宗朗が好き好き大好きだぴょん！　それともなんか文句あるのかぴょん！」

　景勝の言葉。そして行動もまた、

「さっそく子作りするんだぴょん！」

　叫さけぶなり、自分の服を脱ぬぎ出す。これには宗朗も、

「えええ!?　なんで、どうしてなんだ。待ってくれ、ひとまず落ち着いて、話し合おう！　とりあえずぼくの上から降りてくれ。あっ！　勝手に服を脱がない！　着物を……袴はかまを穿はいて……！」

　無理に押さえようとするが、景勝が服を脱ぐほうがずっと早い。

　あっと言う間に、道着はもちろん下着まで。

　ブラが弾はじけ飛とび、あと身に残っているのはショーツのみ。どちらにも、「毘」の文字が染そめ抜かれていた。

「心配ないぴょん！　いっしょに強い子を作るぴょん！」

　最後の一枚に手を掛け、引っ張り下ろそうとする景勝。その手を無理やりつかむ宗朗。

「待ってくれ……とにかくいったん服を……うぁあ！」

　ところが、自分の服を脱ぐのを止められると、

「宗ぴょんも脱ぐぴょん！」

　宗朗の寝ね間ま着きを剥はがしにかかる景勝。

　あっと言う間に胸むなもとをはだけられ、露あらわになった胸に、

「んーっ！」

　景勝が自分の裸はだかの胸を押しつけてくる。密着し、たわみ、横からムニュ、とはみ出す乳肉。

　言こと葉ば遣づかいはまるで幼女のそれだが、景勝はじゅうぶん長身で、宗朗より四、五センチ低い程度だ。

　当然発育もじゅうぶんで、バストはトップ九十センチは下らない。片手でもあまるボリュームは、

（これ、十兵衛よりもしかしたら……な、なに考えてるんだ、ぼくは！）

　つい、慣れ親しんだ（？）十兵衛のバストと較くらべてしまう宗朗。

　ＦかＧカップはありそうだった。

（ん？　この感かん触しよく、ちょっとまえにも……）

　いっしゅん何かを思い出しかける宗朗だが、

「こっちも脱ぎ脱ぎしちゃうぴょん!?」

　景勝の手が腰のトランクスにまで及およぶに至って、

「わぁああ！　ダメだぁあ！」

　強ごう引いんに跳ね起きた。こんなとき、ふだんよりも数倍の力が出てしまう体質が、ある意味うらめしい。

「きゃぁっ！」

　あおりをくって投げ出される、と見えた景勝だが、たくみに両りよう脚あしで宗朗の首を挟はさむと逆に、

「うぁあ！」

　宗朗を巻き込んで畳たたみの上へ倒たおれる。

　もちろん受け身を取っているが、体勢は景勝が下、宗朗が上で、宗朗のほうが押し倒したような形になった。

　しかし上になった宗朗が身を起こせないのは、

「ダ～メぴょん！　宗ぴょんと子作りしたいぴょん！」

　景勝が両脚で宗朗の腰を、両腕で首を、抱く、というより締しめ付けているせいだ。いつのまにか、残ったショーツまでを脱ぎ捨すてている。

「だからなんで……は、離はなせ……！」

　宗朗は強引に振りほどこうとするが、景勝の手脚をまったく振りほどけない。景勝の膂りよ力りよくに驚く。

（そうか。やっぱりサムライの力なんだ）

　感心している場合ではなかった。

「もうこのままエッチする？　宗ぴょんエッチするする？　きゃーっ！　だぴょん！　いやーん！」

　悲鳴にも似た甲かん高だかい嬌きよう声せいが、耳元でつんざかれる。

　それだけでダメージがじわじわ来そうだ。

　宗朗は、もう力ずくで脱出するのをあきらめていた。ならば、と景勝に、

「なあ、教えてくれ。なぜぼくと、その、子作りしなくちゃいけないんだ。キミはなぜぼくと子作りしたいんだ」

　問うた。

　景勝はペロッ、と舌で自分の唇くちびるをなめると、

「だって、景勝は宗ぴょんが好き好き大好きだぴょん。大好きな人の子をお腹なかに宿したいのは、サムライの本ほん懐かいだぴょん」

　宗朗を見つめたまま、答える。

　宗朗と景勝の顔は、もういつでもキスも頬ずりもできるほど接近している。鼻の頭が触ふれ合あうほどだ。

　景勝の答えに面食らいながらも、

「キミは間違いなくサムライなんだな。なら、ぼくと契けい約やくしたいのか。ぼくと……ええと、キス、したいっていうこと」

「キス？　ははぁ、それでこいつ、次々と」

「は？」















「ぁ、うんうん。キス……もしたいけど、あとでもいいぴょん！　それより早くエッチしたいぴょん。景勝を宗ぴょんのものにしてほしいぴょん、性的な意味で！」

「性的な……って、いやいやいや、あの、そっちじゃなくて！　『将』とサムライの契ちぎりが」

（なんでエッチ……んん！　にばかりこだわるんだ。もう「将」がいるのでもないみたいだし、このコは……）

　考えるだけでも、宗朗のほうが赤面して来てしまう。

　これほどに密着しているせいで、景勝の裸ら身しんから立ち上ってくる甘あまい肌はだの香かおりが、どうしても鼻孔をくすぐって、いやがうえにも衝しよう動どうを高めていく。

（バカな、ぼくは……）

「ほら、その気になって来たぴょんね。それでいいぴょん。『将』だのなんだの、そんなことよりひとりの高校生の男子として、景勝を抱くんだぴょん。そうすれば、もっと、うーんと、気持ちいいんだぴょん！」

「だからそんなことは」

「したくない、とは言わせないぴょん。さっきからなんだか、当たってるんだぴょん」

「え！　いや、それは……だね」

「言い訳しても無む駄だだぴょん。恥はずかしいなら、景勝がしてあげるぴょんよ。心配しなくても、景勝は初めてだから、だいじょうぶぴょん！」

「それ、だいじょうぶじゃない、んじゃないのか、ふつう」

　つい言ってしまう宗朗だが、

「ううん。サムライはぁ、『剣妃サムライブライド』になるには初めての交わりでないとダメぴょん。その点、景勝は、これで『剣妃サムライブライド』になれるぴょん！」

「なんだって」

　あれだけわからなかった「剣妃サムライブライド」となる方法が、こんなふうに判明するとは。

「ほんとうなのか。それがほんとうに『剣妃サムライブライド』に……！」

　逆に宗朗のほうから、景勝を支えるようにつかみ、問いただしていた。その姿勢は限りなく、抱きしめている、に近い。

「ひゅひゅひゅ！　そうだぴょん。これで景勝とエッチする気になったはずぴょん。さっそく……」

「いや」

　宗朗が顔を上げる。

「んぅ？」

　景勝がけげんな顔を向けた。しかし宗朗は笑いかけると、

「やめた。いや、最初からそのつもりはない。ぼくはキミと、エッ……みたいなことをする気はないよ」

　あっけに取られたようにゆるんだ景勝の腕を取って、そのまま畳の上へと下ろす。身体を離した。

　さっきまで感じた猛たけりのようなものは消えていた。
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　景勝もそれに気づいて、

「急に変わったぴょん。『氣』の流れが……」

「き？　だって」

「き、気のせいぴょん！　気のせいで……おかしいぜ……ぴょん、こんなことふつう絶対……」

　景勝は裸身を隠すのも忘れて、宗朗を見上げる。もう両脚も宗朗の腰からはがれ落ちていた。

「ぅん、気のせい？　まえにもそんな」

「いやいやいやいや！　ひゅひゅひゅひゅ！」

　懸命に手と首を振る景勝。だが次の瞬間、真顔になって、

「なんで気が変わったぴょん。それを聞かせるぴょんよ」

　問とい詰つめる。

「なんでって……そうだな。ほんとうにエッ……ああ、つまり、そういうことで『剣妃サムライブライド』が生まれるなら、ぼくたちはもっと慎しん重ちようであるべきだ。いっときの興奮なんかで、踏ふみ出していいことじゃない」

　言いながら宗朗は、こほん、と咳せき払ばらいした。

　だがこんどは、景勝がけげんな顔を向ける。

「はあ？」

「あ、うん。そういうことで」

「そういうことって、なんだよ。気取って難しいことでも言うかと思ったら、ただビビってるだけじゃねえか。それでもほんとに○○○○ついてんのか、この野や郎ろう！」

　急に態度を変える景勝。ほとんどはだけていた宗朗の寝間着の襟えり元もとをつかんで引き寄せると、その胸ぐらをしぼりあげた。

「ええ!?　なんだか、人が変わって……」

　驚く宗朗に、

「あっ、と、違ちがったぴょ……って、んなこたぁ、どうでもいい！　てめえ、オレに恥はじかかせるつもりか。どうなんだ！」

　ほとんど脅おどし、の景勝。

　さっきまでのおどけた感じが吹ふき飛んだキャラに驚きながらも、宗朗は景勝の手を取ると、しっかりとその顔に相対する。

　口を開いた。

「もっとはっきり言ってほしいなら、言おう。ぼくはキミとキスも、ほかの何もするつもりはない。たったいま会ったばかりのキミと、そんな関係になるつもりも、キミを『剣妃サムライブライド』にするつもりもない」

　宗朗は断言する。さらに、

「『剣妃サムライブライド』を作る、その方法がキミのいうとおりだとしよう。ならば、ぼくが選ぶのは……十兵衛」

　言い切った。

「な、なんだと！　自分の妹に……」

「兼続。それに佐さ助すけ」

「は、あ？『剣妃サムライブライド』になれるのはひとり」

「千姫さま。委員長。幸ゆき村むら。又また兵べ衛えさん。それに、義ぎ仙せん」

　次々に挙げる。八人は紛まぎれもない、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちだ。

「なんだ、てめえの『剣姫マスターサムライ』の名前を言ってるだけじゃねえか。そんなこと」

「『剣姫マスターサムライ』だからだ。ぼくの『剣姫マスターサムライ』で、ずっとぼくといっしょに戦ってきた、何度も死を覚かく悟ごするほどの場を戦い抜ぬいて来た、仲間だからだ。この道場でいっしょのご飯を食べ、生活してきた家族だから、だよ」

「そ、そんなこと、あたりまえじゃ……」

「いや、違う。ぼくにはなにより、誰だれよりも尊い絆きずなだ。そんな彼かの女じよたち以外に『剣妃サムライブライド』を選ぶなんて、いや、選ぶつもりもない。『剣妃サムライブライド』のなりたちが仮にそうだとして、そのときが来たら、自然になる。きっとそうなることを、ぼくは信じてる」

　宗朗の言葉には力みやうわずったところがまったくない。不必要に力を込めることもなかった。

　ただ自然に、ふだんから思い、決めていること。それを言葉として口にしただけ。だから気負いもない。

「なん、だって……」

「これでわかったかな。わかったら、もう服を着て……」

　夜具の上などに散らかった景勝の着物を、宗朗が拾い上げようとしたときだ。

「ふざけるなぁああ、ぴょん！」

　もはやどっちのキャラなのかも本人がわからないほど、怒いかりにまかせて景勝が弓を取る。矢をつがえる。

「待て、ダメだ……ぅうぁっ！」

　とっさに宗朗は、その弓を取ろうと手を伸のばすが、景勝が弓を射るほうが早い。矢は立て続けに二本、三本、宗朗を襲おそう。

「これで……これでも、まだそんなことが言えるってのか！　これで……！」

　矢はすべて宗朗の身体を外れた。

　が、その寝間着の裾すそや袖そで、襟元などをかすめるように突つき刺ささる。

「な、なにを……ぐぐっ！」

　すっかり宗朗は、背後の壁かべに縫ぬい止とめられてしまった。寝間着を鏃やじりが貫つらぬき、そのまま壁の板に食い込んでいる。

　こうなると身動きも取れない。

　腕うでは完全に広げたまま固定され、足も動かない。身体が『大』の字を描えがいていた。

「ほら、これでどうだ。手も足も出ねえってやつだぜ」

　まだ弓を手に、景勝が近づく。

　少し高くなった陽ひが、その顔を斜ななめに照らす。さっきとはどこか表情までが違ってきている。

「待つんだ！　さっき言ったことが聞こえなかったのか。ぼくはキミとは……」

「ああ。やれねえ、ってんだろ。見くびられたもんだぜ」

「見くびってなどいない。ぼくはキミをまだ知らない。今日、それもついさっきあったばかりで、キミがどんな人なのかも知らない。キミがほんとうに愛せる人なのか、わからないんだ」

　言いながら、宗朗の頬も桜色に染まっていく。それでも、

（言わなくては。いっときのごまかしじゃなく、話すことでわかってもらわないと、いけないんだ）

　真まっ直すぐな気持ちをぶつける。

　宗朗の言葉に、いっしゅん詰まる景勝。

　その顔が、みるみる朱しゆにまみれていく。宗朗など問題にならないほどの、さわればヤケドしそうな赤。

「な、な、な、なに言ってやがる！　オレが言ったのはそういうことじゃなくて！　おまえの『剣姫マスターサムライ』であろうがなかろうが、サムライと、エ、エ、エ……チ、くそ！　オレまでうつって恥ずかしくなってきやがった！」

　景勝は両手を握にぎりしめてブルブル震ふるえると、またも首を激しく振ふって、

「おかしい。変だぜ。こんな展開じゃねえ。ぜんっぜん違う！　なのに……」

「どうしたんだ。わかってくれたなら、この矢を」

「黙だまれ！　黙れ黙れ黙れぇえ！　こうなりゃヤケだ！　おまえと契っ……!!」

　だが、やはり言葉の途と中ちゆうで口を自分で押さえ、悶もん絶ぜつする景勝。

　そこへ、

「なんですの、朝から騒そう々ぞうしいですわ！」

「お兄ちゃん？」

「ウキュ！」

　騒そう動どうを聞きつけて、兼続、十兵衛、佐助が顔を出だす。

　縁えん側がわの開け放たれた襖ふすまに居並ぶふたりと一匹ぴき。が、中の光景を見るなり、

「こ、こ、こ、これはいったい、なんですのぉお!?」

「あれぇ、お兄ちゃん、この人……」

「キュァー！　キキーッ！」

　こちらも真っ赤になって口に手を当て、しかし問題のふたりを指さす兼続。

　そのふたりのうちのひとり、

「違う！　兼続、これは……い、いや、いいところに来てくれた！　十兵衛も、この人は上杉景勝さんで……」

　宗朗の言葉に、ハッとするのは兼続だ。

「え、え、まさか……」

　振り返かえった景勝の顔を見て、

「ええええー！」

　米沢分校の、これまた同窓生として兼続は景勝とは既き知ちの間あいだ柄がら。しばらくぶりに会った景勝に驚おどろき、その姿と宗朗との対比にまた仰ぎよう天てんする。

「まさか、まさか、景勝さまにまでこんなことを……野や獣じゆうですわぁ！　ほんとにほんとの、野獣宗朗ですわぁあ！」

　興奮した兼続が涙なみだ目で大鎚づちを振り上あげる。

「待ってくれ、兼続……え？　景勝さま、って」

「景勝さまはわたくしにいつもやさしくしてくれた、恩人なのですわ！　主筋にも当たるいちばん大事なおかたに、なんということをしてくれますの！」

　憤いきどおって叫ぶ兼続に、

「んー？　違うよ、ぐつぐっちゃん」

　隣となりで十兵衛が首をかしげている。

「なにが違うと言うんですの！　景勝さまはいつも、わたくしにお弁当のおかずを分けてくれたり、忘れた体育のジャージを貸してくれたり、フォークダンスでは余ったわたくしと率そつ先せんして踊おどってくれたり、とってもやさしいかたなんですのよ！」

「ぇ、そうだったんだ」

　ちょっと驚く宗朗。というよりも、米よね沢ざわでの兼続の境きよう遇ぐうがまたも知れるようなエピソードではある。

「でも違うよ、そのカツレツさんじゃないの」

「カツレツ違いますわ！　景勝!?　……あ、れ」

　そこまで言って兼続も気づいた。じっと景勝を見つめる。

「じゃあトンカツ？」

「トンカツでもなくて！　あなた、誰なんですの！」

　どうやら、しばらくぶりに会ったことを差し引いても、あまりに景勝の雰ふん囲い気きが違う、と言いたいらしい。

　詰め寄よる兼続に、

「お、オレは……景勝ぴょん！　会あい津づ……」

「会津中ちゆう将じよう、上杉景勝！」
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　裸の景勝が答える間もなく、庭から新たな声が飛ぶ。

　いっせいに、振り返る柳生道場の面々、そして、

「うわ！　ほんとに来ちまったのか！」

　部屋の中の景勝。

「キミは……」

　宗朗も一瞬目を疑う。そこには、最初に現われた景勝と、まったく同じ黒くろ髪かみの少女が立っていた。

　長いまっすぐな髪をなびかせ、剣けん道どうの道着と袴はかま。それに、「毘」の胸当て。

「同じだ。服も顔も……いや、だけど」

　なにかが違う。というよりも、なにもかも違う。

　庭の景勝の、なにものにも屈くつせず、曲げず、どこまでも己おのれを貫く、そんな、凜りんとした面おも立だちと眼まな差ざしが、真っ直ぐに宗朗を射る。

　硬かたく冷たい氷のような碧あおい瞳ひとみは、部屋の中の景勝と同じ、と見えて、それ以上に不ふ屈くつの意志を物語るかのようだ。

　もちろん、その手には長弓が。

「景勝さま！　ほんものの景勝さまですわ！」

「トンカツさん！」

　兼続が、十兵衛が、色めき立つ。

「ウキュ！」

　いつのまにか兼続の頭の上に乗っていた佐助も目を見張っていた。

「我わが名を騙かたるとは、慶次、冗じよう談だんが過ぎる」

　庭の景勝が長弓の先で指し示す。示された部屋の景勝。いつのまにか道着を羽織って、頭をかく。

「早すぎるぜ。もうちょっとこいつを誘ゆう惑わく……いや、無理だったな。こんなアタマの硬いニブチンだとはオレも予想外だったぜ」

　すでに「景勝」であることをすっかり放ほう棄きしていた。

「じゃあキミは、まさか」

　宗朗は、身体を固定している矢から、寝ね間ま着きをビリビリと引ひき裂さいて、なんとか腕を自由にすることに成功する。

　時間さえかければ、なんとか脱だつ出しゆつはできるのだ。

「そのまさか、だぜ……！」

　そう言うと「景勝」が、自分の手で顔をつかむ。髪ごとズルッ、と顔が剥はがれた。

　薄うすいシリコンゴムで作られた、別の顔が取り去られ、現われたのは、

「あーっ！　慶次ですわ！」

「なんだって、前田慶次」

　兼続、宗朗が驚く。

「マエダケさんなの！」

　十兵衛だけは笑っている。というより喜んでいるようだ。

　部屋の景勝、つまり宗朗に迫せまった景勝は慶次の変装だった。

「そうか。最初に会ったときも」

　宗朗は思い出す。街で話しかけてきた慶次は、男子学生に変装していた。

「変装がキミの、能力なのか」

　たずねる宗朗に、

「趣しゆ味みだよ」

「は？」

　返す慶次。だがその言葉に、宗朗も兼続も目が点になる。

　だがそれで済まないのが、

「この景勝に化けてそのような破は廉れん恥ちな振る舞まい、申し開きによっては容よう赦しやせぬ」

　庭の景勝だ。

　もう景勝はひとりなのだから注ちゆう釈しやくは必要ないが、どうにも自分に化けていた慶次が許せない、そんなようす。

　答えず、不敵に笑う慶次に向かって、長弓を向ける。矢入れから矢を一本、抜き出すとつがえた。

「答えよ！」

　景勝は慶次に向かって弓ゆみ弦づるを引き絞しぼる。

「やめるんだ。お互たがい、知り合いだろう！」

　止めようとする宗朗に、

「知り合いどころか、親友……それ以上と言ってもいいふたりですわ」

　兼続が言いながら、なぜか頬ほおを染める。それに気づく間もなく、

「いいぜ、射てみろよ。ひさしぶり、おまえの矢を受けてみたくなったぜ」

　挑ちよう発はつする慶次。

「よかろう」

　景勝の顔に険しさが増す。端たん正せいな美少女の眉まゆの間に、神経質なシワが刻まれる。頬に触ふれる矢の箆やたけ。

　ゆがけをはめた指が弦げんの中仕じ掛かけをつかみ、ぐっ、と引き絞る。大きくたわむ弓。

「ん……？」

　止めようとした宗朗が、そのことに気づいた。

　弓をつがえた景勝の手、それに箆が触れる頬。そこからかすかな何かが矢に向かって流れ込んでいる。いや、

（あれは……いったい）

　はっきりと目に見えるものではない。

　例えて言えば、炎えん天てんの道に立つ陽かげ炎ろうのような……。

　そう見えた瞬間、

「っ！」

　景勝が矢を放った。

「危ない！」

　長弓ならば、角度にもよるが矢の届く距きよ離りは百メートル以上にも及およぶ。中庭から慶次のいる部屋までは、十メートルもない。

　必中の距離。そして景勝の弓の腕うで前まえがそれ以下であるはずがなかった。

「来たな！」

　慶次はむしろ、顔に笑えみを乗せて待ち受ける。

　いっしゅん。まさに矢が飛び来きたる一瞬、かわすどころか、慶次は自分の顔を矢やお面もてにさらす。

　眉み間けんに向かって矢が飛んでくる。あえてその位置に、顔を突き出したのだ。

　誰もが息をのむ。そのしゅんかん、

「とぁあっ！」

　気合いとともに、慶次が大きく身をのけ反らせる。後方へ、ブリッジするかのように正確にジャンプして回転する。

「あれは！」

　宗朗は以前にも見ている。バック転の要領だ。

　しかし、矢をかわすため、と見えたその動きは、

「足が！」

　両足が矢をしっかりとつかみ取っている。

　足底で左右から挟はさみ込んでいた。これが、足が手で、矢が刀ならば、真陰流の無刀取りと同じ形だ。

　むろん、幸村が富士の麓ふもとの街で会ったのも、この景勝だった。

　景勝の矢を幸村は、自ら後方に飛びつつ、歯で受けた。

　慶次はバック転しつつ、足でつかみとっている。

　いったん、顔を矢の真正面に据すえたのは、身体の正中線を取るためだ。後方へ飛ぶより、その場で回転するほうが線速度は速く、矢に対する相対速度で有利となる。

　なおかつ、慶次は後方回転で手を床ゆかについたところから、もう顔は景勝を向いており、そこから、

「せぇいっ！」

　身体を横にひねり、両足を景勝の側へ振り抜く。どうなるか。足でつかんだ矢が、景勝に向かって放たれる。
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「！」

　こんどは景勝が避よける番だった。

　すんでの近さで身をかわしつつ、次の矢をつがえ、引き絞る。

　が、そのときにはすでに、部屋を飛び出した慶次が縁側の下に隠かくしてあった自らの仕込み傘がさを手に、景勝へと突とつ進しんしている。

「ひぃぃ、っ！」

「きゃぁ！」

　声を上げたのは、それらを目まの当あたりにした兼続と十兵衛のほうだ。見ているだけで力が入り、声が漏もれる。

「ウキュゥ！」

　果たして、

「ぬぅぅ！」

「くっ！」

　仕込み傘の切っ先を景勝ののど元へと向けた慶次が、やや屈かがみ込むように下から、その慶次の額に向けて、弓を引き絞った景勝の矢が狙ねらいを定めていた。

　双そう方ほう、これ以上動けばお互いに避けきれず、大きな傷を負いかねない。そんな場面で、

「そこまで！　双方、武器を引くんだ！」

　宗朗が制した。

　声だけでなく、身をていしてふたりの間に割って入る。ふたりともに引かない場合、一歩間ま違ちがえば、ふたりの武器を身に浴びてしまう距離だ。

「ははっ」

「ふん」

　慶次の顔に笑みがこぼれる。

　つられるように景勝にも。そして、

「ぉおおおおっ！」

　仕込み傘を投げ捨てると、慶次が景勝の胸に飛び込んでいく。

「ぇ……きゃぁっ！」

　景勝は戸と惑まどいながらも、受け止める。

　ふたりの美少女がしっかりと抱だき合あい、さらには、

「ええええ!?」

　お互い、どちらともなく顔を寄せ合い、さらには唇くちびるが触れ合う。

　チュッ！

　まぎれもない、キス。

　見ていた誰もが驚きの声を上げる。それほどの、人目もはばからず、白昼、互いに抱きしめ合い、唇を押おしつけ合う、濃のう厚こうな口づけ。

「キ、キ、キ……キスですわ！　ブチューですわ！　なんということですの！　こんな、こん……女どうしで、許されませんわぁあ！」

　狼ろう狽ばいする兼続。

「ほよ。すごぉい」

　十兵衛も目を丸くする。

「キュゥゥ！」

　佐助も、小こ猿ざるの姿ながら頬を染め、モジモジ身をくねらせるほどに当てられていた。

「あ、あのお……」

　とっさに割って入ったときは、一命を賭としての大だい胆たんさ、即そく断だんを見せた宗朗だが、こういうときはなんとも言葉がない。

　ふたりの間近にいながら、おろおろと汗あせをかくばかりだ。

　それでもようやく、

「……ふ」

「はぁ、ぁ」

　唇が離はなれる。お互いに、頬が赤いのはもちろん、あれほど剽ひよう悍かんな慶次が、すっかりやさしい、というより切ない表情に変わっているのに驚く。

　景勝のほうも、さっきまでの険しいほどの凛り々りしさが、どこか頼たよりない風情ふぜいに染まっているのは、眉がすっかり「八」の字を描いて下がってしまっているせいか。

　ふたりの雰囲気がうつったように、声を失っている周りの一同だったが、

「ね、お兄ちゃん。十兵衛、なんだかチューしたくなってきちゃった」

　急に宗朗の袖を引っ張った、と思うと十兵衛がそんなことを言う。

「え？　ダ、ダメだよ、いや、ぼくもキスしたくないわけじゃ……って、そういうことじゃなくてだ！　つ、つまり」

「なんですの、十兵衛とキスするつもりなら、このわたくしにも、ですわ！」

　見れば、こっちも顔を真っ赤にしている兼続。

　ふだんなら破廉恥をなじるところが、それほどまでに慶次、景勝のキスの威い力りよくが絶大だったのか。

「えええ、兼続も？」

「キュゥゥ！」

　佐助も、である。

　こんなとき、総ツッコミ役の幸村、千姫がいないことは、ある意味致ち命めい的てきでもあった。止とめ役の半蔵もいない。

　まったく、歯止めが利きかないのだ。

　それでも、

「ま、待て、待つんだ。いったん気を静めるんだよ。気を！　……あれ、『氣』って」

　そのとき、宗朗も気づいた。というより、符ふ合ごうを感じた。

　そして慶次も、

「ようやくわかったみたいだな。ははは！　オレがおまえと契ちぎるわけがねえ。ましてエッ……なんてのは、だ！　んんっ！」

　かたわらの景勝を意識して、咳せき払ばらい。そして言い放つ。

「おまえたちに足りないものがよーくわかったぜ！　そして、おまえたちの『氣』も肌はだ身みで感じてわかった。いいか。これからは、このオレさま、前田慶次さまがおまえたちを本気で鍛きたえてやる。本『氣』で、な！」

　慶次の言葉に、すぐには返せず呆ぼう然ぜんとなる柳生道場の一同。

「うむ」

　うなずく景勝。

　自ら捨てた弓を拾い、顔を上げたところ、ガンッ！　庭の灯とう籠ろうに思い切り頭をぶつけた。

「ふぐっ！」

　頭をかかえ、うずくまる。そうとう痛かったのか、硬くつむった両目から涙がにじんでいた。

「ぇ」

　さっきまでの凛々しく強く、氷のようにクールな姿とは対たい照しよう的てきに残念な景勝のようすに、一同はとっさに助ける、いたわるのも忘れて見入ってしまう。

　いちおう慶次だけは手を差し出すが、大おお見み得えを切った、見せ場がなんとも中ちゆう途と半はん端ぱなものになったのは確か。

「てことだ！」

　いちおう念ねん押おし。

「……」

　うんうん、と景勝。

　こんなふたりでいいんだろうか、と、少々不安になる一同ではあった。







肆◆「氣」の正体
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「どういうことなんだ」

　道場の広間、稽けい古こ場ばに移動した面々。

　かたや、宗むね朗あきらと柳生やぎゆう道場一同。そして対するのは、

「それをこれから教えてやるっていうんだぜ。よーく聞いときな」

　慶けい次じと、その横に景かげ勝かつ。

　いずれも床に腰こしを落ろし、兼かね続つぐが淹いれたお茶を手に、あるいは傍かたわらに置いている。

「……す」

　きれいな所しよ作さで景勝が茶ちや碗わんを口に運ぶ。ひと口すすった瞬間、

「はひっ！」

　鋭するどく叫さけぶと、口に入れた茶を噴ふいた。茶碗も取り落としそうになる。

「わっ、だいじょうぶ？　トンカツさん！」

　こんどは十じゆう兵べ衛えが素す早ばやく対応した。

　立ち上がった、と見えたときにはもう、ハンカチを景勝に差し出だしていた。あっけに取られる景勝の、口の周りをハンカチで押さえ、そのままあずける。

「熱いから、気をつけてね！」

　それだけ言うと、元いた自分の場所へ戻もどる十兵衛。

　渡わたされたハンカチに目を落としながら、十兵衛と見比べ、

「と、トンカツ、ではない」

　ポツッ、と漏らす景勝。なぜかその頬がポッ、と染まっている。

「お、おい!?　まさか、おまえ」

　色めき立つ慶次。それに、

「なんですの？　そのリアクション、なんですの？　景勝さま！」

　こっちも見過ごせない、という兼続。

　しかし当の景勝は、頬を染めたまま顔を伏ふせ、慶次の袖そでをくいくい、引っ張る。

「ぅん？」

　なんだ、と慶次が答えると、

「……朝あさ餉げは、出るのか。景勝はお腹なかが、減ったのだが」

　そう言うと、こんどは訴うつたえるように慶次を見つめる。

「はあ！　そっちかよ！　なんで赤くなってるかと思えば……まあ、この話が終わったら朝飯でも出してもらおうじゃねえか」

「ちょ、っと！　決めつけないでいただけますの！　居い候そうろうに命令されるいわれはございませんのよ！　景勝さまはお客人として、ご馳ち走そうさせていただきますわ！」

「なんだと、オレのメシはないってのか！」

「だいたい、食べ過ぎなのですわ！　この道場のベンガル係数を圧あつ迫ぱくしている張本人が、少しは自じ粛しゆくしろ、ですわ！」

「それを言うならエンゲル係数だろ、ベンガル虎とらかよ！」

「はいはい、ふたりともそのくらいにして、だ」

　ようやく、宗朗が割って入る。

「それより、さっきのことだ。朝食はそのあと、ふたり分用意するとして、まずは話をきっちり聞かせてもらおう。今朝の、そっちの景勝さんに化けてぼくを襲おそったことも、ひっくるめて、ね」

　これには我が意を得たり、とばかり慶次が身を乗り出した。片かた膝ひざを立てる。

「おう。よく聞いておけ！　オレはな、男が嫌きらいだ！」

　断言。宣言。公言。

　力強く言い切る慶次に、またも唖あ然ぜんとして言葉を失う一同。

「……ずっ」

　となりで静かに茶をすする景勝。

　どうやら適度に冷めて飲めるようになったらしい。

　声のない一同に向かって、慶次はさらに

「女が好きだ！」

　言い放つ。まさに放言。

「あの……それがいったいどういう」

　不安になってたずねる宗朗に、

「まあ、聞け。オレは最初、この道場に柳生宗朗、おまえを倒たおすために来た」

　さらっ、と重要、重大、危険なことを言ってはばからない慶次。その明るい緋ひ色いろの瞳ひとみが、じっと瞬まばたきもせずに宗朗を見つめる。

「倒す、ですの」

「お兄ちゃんを、どうするの」

　兼続、十兵衛の問いに、

「さあな。倒す、殺す、仕留める、なんでもいいぜ。とにかくおまえを倒して、おまえの『剣姫マスターサムライ』たちを解放することがオレの狙いだった」

　答え、見回す慶次。

「ずぅ……」

　またも、茶をすする景勝。

「待ってくれ。ぼくを……倒して、ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちを解放するって、どういうことなんだ。『将』と『剣姫マスターサムライ』の契けい約やくが……」

「そうだ。はっきり言うぜ。『将』と『剣姫マスターサムライ』どっちかが死ねば契約は無効になる。『剣姫マスターサムライ』が死ねば『将』は『剣姫マスターサムライ』を失う。まあ、物理的っていうか生物学的にもなくしてるわけだが、契約も失効するんだぜ」

　宗朗に向かって、慶次。

「そうか……それで」

　そのとき宗朗の脳のう裏りによみがえったのは、やはり義ぎ仙せんのことだ。

　徳とく川がわ慶よし彦ひこの「剣姫マスターサムライ」でありながら、戦いの末、命を落としている。しかしその肉体は天あま草くさによって生かされ、甦よみがえったのち宗朗と契って宗朗の「剣姫マスターサムライ」となった。

　やはり義仙は一度、確実に「死んだ」のだ。

「なんだ。思い当たることでもあるみてえだな。まあいいぜ。同じように、『将』が死んでも契約はなくなる。『剣姫マスターサムライ』は『将』を失ってもとのサムライに戻るって寸法だ。まったくもとどおりかどうかは、誰だれも確かめた者はいねえがな」

「『将』を失うと、わたくしたち、もとへ戻るというんですの」

「ふえ。お兄ちゃんがいなくなるなんてやだもん。十兵衛、ぜったいお兄ちゃんを守るの！　マエダケさんだって、嫌いになっちゃう。そのときは……」

　急に立ち上がろうとする十兵衛に、

「待て。最後まで話は聞くもんだぜ。言ったとおりオレは柳生宗朗を倒す、そう思って来たんだがな。……止めた」

　慶次は逆に、どすん、と尻しり餅もちをつくように腰を落とした。

「止めた？　でも今朝のあれは」

「ああ。それで止めたのさ。問答無用で倒すのは少々フェアじゃねえ。オレにも倒す理由……踏ふん切ぎりがほしくてな。おまえを試ためしてみた」

「試した。ぼくを」

　と宗朗。

　実際には、初めて会ったその場で、慶次は宗朗を襲っている。

　あのとき宗朗が偶ぐう然ぜん、慶次の胸をつかむようなことがなければ、もう宗朗の命はとっくになくなっていたかもしれない。

『柳生十兵衛！　おまえをオレのものにする！』

　とは、宗朗を倒して「将」の契約から解放された十兵衛を奪うばう、との意味だったのだ。

「まあ、『剣姫マスターサムライ』を八人もかかえてる、前ぜん代だい未み聞もんのヤツだ。どんだけ鬼き畜ちくでスケベなヘンタイ野や郎ろうかと思ったがな」

「鬼畜、スケベ、ヘンタイ……」

　わかっていても、がっくりする宗朗。

「？」

　の十兵衛。なぜか顔を赤らめて黙だまる兼続。

「……ずずず」

　慶次が続ける。

「だから景勝に化けて、宗朗、おまえを試すことにした。オレの誘ゆう惑わくに乗って、まんまとオレを抱こうとしたらそのときは、確実に仕留めるつもりでいた」

　これで判明した。

　慶次が他の美少女に変装して宗朗を誘惑したこと。たしかに慶次自身では宗朗も警けい戒かいするし、だいいち、

「オレじゃ、手を出しにくいっていうか、のって来ねえだろうと思ってな。はははっ！」

　笑う慶次。

「……ずず、でもなぜ景勝か。それに『～だぴょん』はひどい。悪あく趣しゆ味み。景勝をそんなふうに思っていたのか」

　いままで黙っていた景勝が、とつぜん口を開く。

　これには慶次もあわてて、

「あー、その、あの、だな！　……ごめん。ただ、誰でもいいってわけじゃねーだろ？　あいつを確実に誘惑できる、かわいくて、魅み力りよく的てきで、こう、セクシーな……！　っていったら、景の字しか思いつかなくてだな」

「もうよい。わかった……ぴょん」

　景勝はちょっと拗すねたように言うと、ぷー、と頬ほおをふくらませる。両手で捧ささげ持もった湯飲みからお茶を、ぐーっといっきに飲み干した。

「あのー、続きは」

「ウキュゥ」

「ち、わかってるってんだ。……つまりはそういうことだ。オレが最高の美少女になって、『剣妃サムライブライド』にしてって誘惑したのに」

「あ、そこだ。それはほんとうなのか。つまり、『剣姫マスターサムライ』を経へなくとも『剣妃サムライブライド』にはなれるという」

「さあな」

「え」

　どうやらそこのところは慶次の勝手な推測に近いようだ。

「だが聞いたことはあるぜ。かつては『剣姫マスターサムライ』も『剣妃サムライブライド』も、どだいひとりだったってな。だいいち、八人も『剣姫マスターサムライ』を作る『将』なんてのが初耳なんだぜ。いままでの徳川将軍だって、初代神君の四人が最高だとか、な」

　慶次の言葉に、宗朗が驚おどろく。

「それは」

「ああ、こっちはまぎれもないほんとだ。だから幕府もおったまげてる。徳川将軍家の筋でもねえもんが、よりにもよって八人も『剣姫マスターサムライ』を作って、しかもまだまだ増えそうだって、ことだ。オレが思ったのも無理ねえだろ？　とんでもないスケベ、鬼畜……」

「あああ、ヘンタイはいい、いいですもう。しかし……」

　考え込む宗朗。

「ほよ。お兄ちゃんって、ヘンタイスゴイの！」

「やっぱりそうでしたのね。さわるものみな妊にん娠しんさせる勢い、同じ空気を吸っているだけで着ちやく床しようしてしまいそうですわぁ！」

「キュキュッ！」

　いろんな意味で間違っている十兵衛や、いまにも貞てい操そうの危機、とばかり悲鳴混じりの声を上げる兼続、佐さ助すけ。

「ちょ、ちょっと待つんだ。話がいろいろ飛びすぎだよ。『剣姫マスターサムライ』の数のことはまたあとで確かめるとして、キミが、慶次が変装してぼくに」

　宗朗が慶次に、変装の顛てん末まつをうながす。

「ん、そうだったな。つまり、オレが最高の美少女に……んっ！　変装して迫せまったのにだ、おまえは応じなかった。拒きよ絶ぜつした。オレは驚いたぜ」

「……ずず」

「しかも、好みじゃないからとか、『剣妃サムライブライド』に興味がねぇとか、そんなんじゃなかった。ひたすらバカみたいに自分の『剣姫マスターサムライ』たちを大事にして、尊んで、しかもそれをバカ正直にオレにぶつけてきやがる。『剣妃サムライブライド』は選ぶものじゃない。『将』と『剣姫マスターサムライ』の間が満ちて、自然になるもんだ、とかな。ほんと、バカかよ、って」

「お兄ちゃん、ヘンタイバカさん？」

「ば、バカではありませんわ。ヘンタイ、は当たってそうですけど……」

　慶次の言葉は宗朗を罵倒しているようで、口調はやさしい。

　唇にも笑えみが宿っていた。それを感じてか、十兵衛や兼続も、宗朗を見る目がなごんで来る。

「オレはわかったんだよ。こいつは本物のバカだ。でなきゃ、杓しや子くし定じよう規ぎな大カタブツだ。でなきゃ、八人も自分の『剣姫マスターサムライ』たちとひとつ屋根の下で暮してて、なにも起こらないはずがねえ」

「え、えっと……ほめられて、ない、よね」

　微び妙みように苦く笑しようする宗朗。

「オレはこいつが次々サムライ娘むすめたちを手込めにして、『将』だからって『剣姫マスターサムライ』たちにひどい扱あつかいをしてるもんだと思ってた。なんせ八人だからな。尋じん常じようじゃねえ。だが、この道場に泊とまり込んで、ようすを見るうちに、どうも違ちがうと疑い始めた。とどめに変装して誘惑してみたが、こっちが逆に『将』と『剣姫マスターサムライ』の関係ってやつを考え直さないと、って思い始める始末だ」

　慶次は笑う。そこにあざけりも自じ嘲ちようも、ましてヤケだったりということもない。

　さわやかな笑み。

　もしかすると宗朗を知り、その行動と考えを呑のみ込んだいま、慶次はそんな表情にいたったのかもしれない。

「……ずず」

「ウキュ」

「で、やめた。柳生宗朗、この希代の大バカ、カタブツな『将』を殺すとか、倒すとか仕留めるとか、やめだ。そんなことしたって、なんの解決にもならねえ。むしろ幕府を利するだけだ」

　慶次は言うと、ごろん、と畳たたみの上へ寝ね転ころがる。と見せて、

「ぁ」

　景勝の膝ひざの上へ頭を乗せる。膝ひざ枕まくらだ。景勝も、ちょっとだけためらいながらも、拒こばみはしない。

　慶次は寝ね返がえりをうつように側そく臥がし、宗朗、さらに兼続や十兵衛を見やりながら、

「それに、ここで宗朗の『剣姫マスターサムライ』でいるのが、おまえたちもしあわせそうだ」

　と言った。

「しあわせ……ですの？　ま、まあ不幸ではありませんわね。その点は評価してさしあげてもいいですわよ！」

「うん！　十兵衛しあわせだよ！　お兄ちゃんといっしょだとぉ、うーんとしあわせなのっ！」

　言葉を濁にごすが、顔はついゆるんでしまう兼続と、ストレートに言い切って、そのうえ宗朗に飛つき、抱だきつく十兵衛。

「わっ！　こら、十兵衛。まだ話は終わってないよ。まだ、大事なところが……そうだよね、慶次」

　なんとか十兵衛を制しながら、慶次をうながす宗朗。

　慶次は、

「おぅ！　そうだった。こっからが本題だ。忘れるところだったぜ！」

　声を上げて飛び起きると、ふたたび胡座あぐらをかいた。

「……」

　景勝は、たったいままで慶次の頭があった自分の膝を見つめている。もう一度お茶を飲もうと湯飲みを手にして、

「お茶、所しよ望もういたす」

　空だったことに気づいて催さい促そく。

　……そんな経けい緯いもありつつ、慶次が改めて一同、とくに十兵衛と兼続、さらには佐助を見やると、

「おまえたち『剣姫マスターサムライ』の力、オレが見定めた！　残念だが、いまのままじゃあの幕府の化け物『剣姫マスターサムライ』、徳川四し天てん王のうにはかなわねえ。が、ひとつだけ対たい抗こうする手段がある。いや、これしかねえ！」

　言い切った。

「手段、ですの？　いったい」

「んー……ぁ！　十兵衛、わかった！　マエダケさんとトンカツさんみたいに、十兵衛とお兄ちゃんが、チューすればいいの！」

　と、十兵衛はいつものスタイルだが。

「ああ、もしかすると、おまえの中にいる、その『剣姫マスターサムライ』の十兵衛ってヤツなら、かなりのところはやれるだろう。四天王のひとりやふたりは倒せるかもしれねえ。が、ひとりだけが強くたって戦には勝てねえ。そうだ、こいつは戦なんだからな」

「わかった。生半可な考えは捨てる。戦を戦い抜ぬく、そのことに集中する」

　宗朗の決意を聞いたのち、

「それでいい。ならオレも本気でやらせてもらうぜ。おまえたちに足りないもの、必要なもの、それは『氣』を操あやつる術だ！」

　慶次がこんどこそ言い切った。

「『氣』それが、ぼくたちに……」

「気……『氣』ですの？」

「き？」

「キキュ!?」

「……ずず……熱っ！」
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　道場の中庭。

　宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを前に、慶次が口を開く。

「いいか。『氣』ってもんは力んで出したり、怒おこったら出たり、そんなもんじゃねえ。逆に言えば、いつでも自分の身体の中にあって、身体ん中を巡めぐって、流れてるもんだ。それを意識して、流れをよくして、すみずみまで行いき渡らせる。それを感じることで、集中もできるし、拡散もできるんだぜ」

　しかし、

「理り屈くつはわかるが、じっさいどう意識するんだ」

「そうですわ。血液みたいなものですの？　意識して操るってどうやれば」

「んんーっ！　出ろー！　ぁ、力んじゃダメなんだった」

「キュキュゥ！」

　宗朗はじめ、三者＋一の反応はかんばしくない。

「ずず……」

　そんな中庭を見下ろす縁えん側がわに正座して、相変わらず茶を喫きつしているのは景勝だ。

「『氣』の源はどこにあると思う」

　慶次がめずらしく尋たずねた。

「『氣』というくらいですから、意識とか心が重要に違いありませんわね。となればここ、頭ですわ！」

　兼続が言えば、

「はーい！　心だからぁ、心臓？　あ、わかった。胸、だよね！　だからぁ、ここ、なの！」

　自分のバストを自分の手で持ち上げる十兵衛。ぼよん、ぼよん、と音さえしそうに、制服に包まれた乳ち房ぶさが波打った。

「ちょ！　なんですの、これみよがしな！　そんなことでは乳デカ娘しか『氣』を操れなくなってしまいますわ！　乳デカ……乳……デカ……」

　言いながら、慶次の胸に気を取られ、さらに景勝の胸にも目をやり、どんどん汗あせが出てくる兼続。

「ウキュゥ！」

　そんな兼続をなぐさめるでもないだろうが、佐助が肩かたの上でピョン、と飛とび跳はねた。

　そして宗朗。

「『氣』の源か。聞いたことがある。気功術においては、丹たん田でん……たしかヘソの下、そこに中心が」

「よく気づいたな。ただし、丹田とは身体のどこかひとつの場所を言うんじゃねえ。身体全体が丹田、つまりは『氣』の満ちる場所なんだ」

　慶次が自分の下腹、パンツの前開きから覗のぞいたヘソの下を手で押おさえる。限りなく股こ間かんに近い部分だけに、

「そ、そこは」

「違ぇよ！　バカ！　中だ、中！　ヘソの下、っていうよりヘソの底ってあたりを感じるんだ。そこが身体の中心、つまり丹田の中心だからな！」

　ためらう宗朗に一いつ喝かつ。

「やってみろ！　ちゃんと自分でさわって、意識するんだぜ」

　慶次に言われた十兵衛は、

「えーっと、ここ？」

　ぺろん、とワンピースの裾すそを自分でめくり上げ、お腹をなでてみる。

　もともと、ほぼスカート部分がない状態の裾すそ丈たけのうえ、そんなふうにまくれば、

「うぁあ、十兵衛！　スカート下ろしなさい、スカート！」

　下着のショーツはもちろん丸見え。宗朗があわてるのも無理はない。

　兼続のほうは、

「こ、こうですの？」

　スカートの前を開け、上から手を突っ込んでいる。やはりお腹に手を当て、なにやら感じ取ろうとしているが、

「ぜんぜんわかりませんわ！」

　声を上げる。

「キュゥゥ？」















　やはり自分のお腹なかに手をやり、尻尾しつぽでもさわってみるが、首を傾かしげる佐助。

　これに対して慶次は、

「違う違う！　もっと……ここだ。身体の底に……！」

　言うと、いきなり十兵衛のショーツの中へ手を突っ込む。

「はきゃっ!?　きゃぁあああっ！」

　思わず悲鳴を上げる十兵衛。さらに、

「ちょっ！　どこをさわっているんですの！　て、手が当たって、そこ、は……ひゃぅぅぅぅっ！」

　兼続にも。こっちは、お尻しりの側からショーツに手を入れられ、真っ赤な顔でしゃがみ込んでしまう。

「ウキャキャッ、ゥ！」

　しっぽをつかまれ、強ごう引いんに引っ張り寄せられた佐助もまた、思い切り股間をつかまれて悶もん絶ぜつする。

　しかし慶次は、

「『氣』をしっかり意識しろ！　女の……サムライのいちばん大事な場所で、な！」

　大まじめ。かと思えば、やっぱり笑って、次々楽しんでいるようでもある。

「ま、マエダケさん、くすぐったぃ、よぉ。あ……ぁあああんっ！」

「ひぃぃ！　お尻のほうから入って来てしまいますわぁあ！」

「キュゥッ！　キュルルルゥ！」

「……ずず……！」

　嬌きよう声せいで満ちる中庭をあえて無視して茶をすする景勝だが、その表情には明らかに怒ど気きが見みえ隠かくれする。と、

「ぉ、おっと！　まぁ、このくらいでいいだろうぜ。……どうだ！　身体で意識したか、おまえら！」

　それを感じとったらしい慶次が、ようやく手を離はなした。

　そして、いっぽうの宗朗。

「うん……」

　やはり自分の上着をはだけ、シャツの中に手を入れて、お腹をさぐる。最初は片手で、次に両手を当て、さらに目を閉じる。

「……そうか」

　つぶやくと、宗朗はその場に腰こしを落とした。

　中庭の地面に直接座すわると、両足であぐらを組んだ。が、それはすぐに、結けつ跏か趺ふ坐ざの形になる。

　背筋を伸のばし、けれど力を入れず、自然に伸びた背中。腕うでもそのままに垂たれて地面に落ちる。

　まっすぐ前を向きながら、その首からも顎あごからも力が抜けている。落ちるのにまかせて、目ま蓋ぶたを閉じる。

「ほーお」

　これには慶次も、感心したように声を上げる。

「ずず……」

　景勝も茶をすすりながら、横目で見ていた。

「すぅ……はぁ……」

　やがて宗朗のわずかに開いた唇くちびるから、規則正しい呼吸音が聞こえ始めた。

「ぁれ？　お兄ちゃん、寝ねちゃったのぉ？」

　十兵衛が覗き込む。けれど宗朗は、結跏趺坐をくずさない。

　その手も、まるでそうなるのが自然、というように法界定印を結んでいた。つまりは坐ざ禅ぜんの形。

「そうでしたのね。坐禅ですわ！　社会科の課外授業でお寺に行ってやったことがありますわ！」

　そう言うと兼続も、地面に座り込む。結けつ跏か趺ふ坐ざを組むのが難しかったが、

「ぅぅぅ！」

　なんとか宗朗を真ま似ねて形を作る。

「そうかぁ。坐禅だね！　うん、十兵衛もやるの！」

　となりに十兵衛も座る。

「キュッ！」

　佐助までもが、見よう見まねで坐禅を組んだ。

　ちょうど並んで坐禅を組んでいる三人と一匹ぴき。

　慶次はひとりひとりをながめて、

「坐禅は形だけじゃねえ。本当に必要なことはなんなのか。足りているもの、足りないものに想おもいをこらせば、見えてくるものもある」

　それだけ言うと、しばらく自らも目を閉じる。

　が、ややもすると目蓋を開き、

「んー、やっぱり形もそれなりに大事だな」

　さっ、と背中から仕込み傘がさを抜くと、それを警けい策さく代わりに、姿勢の乱れた者の前に立つと、肩を、パンッ！　と打つ。

「ひゃぁああっ！　い、痛たたたた、ですわ！」

　兼続の身体が五十センチは、跳とび上あがった。
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　約一時間後。

「うううう……肩も、脚あしも痛いですわ……」

　伸びている兼続。

「キュゥゥ」

　こっちもごろん、と地面に転がっている佐助だ。

「うーん、十兵衛、なんだかお腹空いちゃった」

　眠ねむっていたのが覚めたように、うーん、と伸びをして十兵衛が言う。

　慶次は、

「いちばん坐禅がさまになってた宗朗。それで何かわかったか」

　宗朗に問う。

「正直、『氣』のことがわかったなんて言えない。わからなかった、つかめなかったっていうほうが、正しいよ」

　否定的な言い方なのに、宗朗の表情は暗くない。

「どういうことだ」

「うん。最初は『氣』の流れをつかもうとして、自分の腹の底、丹田を意識した。でもうまくいかなかった。そのうち、坐禅をするようになっていた。もう『氣』をさぐるのはやめて坐禅をしようとか、決めてそうしたわけじゃない。いつのまにかそうなっていたんだ。剣けんの修しゆ行ぎようのひとつとして坐禅はいつも組んでいたから、自然にそうなったのかもしれない」

「ふん。それで、どうなった」

「気持ちを無にして坐禅を組んでいると、逆に丹田のあたりがあたたかくなって、そこからみゃくみゃくと、何かが身体へ流れてきているのが感じられたんだ。意識すると、血管のすみずみ、毛細血管の先まで、感じられるような気がした」

　思い出だしながら、宗朗は言葉を探さがすように言った。

「そういえばわたくしも」

　兼続が言うから、

「なんだ、いちばん打たれてたおまえが、なにか見えたのか」

「失礼ですわね！　……見えた、というか、自分の身体が地面に沈しずんでいくみたいな……ぁ、でもぜんぜん怖こわいとかイヤじゃありませんのよ。それがすごく心ここ地ちよいというか安心できるみたいな」

「ふぅーん。ぐの字がなあ」

「ぐの字、よけいですわ！」

　慶次は揶や揄ゆしているようで、どこか楽しそうだ。

「キュゥゥ、キュゥ」

　佐助も、なにかを訴うつたえるように小さく飛び跳ねる。十兵衛は、

「なんだか、あたりの風景がびゅーん、って飛んでくみたいなの。すっごく速いのに、楽しいの！　目も回らないよ」

　笑った。

「ずず……」

　景勝が、茶を喫しながら三人と一匹の話に聞き耳を立てている。チラッ、とわずかに向けた目の色には、素す直なおな驚おどろきがある。

　慶次は、

「ちっ！　思った以上だな」

　笑うが、

「『氣』をつかむのに坐禅が必要なわけじゃねえ。だがな、坐禅は『氣』の流れを意識するのに、悪くねえ」

「どっちですの!?　坐禅で『氣』の修行ができるなら」

「十兵衛、やるの！」

「うん。ぼくも賛成だ」

「キュッ！」

　真しん剣けんにやる気を見せる一同には、

「そうだな、とりあえず今日は、そうやって坐禅をやるといい」

　と言い残して背中を向ける。縁側へ歩く。

「やっぱり、坐禅をがんばれば『氣』が使えるようになるんですのね！」

　兼続が声を向けると、

「ああ。使えるようになるぜ。あと……百年くらい坐禅を組んでれば、な」

　いっしゅん振ふり向むくと、慶次は背中の仕込み傘をバッ、と広げる。鮮あざやかな紅白の蛇じやの目が慶次と、それに景勝の顔を覆おおい隠す。

「ん……」

　なにやら聞こえる、つぶやきとは違ちがう声に、

「な、な、なにをやってるんですのぉおお！　こっちはお昼抜きで坐禅してるのに、とっとと『氣』の使いかたを教えろですわ！　なのですわぁあ！」

「およ」

　叫さけぶ兼続と、つぶやく十兵衛。真っ赤な顔と、ほんのり染まった顔。

「やるしかない。近道はきっとないんだ……」

　宗朗はもう一度、目蓋を閉じる。両手が法界定印を結んだ。

「キュゥゥ」

　となりで佐助もまた。

「がんばるんだな。たまには見に来てやるよ！」

　傘を傾かたむけ、慶次の横顔が目配せして見せる。

　その間近で景勝のキュッ、と結んだ唇が濡ぬれているのは、きっと飲んでいた番茶のせいではなさそうだった。



「ひとつ、聞きたいんだ」

　夕飯を終えた慶次がひと足先に席を立ち、離れへ戻もどる。途と中ちゆうの廊ろう下かで、宗朗が追いつき、声をかけた。

「ん？」

　足を止め、振り返かえる慶次。

　背後では、まだ夕ゆう餉げの続いている広間・稽けい古こ場ばから、

「おかわりを所望したい」

「ま、まだ召めし上がるつもりですの？　もうおひつが空ですわ！」

　慶次以上の大食いだった景勝の、ちっともそうは見えない食べ方、食べっぷりと、矢や継つぎ早ばやに繰くり出されるお代わりの攻こう撃げきに音を上げた兼続の声が聞こえてくる。

「越えち後ごは米所だ」

「はぁ？　越後関係ないですわ！　米よね沢ざわですわ！　というか、そんなに食べるなんて聞いてませんわ！」

「いっしょに食べよー、トンカツさん！」

「だからトンはどこにもないですわ、と！」

　十兵衛にもツッコんで、給きゆう仕じもして、と忙いそがしい兼続の声がまだ聞こえるなか、

「なんだ。なにが聞きたい」

　慶次が宗朗に向き直った。

「途中になってしまった、朝の話だ。『剣姫マスターサムライ』が八人は多いとか、将軍でもそんな例はない、とか」

「知りたいのか」

　宗朗の目を見つめ、また目を逸そらして、慶次が言った。

「ふん。まあ、そうかもしれねえな。歴史の授業で徳川将軍の名前を覚えても、だいたいどれほどの『将』の力を持って、どれだけの『剣姫マスターサムライ』を従えていたか、なんてことは書いてねえからな」

「だから、知りたいんだ。いや、ただの興味というのでもない。幕府がぼくらを……ぼくやぼくの『剣姫マスターサムライ』のみんなを狙ねらうのが、まえから腑ふに落ちなかった。天草騒そう動どうのことがあったとしても」

「そうだ。そのことでオレたちもここの道場を知ったんだが、たしかに幕府の対応は解せねえ。全力で潰つぶすでもねえ、咎とがめる、罰ばつするでもなく、別の接せつ触しよくをしてくるわけでもないんだろ？」

　と言われた宗朗はうなずく。

「それで、千せん姫ひめさまたちが大おお江え戸どへ行っている。幕府の、できれば将軍さまに接触して、真意を確かめるためだ。話し合いで戦いを避さけられるものなら」

「無理だな」

　慶次がにべもなく告げた。

「なぜだ。天草のときのように、ぼくらは明確な敵じゃないはずだ。大江戸や、この大日本を壊かい滅めつさせようとしているわけでもない。ちゃんと話し合えば、お互たがいに」

「さっきの話に戻るぜ。将軍さえ、それほど多くの『剣姫マスターサムライ』を持った例はない。家康公で四人ってな」

「それはそうだが、数じゃないだろう」

「どうだかな。それより考えてみろ。なぜ『将』たる将軍が、ひとり、ふたりしか『剣姫マスターサムライ』を持てない？　サムライと契けい約やくできない？」

「それは……『将』の」

「そうだ。『将』の力が弱くなってるってことだ。これも極ごく秘ひサーバーに蓄たくわえられてた情報だがな、ここ百五十年、十人ほどの将軍は、かろうじてひとりのサムライと契約するのが限界だったとか、だ。そのひとりがそのまま『剣妃サムライブライド』ともなって、幕府をさまざまに支えても来た」

「百五十年……」

　明治の大改革以前からだ。その時間の長さにも宗朗は驚く。

「しかし、いまは戦乱の時代でもないんだ。たとえ将軍の『剣姫マスターサムライ』が少なくとも、いや、いなくたって」

「困らねえ、か？　天草の騒動はどうなる。国と国とのドンパチだけが危機ってわけじゃねえんだ」

　言葉に詰つまる宗朗。慶次は続けて、

「だからだよ。そんな、戦乱のときでもないのに、『剣姫マスターサムライ』を八人も従えて、まだまだ増やしそうな『将』がいたら？　それは幕府にとって、脅きよう威い以外のなにものでもねえ。なら潰すか？　いまなら幕府はおまえたちを始末できる。簡単じゃねえかもしれねえが、まだいまなら、な」

「それをやらないのは」

「やらない、できないのかもな。そもそも幕府ってのはなんのためにある？　いや、どうしてできたんだ？」

「え、そこに答えが」

　まさか幕府成立にまで遡さかのぼるのか、と驚きを隠せない宗朗に、

「さあな。オレだってなんでも知ってるわけじゃねえ。どこまでも推測でしかねえってことだ。んー、なんだか長話したらまた腹が減って来ちまったぜ」

　慶次はいま出てきた広間へ、また戻る気配を見せる。

「待ってくれ、まだ話は」

「言ったろ。オレが全部知ってるわけじゃねえってな。それよりおまえたちは、いまできることを確実にやることだ。『氣』をつかみ、操あやつることができなきゃ、おまえたちは確実に幕府に倒たおされる。それだけがいま、ぜったい間ま違ちがいのねえ、たったひとつのことだぜ」

　そう言うと、廊下を逆に歩き出す。

「たったひとつ、『氣』を」

「言っとくがな。『将』の力をありあまるほど持ってる自分てのがなんなのか、柳生宗朗、ほかならねえ自分のことだ。いちどよーく考えてみるんだな」

　慶次の背中を見ながら、宗朗は自問するほかなかった。

「ぼくが……なに者なのか、だって」

　やがてまた広間から、

「あー！　また来ましたわ！　大食いコンビの片割れが、ですわ！　もう、お釜かまどころか、米びつにも米はぜんぜんないのですわ！　どうするのですわぁああ！」

　兼続の悲鳴が聞こえた。

「お代わりを」



　　　　　４



「……」

「ぅぅっ」

「すぅー、はぁー」

「キュキュ」

　翌日も三人と一匹は坐禅を組む。

　坐禅なら場所は稽古場のほうがいいはずだが、

「いや、ここがいい」

　慶次のひとことで、昨日と同じ中庭になった。敷しき物ものなどは敷しかず、直接土の上に腰を下ろす。

　その慶次はと言えば、

「考えるなよ。感じるんだぜ」

　などと言うだけ。あとは縁えん側がわでごろごろ。やはり縁側で茶を飲んでいる景勝の膝ひざ枕まくらで寝ね転ころがったり、

「あーん……」

　景勝が菓か子し楊よう枝じでつまみ上げた茶ちや菓が子しを、

「あ……んぐ、ん」

　口だけ開けて頬ほお張ばる。

　景勝もまた、慶次と同じく、それまで幸ゆき村むらたちがいた離れに昨日は泊とまった。朝食がいつもの倍の量でも足りなかったのは、

「……まったく、なんですの。幼なじみのよしみとはいえ、急にやって来て『氣』を習えだのなんだの。だいたいご飯を食べ過ぎなんですわ……ぎゃっ！」

　目をつぶり、坐禅を組みながらも、ぶつぶつ漏もらす兼続を見ればあきらかだ。最後の短い悲鳴は、

「おい、まじめにやっとけよー」

　慶次が投げた菓子楊枝が、きれいにその鼻先にヒットしたからだ。

　その兼続のとなり、

「すぅぅ……むにゃ、うにゃ……もう食べられないよぅ」

　こく、こくっ、と船を漕こぐ十兵衛。

「な！　寝てますわ！　この乳ちち娘むすめは、乳に栄養取られすぎじゃありませんの！　なんで寝てる十兵衛が怒おこられずに、わたくしが物を投げられなくちゃなりませのぉ！」

　不満を露あらわにする兼続。

「……むむ」

　それを後目に、一心に精神を統一して坐禅に集中する宗朗。

「キュゥ」

　小こ猿ざるながらがんばる佐助。

　一同の坐ざ禅ぜん修しゆ行ぎようはそうして続き……。

「……いったいいつまで坐禅るつもりですの！　もう膝ひざも向こうずねもガクガクですわ！　地面に座ってるから何度も虫が這はい上あがって来るし、ヤブ蚊かにも刺さされるし、なんで道場の稽古場じゃいけませんの!?」

　昼。

　全員で昼食のひやむぎの膳ぜんを囲む中、兼続が憤いきどおる。

「ずーっ、ちゅるちゅる……ずーっ」

　そうする間にも、景勝の前に置かれた大皿の上のひやむぎが、ものすごい勢いで減っていく。

「ちょ、っと！　景勝さまといえど、食べ過ぎですわ！　……え」

「つゆのお代わりを、もらいたい。……最悪、なくてもいいが」

　その兼続に、つけつゆの椀わんを差し出す景勝。つゆがなくとも麺めんだけは食べる、という強い意志が、碧あおい瞳ひとみにゆらめいて見える。

「わ、わかりましたわよ……もう」

　根負けして、兼続がつゆを注つぎ足たそうとすると、

「ほえ？」

　十兵衛の髪かみの中から、バッタが飛び出して、その手を横切った。

「ひゃぁあっ!?」

　驚いた兼続の手から、めんつゆを入れた徳利とつくりが離はなれて宙を舞まい、中身がこぼれる。と見えたところ、

「……ん」

　すばやく正確に景勝が椀を差しだし、すべてのつゆを受け止めてしまう。だがかんじんの徳利はといえば、

「ぎゃ！」

　兼続の頭に落下、命中。

「どうして徳利のほうを受け止めないんですのぉお！」

　そんな中でも、

「……ウキュ、ンク」

　バナナを食べるのに忙しい佐助。

「午後も、坐ざ禅ぜんを組むのかい。ぼくはいいけど、雨の予報もあるから、みんなは稽古場でさせてやってくれないかな」

　宗朗が言う。

「ダメだ……ん、んぐ」

　と慶次。景勝ほどではないが、つぎつぎとひやむぎを口に放ほうり込んでいる。

「どうしてなんだ。それも教えてくれないのか」

「んっ、ごくっ。……そうだな、そろそろいいだろう」

　慶次はようやくつゆの椀と箸はしを膳の上に置き、

「おまえたち、今日の坐禅で、なにか感じたか」

　宗朗と十兵衛たちを見回した。これに、十兵衛、

「はーい！　あのね、昨日はすごーくめまぐるしく？　風景が変わってくのが見えたの。今日も同じだったんだけど」

「ほお？」

「今日はその風景が、よく見えるようになったんだ。速いけど、うん、よく見えるの」

　答える。慶次が腕うで組ぐみしてうなずいた。

「おまえはどうなんだ。ぐの字」

「ぐの字、違いますわ！　……わたくしは、そうですわね、わたくしも昨日と同じですわ。地面がすごく近く感じて、それは、直接座すわってるからそうだとは思うですけれど、あたたかさとか、振しん動どうとか、音までも伝わって来るようで……自分が地面の中にいる、というより、一体になったみたいな……」

　兼続も答えた。

「ふぅん。思ったより、こりゃあ思ったより早いかもしれねえな」

「キュキュ！　ウキュキュ！」

　佐助は、けんめいに縁えんから見える庭木を指さしている。ぴょんぴょん飛とび跳はねたり、くるっ、と一回転。

「なあに？　えーっとね、木とか草とか、そういうのの気持ちが伝わってくるんだって。ね、さっちん！」

「ウキュ！」

　十兵衛が通訳して、佐助が飛び跳ねながらうなずいた。

「おまえはどうだ。宗朗」

　宗朗に水を向ける慶次。

「ぼくは……」

　すぅ、っと息を吐はいて、宗朗が目を伏ふせる。「ん？」と慶次が目を向けると、

「心を無にしなくては、って坐禅を組んでいるのに、心に浮うかぶのはみんなのことばかりなんだ。雑念が多すぎるのかな。とことん世せ俗ぞくのことばかりで、ぼくの『剣姫マスターサムライ』のみんなや、ニアや天てん海かいさんや、くノ一のみんなや、四天王のチロ……忠ただ勝かつや、政まさ宗むねさんや小こ次じ郎ろうや、それにキミ、慶次や景勝さんのことも」

　夢見るように、挙げていく。

　目を伏せながらなので、よけいそう見えたのかもしれない。

　宗朗の話を聞いて、「剣姫マスターサムライ」たち、兼続と十兵衛は、

「ま、まあ、と、当然、ですわね！　にしても坐禅を組みながらずーっと女のことばかり考えてるとか、正しよう真しん正しよう銘めいの野や獣じゆうですわ！」

　文句を言って口を尖とがらせながらも、頬ほおが赤い兼続。

「えへ、お兄ちゃんのこと、十兵衛もいつもずーっと、想おもってるの！」

　十兵衛がそう言って宗朗に抱だきつかないのは、間に膳があるからだ。もっとも、膳があっても関係ない場合もあるのだが。

「ウキュ！」

　モジモジする佐助。それに、

「な！　んだよそれ、なんでオレのことまで……」

　笑い飛ばすかなじるか、と思われた慶次が、ぽっ、と頬に朱しゆを這わせている。見ると、となりの景勝までが。

「……ずず、ちゅるる」

　あいかわらず、ひやむぎをすすり上げていたが。

「はぁ？　景の字、なんでおまえも……ったく、宗朗、おまえがなんで八人も『剣姫マスターサムライ』を持ってるのか、わかった気がするぜ。マジメそうな顔して、とんだジゴロなんじゃねえのかよ」

　半ば呆あきれ、半ば怒ったように吐き出だす慶次。宗朗は、

「じごろ？　根来ねごろ衆しゆうみたいな、僧そう兵へいのことかい？」

「ちげーよ！　まったく、調子狂くるうぜ、おまえには、な」

　ぶすっ、とふくれる慶次。が、すぐに真顔に戻って、

「まあいい。おまえたちの坐禅は無む駄だじゃねえ。というより、驚おどろいたぜ。オレが教えるより、合ってたのかもな」

　一同を見回す。

「本当なのか。もうすぐ『氣』を習得できると」

「やりましたですわ！　辛つらい辛い修しゆ行ぎように耐たえて来たかいがあったというものですわぁ！　……これであのデコ軍師にはもう大きな顔をさせませんわ。千姫さまや、あの得体の知れない義仙にも余よ裕ゆうで一目置かれる兼続お嬢じよう様さまと呼んでいただきますわぁ！」

　宗朗を押おし退のけるように、身を乗り出す兼続。

「ぐつぐっちゃん、顔、悪いよ」

「それを言うなら、人相が悪いとか！　はっ！　なんでもありませんわ！　わたくし、なんにもたくらんで……もとい、目もく論ろんでおりませんわぁ……むぐ！」

「ぐの字は黙だまってな。さあて、本題だ。もともと『氣』は苦しい思いをして修行したからって身につくってもんじゃねえ」

「むがが！　……じゃあ、なんであんな坐禅をさせたんですの！　というか、座ざ布団ぶとんを顔にぶつけるのはやめろですわ！」

　また慶次と兼続の言い合いになりそうなところ、

「『氣』はあくまでも自分の中のもの。自分で気づかねば、それを操るなどとうていできぬものと心得よ」

　不意にそう言ったのは景勝だった。しかし言い終えるのもそこそこに、またひやむぎを頬張っている。

「教えたり、教えられたりするものではなく、自分で気づかなければならない、ということなのか」

　宗朗が言えば、

「そうだ。オレは『教える』と言ったが、それにしたっておまえたちが気づくのを補助する、導く程度しかできねえ。意地悪してるわけでも、出し惜おしみでもねえ。『氣』ってのはそういうもんさ」

　慶次が答える。

「それじゃ、修行はなんだったんですの！」

「だから、その気づきに向かう道のひとつ、ってことだ。だがおまえたちは、オレがびっくりするほど早く、そのヒントをつかんでる。それってのは、おまえたちが坐禅の間に感じたイメージだ。十の字、おまえは」

　慶次に水を向けられ、

「えっと、すごい勢いで風景が……でも、今日は見えるようになったの」

　十兵衛がそう答え、

「わたくしの、土の中に潜もぐっていくようなのも、そうですの？」

「ウキュ？」

「さっちんの、お庭の草や木になったみたいとか、も？」

　と兼続、それに佐助の分も代弁する十兵衛。

「ああ、そうだ。宗朗のは、ちと参ったがな。……いいか。『氣』には色がある。おまえたちそれぞれが別々の人間、サムライ、『剣姫マスターサムライ』であるみたいに、同じ『氣』はどれひとつとしてねえ。考えてみれば当然のことだ。そしてその『氣』が、おまえたち自身の、つまりはサムライの力をつかさどってる」

「『氣』が、サムライの力を」

　宗朗のつぶやきに、

「もっといえば、サムライの能力を操り、増ぞう幅ふくもすれば、繊せん細さいで精密な制せい御ぎよもする、それが『氣』だと思えば間違いねえ」

　慶次が断言した。

「『氣』はサムライだけではなく、命を持つすべてのものにあるもの。人間、動物、草木や花……。生まれて、生き、そして死すものは『氣』を持ち、発し、その流れによって生かされている……ずず、ちゅるる」

　景勝の言葉。最後はひやむぎをすする音が締しめくくる。

「なんだか壮そう大だいすぎて、とらえきれる自信がなくなってきますわ」

「同時に繊細でもある。小さなアリや、植物プランクトンも『氣』を発しているっていうことだろう」

　兼続、それに宗朗が言えば、

「さっちんも十兵衛も、『氣』を持ってるんだね。『氣』がモワモワ～って、出てるのかな。それともシュワシュワ～かな？」

「キュ～」

　十兵衛は佐助を抱き上あげる。

「これで『氣』のおさらいは終しまいだ。そのうえで、よく聞け。おまえたちのサムライ、『剣姫マスターサムライ』の力、能力だ。『氣』を操ることで、力が……んー、なんつったらいいかな、増すっていうか、いや、力自体は簡単に強くなってるわけじゃねえ、ただ、その出しかたとか操りかたがうまくいって……おい、景の字」

「ずず……。『氣』を操ることができれば、すなわち力を効率的に操ることができる。十の力を、十出すことが可能……ちゅるん」

　慶次が言葉に詰まって、景勝が助け船を出す。

「十の力を、って、じゃあ、いままでは」

「いままでだって全力で戦ってまいりましたわ。出し惜しみしていたわけでは」

「そうじゃねえ。さっき言ったろ。効率の問題ってこった。おまえたちの攻こう撃げき、防ぼう御ぎよもそうだが、力の半分も使っちゃいねえ。つまりは、非効率なんだ。十の力を出してるつもりが、半分は無駄に捨ててると同じ。これを十割、使い切ることができれば」

「徳川の『剣姫マスターサムライ』にもじゅうぶん対たい抗こうできる。勝てる、かもしれない……ちゅるん」

　またも景勝。

「だから『氣』を使えるってことは『剣姫マスターサムライ』の力を最大限使えるってことだ。『将』の宗朗は当然として、おまえたちの『剣姫マスターサムライ』の力、そいつだってそれぞれ違ちがうもんだろ？」

　慶次が言うと、三人と一匹ぴきは考え込む。

「ぼくの『将』の力と、十兵衛たちの『剣姫マスターサムライ』の力は、違うもの。でも『氣』を意識して使うことで、操るのは同じ……ええと」

「わたくしの金こん剛ごう鎚づちと十兵衛の刀では使い方が違うのはあたりまえで、剣けん法ぽうとか流派のことですの？」

「ウキュ、キュ？」

「そうじゃねえ。おまえたちはその武器を、ただ武器として使ってるんじゃねえはずだ。もっと、サムライ、『剣姫マスターサムライ』の能力と、こう、がっちり結びついてるもんだろ。お互たがいの武器を取とり替かえて修行すれば、もともとの持ち主みたいに使えるようになるか？　そうじゃねえ。おまえたちの力は、その武器をもともとちゃんと選んでる。力と武器と、『氣』はひとつに、えーっと、繋つながってるんだぜ」

　長い説明で、慶次がひと息ついた。

　そのうえで、こほん、と咳せき払ばらいをひとつ。改めて一同を見やる。

「おまえたちの真の力、そいつはオレが調べた。じきじきに、みっちりな！」

　力強く言いながら、なぜかチラッ、と景勝を見る慶次。

「ずず……馳ち走そうになった」

　箸を置き、両手を合わせる景勝。伏せた眼まな差ざしが再び開くと、前まえ髪がみ越しに鋭するどい視線が慶次を射る。

「っとと！　必要だったんだぜ。道場の、こいつらの『氣』をきっちりつかんで、つまりはこいつらの力を見み極きわめることが、な」

　慶次の、あわてたようなもの言いが、どこか景勝への言い訳にも聞こえる。

「どういうことなんだ？　ぼくたちの『氣』なら坐禅で」

「わたくしたちに自覚させるためとかなんとか。あー、せっかくわかりかけたのに、またこんがらがって来ますわ！」

「だからだな……」

　慶次が、景勝を気にしながら、告げる。

「ぇぇぇええええ!?」
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　再び中庭に出た全員。

　だが、どことなく落ち着かない表情だ。というのは、

「なんですの！　わたくしたちの『氣』やら力やらをはかるというのが、あんなことでしたの？」

　半ば涙なみだ目で憤る兼続。

「しかたねえだろう。おまえたちに『氣』の修行……まぁ、気づき、だがな、そいつをつけてやるためには、まずオレがおまえたちの『氣』や力のありようを正確につかまなくちゃならねえ」

　慶次は庭の灯とう籠ろうの上に腰こし掛かけて、全員を見下ろしている。

「それで、あんなふうに夜中、みんなの寝ね込みを襲おうとしたり」

「およ。お風ふ呂ろでマエダケさんと遊んだの、楽しかったよ。あんなのなら、十兵衛また遊びたいのにな！」

「ウキュキュ!?」

　感心したり、おもしろがったりの宗朗や十兵衛、それとよくわからない佐助だが、

「慶次のその方法、問題がある。……むかし、景勝もやられた、けど」

　憮然としながら、昔を思い出したのか、頬を染める景勝だ。

「だーっ！　から、そんなんじゃねえって、言ってんだろ。オレは直接肌はだを合わせることで、相手の『氣』や力を正確にはかれるんだ。言っとくが、浮気じゃねえんだぜ！　浮気……じゃねえから、な」

　声高に言ったと思えば、念を押すように小声で景勝に告げる。

　景勝は、すねたように顔を背けたが、

「……いたしかたなし」

　そう言うと、かすかな笑えみを慶次に向けた。

　なんのことはない。

　眠ねむっている十兵衛の部屋へ忍しのび込んだこと。しかし宗朗に阻まれて、けっきょく風呂で兼続や佐助も含ふくめ、ふたりと一匹とたっぷり密着、調べることで相手の『氣』と能力を感じ取った。

　慶次の肌は、そんなふうに相手を丸ごと走査する、スキャナーのようなものだったのだ。

　問題は、実際の肌と肌をふれ合わさなくてはならない点。

　それも、より広範囲に、深く、長時間、密着しているほうがより正確な情報を読み取れる、ということだ。

「そりゃあ、サムライや『剣姫マスターサムライ』の『氣』ともなりゃあ、漏れ出してるのを見ただけでわかる部分もあるぜ。なにごとも、完かん璧ぺき、正確でないとな。浮気じゃねーぞ、浮気じゃねえからな！」

　あいかわらず景勝を意識して、慶次。

　してみると、変装して宗朗を襲おそったのもまた、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちへの想いを試ためすのはもちろん、この皮膚走査も目的だったのだ。

「それに、この前もさわったろ？　丹たん田でんを意識しろってな」

　と、さらに慶次が言う。

「ぇ……あ、もしかして、マエダケさんがさわってから、なのかな。十兵衛、お腹なかがポォってあったかくなって」

「『氣』を意識しやすくなった、ということですの？　属性を見極めるだけでなくて、そんなこともできるんですの!?」

「キュキュ！　ウキュゥ！」

「さぁな。だから言ったろ。浮気じゃねえって」

　どうやら慶次にはそんなふうに、『氣』を意識するレベルにまで活性化させる、そんな能力、もとい趣しゆ味みもありそうだ。

「一時的とはいえ、意識するコツをつかめば早いってことよ。にしても、男のもんはさわれねえってのに……」

　慶次が宗朗に視線を向ける。

　十兵衛たちには直接ふれることで導きを助けることもできたが、宗朗は自分だけの気づきで意識的に自身の『氣』と対話を始めていた。

「そんなところも、ダテに八人も従えちゃいねえ、ってとこかよ」

　つぶやく慶次に、

「わかりましたわ。もういいですわよ。それで、また坐禅ですの？」

　地面に腰こしを下ろそうとする兼続だ。

「まぁ待て。こっからは、おまえのその『氣』と力、それをはっきりと自覚して修行するんだ」

　慶次が止め、宗朗が、

「『氣』と力……そうか。坐禅をしているときに見えた」

「そうだ。わかりが早いぜ。坐禅で『氣』を意識して、自分の中、奥おくへ潜っていったときに見えたもの。それがおまえたちの力のありよう、もっといえば……」

「属性」

　やはり助け船を出したのは景勝だ。

「そう、それだ。属性だ」

「属性って……わたくしの場合は、地面に潜っていくような……」

「十兵衛はぁ、景色がうーんと早く動いてたの、さっちんは」

「ウキュ」

「草や木になったみたい？　なんだよね」

　加えて、

「ぼくは」

（ぼくの「氣」や力は、どこまでもみんなに、ぼくの「剣姫マスターサムライ」たちに向かっているっていうことだ）

　宗朗は自分ながら、それが安心し、心強くもある。ただひとつ、

（ニアが……）

　ダルタニアンのことだけが、かすかに心にさざ波を立てていた。

「そのとおりだ。おまえたちの見たイメージが、つまりはおまえたちの力の属性になる。ぐの字！」

「ぐ、違いますわ！　ああ、もういいですから、早く教えろですわ！」

　焦れたように言う兼続に、慶次が告げる。

「おまえの属性は『土』だ」

「つち……鎚づち？　ですの」

「そっちじゃねえ、地面の『土』だよ。十兵衛、おまえは……速さの属性になる。言い表せば、『瞬』だな」

　ちょっと迷ったように見えて、慶次。

「わかったの！　だからあんなふうに、すっごい速く走ってるみたいな、飛んでるみたいな景色が見えたんだね」

「猿さるは、『草』だな。まあ猿らしいか」

「ウキュ？」

　属性を言われた佐助が、首をかしげる。しかし自分が見たイメージを思いだして、納なつ得とくしたようだ。

「これで自分の力の属性がわかったろ」

「わかったか、って急に言われても、『土』属性だからって、どうすればいいんですの？　というより、なんだか『土』って微び妙みようですわ。もっと、太陽とか、炎ほのおとかないんですの。それに、わたくしの戦せん鎚つい術ともよく関連がわかりませんわ」

　兼続、そして、

「十兵衛のは、十兵衛さんの属性？　と同じなのかなー。十兵衛、十兵衛さんにいつも会いたいな、って思ってるんだぁ」

「ウキュキュゥ」

　十兵衛、佐助も、すぐにはどうしていいのか、どうするべきなのかわかりかねている。

「属性を意識しながら稽古する、ということか。でも『氣』の修行は……いや、『氣』は明確に修行ができるわけじゃなくて……」

　宗朗でさえ、こうという術を言えずにいる。

「名を受け継いだ武将から属性も受け継いでいる……」

　景勝がポツッ、とつぶやいた。なぜ各人の属性が、という理由はそこにあるようだが、問題はその先。

　当然、慶次に視線が集まるが、

「わかんねえ。好きにしろ」

　と突き放す。

「はああ!?　いままでだって、言われたとおりにしてきたんですのよ！　ここで投げ出すなんてひどいですわ！」

「好きに、していいの。よーし！　……うーん、やっぱりわかんない」

「ウキュ、キュ！」

　三者三様の反応に、

「ずっと言ってるはずだぜ。基本『氣』を身につける、使う修行ってもんはねえ。坐ざ禅ぜんは思った以上に、気づきを与えてくれたがな。その先はもう、おまえたち自身で切りひらくしかねえんだ。どこまでいっても『氣』は自分の中のもの。他人が指導すること自体、できねえ」

　慶次は繰くり返かえし、さらに、

「オレがおまえらにしてやれるいちばんのことは、ひとりひとりの能力属性を見極めることだ。それはもう教えたはずだぜ。意識しろ。『氣』が教えてくれる」

　それまで腰掛けていた灯籠の上から、ひらっ、と身を翻す。

　仕込み傘がさを肩かたにかつぐと、

「さあて、な」

　まるでそのままふらりと、どこかへまた旅立っていきそうなようすを、

「……」

　袖そでをつかんだ景勝が引き留とめる。

「なんだ、景の字、もうここには」

「夕飯が、まだ」

「もう晩ご飯ですの！　さっき冷や麦をあれほど食べたばかりではありませんの！　どういう胃をしてるんですの！」

　これには兼続が激しく反応した。

「献立を、聞かせて」

　とは、どこ吹く風の景勝だ。

　そこに宗朗が、

「聞きたいんだ。キミたちは……慶次と景勝さんの力は、どの属性になるのか」

　尋ねるが、

「さあな」

「……」

　慶次も景勝も答えない。

「なぜですの？　わたくしたちの属性は知ってるのに、自分たちは」

「だからだ。相手の能力属性を知れば、攻こう略りやくの手がかりになるだろ？　その逆はどうだ。弱点をさらすようなもんだぜ」

「でも、十兵衛たちのは」

「そいつは当然だ。オレが『氣』を気づかせて、能力を意識させたやったんだぜ。弱点くらいつかんでおかねえとな。将来……おっと、まあいい」

「なにを言いかけたんだ。将来？」

「あー、もう、いいってんだ。わかった。見ててやるから、おまえたちの力をここで見せてみろ」

　言うと、慶次がこんどは縁えん側がわへどっかりと座すわり込む。となりにはまた景勝が腰を下ろした。

「なんだかしゃくぜんとしませんわ。けど、わかった気もするから、やるしかないですわね。わたくしから行きますわよ……ぇぇええい！」

　兼続が気合いとともに大鎚を握り寄せる。

「愛打一棍！　ですわぁああ！」

　大きく跳ちよう躍やくするとともに、背中に届くほど大鎚を振ふりかぶり、鋭く振り下ろす。

　着地よりも早く、巨きよ大だいな大鎚が中庭の地面を叩たたいた。

　ドシィィィィッ！　ズシャァァアアアン！

　地面にめりこむほどの衝しよう撃げき。そこから伝わった振しん動どうが、柳生道場の建物までも揺らしていく。

「ぐっちゃん、すごぉい！」

　十兵衛が跳とび上がって手を振る。

「たしかに、威い力りよくは上がってるのか」

　これには宗朗も目を見張った。

「いかがですの！　直なお江え流戦鎚術、『氣』の力を得てますます冴え渡って強く……あぐっ！」

　慶次が投げた下駄が、兼続の頭に命中したのだ。

「な、なにをするんですの！　痛いですわ！」

「だから、いまおまえ、なにを感じた」

「は……なにをと言われても……まえよりも手て応ごたえがあって、大鎚も軽く感じられたから、うんと強い力が」

「失格」

「はぁあ!?　失格、どういうことですの！　ぜったい強くなってますわ。こういうことじゃありませんの？」

　兼続は食い下がるが、

「『氣』は力じゃねえ。最終的にはそれが力にも繋がるがな、力を出そう、威力を高めようって『氣』を使うわけじゃねえんだ。おまえは『土』属性と対話したか」

「対話？　誰だれとしゃべるんですの」

「バカ。自分の中の『土』の属性とだ。ほかになにがある」

「と、言われましても」

「だからダメなんだ。あいかわらず、力を叩きつけてるだけだ。それじゃちょっとくらい大鎚の威力が増しただけで、たいして変わらねえ。自分の中の属性と対話して、気づきを得るんだ。そうすりゃ、ひとりでに形が決まって来る。相手を倒そう、力を上げよう、そんなことを考えなくてもな。あー、ちょっとしゃべりすぎだぜ、今日のオレはよ」

　頭をかく慶次を景勝が、ぐっ、と引っ張った。

　自分の膝ひざを指さす。

「ああ、助かるぜ」

　またも、景勝の膝ひざ枕まくらに頭を沈める慶次だ。
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「じゃあ、じゃあね！　次は十兵衛がやってみるの！　……うー、たーっ！」

　十兵衛が打ち込みをやって見せる。

　足さばき、刀の振り、型はじつに美しい。道場剣法なら、型は満点というところだ。ところが、

「あれ……なんにも出ない。ぐっちゃんのみたいにおうちが揺れたりもしないし、ちょっと早くなった、かな？」

　という程度の変化。

「だから言ったろ。そんなに簡単に変わるもんじゃねえ。時間をかけて、自分の中の『氣』と向かいあって、対話して、そうやって少しずつものにしてくんだ」

　慶次の言葉は理に適っているし、「氣」本質とはそのようなものなのだろう。

　しかし、

「それで間に合うんだろうか。いや、そうやって焦あせったり近道を捜そうとすることこそ、『氣』の精神に反しているんだろうけれど」

　宗朗の心には不安がきざしてくる。

「ウキュッ！」

　中庭では、次に佐助が力を試しているところだった。

　屈かがみ込んで跳躍。爪で襲しゆう撃げき、の動作を何度も繰り返す。けれど、小こ猿ざるの姿ではどうにも迫力がなく、力とか「氣」以前のもののようだ。

（やっぱり、千姫さまの調停に期待するしかないのかな）

　そう宗朗が思い始めていたとき、だ。

「キュゥゥゥ！」

　佐助がひと声高く叫さけぶと、ブワッ、ン！　巨大化した。いや、人間体の「剣姫マスターサムライ」になったのだ。

「すごぉい、さっちん！」

　十兵衛も声を上げる。

「キュゥン？　キュキャ！　キャキャッ！」

　佐助自身も驚おどろき、自分の姿を見て興奮する。何度も飛とび跳はねる。

「どうしたんだ。いつもは」

　敵の接近を動物の本能で感じ取ると、変身する。それ以外には、宗朗と触ふれ合あったりして興奮するなどしたときしかない。

「どうやったんですの？」

　兼続も不思議がっている。佐助はまだ自分の姿をうれしそうに見ながら、

「ウキュ、キュ！」

　しきりに庭木を指さした。中でもいちばんの大木を、なにか言いたげに指し示す。

「なぁに、さっちん……ふぅん、あのね、お兄ちゃん、さっちん、あの木の中に自分が入ってくみたいな、自分が木になっちゃって、高い枝の上から見下ろしたり、枝の先になって広いお庭のあっちやこっちを見たり、そんなふうに思えて、そうしたら女のコの姿になってたんだって」

　十兵衛が「翻訳」する。

「ほんとですの？　ほんとにそんな長いセリフ、言ってますの？」

　兼続は疑わしそうな目をするが、佐助が「剣姫マスターサムライ」体に変わったのは事実だ。それもおそらく、自分の意志で。

「そうか、佐助は草木の属性。木に意識を寄せて、一体になるような、そんな想像をすることで」

（本来持っている能力が増ぞう幅ふくされたのか。「氣」の流れが活性化した）

　宗朗が考えている最中、

「キュゥゥン！」

　また佐助が甲高く声を上げると、こんどはシュゥゥゥゥ……縮んでいく。ポン！　とまた小猿の姿に戻もどった。

「戻っちゃった」

　十兵衛の腕うでの中に収まってしまう。

「ほらご覧なさいですわ。付け焼き刃ではそんなものですのよ」

　なぜか得意げな兼続。

「キュゥ」

　どうやらもう一度「剣姫マスターサムライ」体になろうとしてか、しきりに木のほうを向いては目をつぶり、念じているらしい佐助だが、もうさっきのようには変わらなかった。

「無理すんなよ。それより、猿のほうが素す直なおに『氣』の流れを感じ取ってるんだな。たいしたもんだぜ」

　慶次に言われて、佐助はうれしそうに飛び跳ねる。

「うー、十兵衛だけなんにも起こんないよう。十兵衛、ダメなのかなあ」

　むしろ十兵衛のほうが気落ちする始末。

　だが、

「いや、そんなことない。ぼくは心配し過ぎなのかもしれない」

　いっしゅんだけだったとしても、佐助の「剣姫マスターサムライ」化は宗朗に大きく希望をもたらすものだった。

（これなら、思ったよりも早くに「氣」の習得ができるかもしれない。千姫さまのほうと併せて、幕府との交渉だって乗り切れるかも）

　そう宗朗が考えたとしても楽観的過ぎるとは言えない。

　そのとき、

「あ、あの、たのもぉ～、です、お願いします！」

　門のほうから、声が聞こえた。

　それも、どこか聞いたことのあるような……。

「なんですの、誰ですの？」

「十兵衛、行ってくるね。さっちん、おいで！」

「キュゥ！」

　肩に飛び乗った佐助とともに、表門へ向かう十兵衛。けれど十兵衛だけでなく、

「わたくしも、ですわ」

「ぼくも……もしかしたら」

　兼続、宗朗も向かう。

　そして最初に感じた想像は、間ま違ちがっていなかった。

　表門の扉とびらを開けたそこには、

「あー、みなさん。あの、こんにちは、です。おひさしぶり、というほどではないんですけれど、えと、三日くらいぶり、です」

　おどおどしながら会え釈しやくする小柄がらな女子。と見えてじつは男子の、

「こじこじ！」

　片かた倉くら小こ十じゆう郎ろう景かげ綱つなである。

　女子に見えるのは、女子の、しかも武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく初等部の制服を着ているからで、本人は男子、それも高等部の生徒だ。

「こじこじ、戻ってきたの!?」

　十兵衛が駆かけ寄よると、小十郎をいっぺんに抱だき寄せる。抱き上げ、抱きしめるから、

「きゃぁああっ！　や、やめてください。うぅぅ、苦しいです。む、胸を押おしつけないで……息が、むぐぐぅ～！」

　たちまち、十兵衛のバストに顔をめり込ませてしまう小十郎。バタバタ、手て脚あしを振ってもがく。

「ちょ！　おやめなさいですわ！　幼女が苦しがってるじゃありませんの！　……ぁ、男子で、同い年でしたわね」

　助けに入ろうとして、思いだし、兼続が退く。

　そんな、小十郎の奇き妙みような出いで立たちの原因とも言えるのが、

「……」

　近くにうつぶせに倒たおれている女子生徒。いや、サムライ。

「ま、政宗さまぁ、助けて……助けてくださいぃぃ！」

　その名のとおり、伊だ達て政宗だ。

　小十郎の主、と言ってもいい。しかし同い年の、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく米よね沢ざわ分校高等部の女子生徒でもある。

「だいじょうぶなのか！　政宗さん？」

　宗朗が助け起こそうとする。しかしぴくりとも動かな……いや、動いた。

「腹、減った」

　わずかに顔を上げるが、またばったりと倒れる。

「こんなことだと思いましたわ。なんですの、このバカップルは。なんでうちの道場のまえで必ず行き倒れなんですの？」

　憤然とする兼続。

「わぁーいこじこじ！　十兵衛こじこじだぁ～い好き！」

「ひゃぁ、きゃぁあっ！　もうおっぱいは……おっぱいはイヤぁああ！」

　あいかわらずの十兵衛と小十郎に、

「乳ちち娘むすめはいいかげんになさいですわ！」

　引っ張り離そうとする兼続。が、その兼続より先に、ひょい、と小十郎の襟首をつかんで子猫のように持ち上げたのは、

「なんだ、誰かと思えばおまえたちかよ」

　慶次である。

「ずず……」

　湯飲みを手にした景勝もまた。

「慶次さん！　景勝さま！　来てらしたんですね！」

　ぷらん、とぶら下がったまま、パタパタ手を振る小十郎。その小十郎を、

「よ、っと」

　子猫状態から慶次が抱き留めるふうにかかえ直すと、

「！　小十郎は断じて渡わたさんんんんっ！」

　それまで倒れていた政宗がとつぜん跳ね起おきた。その勢いのままに、慶次に向かって突とつ進しんする。

「ぬぉおおおお！」

　背中に背せ負おっていた長大な刀を抜ぬく。

　それも、柄を下にしてあったのを抜くことで、地面すれすれ、超下段のかまえから慶次の足元をすくう。

「あぶない！」

　慶次の両りよう脚あしを長刀が薙ぎ払う、と見えた刹せつ那な、

「むん」

　とん、と慶次が片かた脚で政宗の刀を踏ふみつける。

　なんのことはない。地面の上せいぜい十センチ、という地じ摺ずりの剣けんは、そのまま上から踏みつけることで簡単に阻止されてしまった。そのうえ、

「ほらよ」

　慶次は腕の中の小十郎を、ぽい、と政宗に投げてよこす。

　政宗は受け取り、そのまま当然のように抱きしめて、

「小十郎！　大事ないか。貞てい操そうは、だいじょうぶか。膜は破れてないか」

　言うなり、もう頬ほおずりし、小十郎の顔はおろか首筋やら胸むなもとにまでキスの雨を降らせている。

「きゃっ！　きゃあっ！　政宗さま、や、やめてください。みなさんの前で、恥はずかしいですよぉお！」

　頬を染め、身をよじる小十郎と、

「そうかそうか。小十郎はかわいいからな！　オレの小十郎をうんと見せつけてやるぞ。ほれ、んっ、チュ！　チュプ……！」

　まったく聞いていない政宗。

　そばで見ていた兼続が、

「な、なんですの、ただのバカップルではありませんわ。ヘンタイ破は廉れん恥ちバカップルですわ！」

　真っ赤になってわなわな震ふるえる。

「膜って、鼓膜のこと？　お兄ちゃん」

「うーん……小十郎は男のコだし、きっとそう、だな」

　十兵衛に聞かれ、答えに窮する宗朗。

「なんでえ、あいかわらずだな。ったく」

　慶次までが呆あきれる。

「ずず……」

　景勝は、いつもどおり。

「それより、どうして倒れていたんだ。さっき、腹が減った、とか」

　宗朗が言うと、政宗は急に思い出だしたのか、

「そうだった。もう、ダメだ……」

　急に、電池が切れたようにまた、倒れた。どうやら、小十郎の危急（と本人が思ったとき）に際してだけ、最後の力が出るようだ。

　それも尽きたらしく、動かない政宗に、

「政宗さま！　政宗さまぁ！」

　小十郎が泣きながらその肩をゆり動かす。

「なんだか、もう次の展開が見えて来ましたわ……」
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「がしっ、がしっ、ぐわ、ぐわっ！　ばりっ、ぽきっ、むしゃ、ぽりっ！　わし、わしっ……ん、んぐ、むううう！」

「だいじょうぶですか政宗さま！　お茶を……」

「んん！　こく、こく、こくん！　……ぷはぁ！　おお、助かったぞ、小十郎！」

　おおげさに声を出し、湯飲みを置く政宗。

　道場の稽けい古こ場ば兼けん広間。

　行き倒れ状態の政宗に、

「まえにもこんなことありましたわ！　というより前とまったく同じですわ！　残り物だからって、あやまりませんわよ！」

　介抱とはつまり食事を与えることで、いまも差し出された政宗の茶ちや碗わんにおひつからご飯を盛りながら、兼続がため息する。

「ははは！　あいかわらず馳ち走そうになるな！　ありがたい！　そのうえここで慶次と景勝どのにまた会えるとは、僥ぎよう倖こう僥倖！　おかわりだ！」

「いったいどんだけ食べるんですの！　慶次といい景勝さまといい、東北勢はそろいもそろって、大食い選手権にでも出ろですわ！」

　そう言う自分も東北・米よね沢ざわ出身なのは忘れている兼続だ。

「それにしても、どうしたんだい、また」

「あ、あの、ほんとうにすいません。ふつかまえ、この道場でいろいろよくしていただいて、ほんとうにありがとうございました。あのあと、ぼくと政宗さまは出発して、学園の、とりあえず学生課を尋たずねたんですけれど」

　小十郎の話だと、学園高等部の学生課を訪ね、米沢校舎の生徒であることを証明し、宿と食事を得ようとしたらしい。

　学園にはそういう、遠隔地から来た生徒のための宿泊施設があるからだ。

「ところが。ぼくも政宗さまも、電脳で照会してもらったらとっくに停学状態になっていて、それで、行くところがなくなってしまって」

「はははっ！　こっちの知り合いも何人か尋ねたんだがな！　なぜか全員行方不明でな、まいったぞ！　ん、んぐ、んぐ！」

　笑いながら、茶碗の飯をかっ込む政宗。

　それを見ていた景勝が、

「……景勝も、小腹が空いた」

「あなたはまだですわ！　景勝さまはあんなに昼にひやむぎを食べたじゃありませんの！　というよりもうほら、空ですわ！　空！」

　おひつを掲かかげてみせる兼続。もう、わずかに米粒がついているだけだ。その米粒をひとつ取ると、

「ん……」

　景勝が口に入れた。

「それでまたここに」

　苦く笑しようする宗朗。苦笑するしかない。

「すいません、すいません！　あんなにお世話になったのに、また……」

　そう言ってあやまる小十郎だが、ちょっと首をかしげるように見回して、

「あの、真さな田だ幸村さまと後ご藤とう又また兵べ衛えさま、それに千姫さまと……」

「半はん蔵ぞうさん？　いま、いないの。みんな……でも、帰ってくるよ、ぜったい！」

　顔ぶれの違ちがいに気づく。十兵衛が、答えた。

　ところが政宗が、急に茶碗を膳ぜんに置く。単にもう食べるご飯もおかずもなかっただけかもしれないが、合がつ掌しようして会釈し、

「やっぱりか。それを確かめに来たのもある」

　あらためて口を開いた。

「確かめに？　もしかして、幸村たちの居場所を知ってるのか？」

　宗朗の言葉に、このとき景勝がわずかに反応したが、気づく者はいなかった。それよりも、

「いや、オデコ軍師のほうじゃない。徳川のお姫ひめさまだ」

「千姫さまが」

「ああ。大おお江え戸どの天てん城じようで拘こう束そくされたってことだ」

　政宗の言葉は、最初、道場の面々にすぐには呑のみ込めなかった。

　ややもして宗朗が、

「拘束？　どういうことだい。千姫さまはもともと将軍家の息女。たしかに今回はお忍しのびだけど、しかるべき筋に連れん絡らくを通せば、お城は自分の家みたいなものじゃないか」

　言った。

「そのとおりだな。だから俺もまだ確信がなかったし、そもそもこの道場を出て大江戸へ行ったのかも疑わしかったから、こっちへ確かめに来た」

「大江戸に潜入している、米沢の仲間の人たちからの情報なんです。たしかに信じられないですけれど、いつも情報は正確で、これまで間違っていたことはなくて」















　小十郎も加えて言う。対して、

「拘束？　ほんとうにその表現で合ってますの？　いったん身元を確かめるためとかで、検査を受けた、とかではありませんの」

「そうだな。そのための一時的な拘置、ならわかるけど」

　兼続が言い、胸をなで下ろしかける宗朗に、

「いや、ありうるぜ」

　慶次が。

「なぜだ。千姫さまを拘束するなんて、誰だれが……ぁ、まさか」

　そこで宗朗も思い至る。

　すでに宗朗たち道場勢と徳川四天王「剣姫マスターサムライ」たちはいちど戦っている。そしてもちろん、千姫は道場の側。つまりは、

「徳川の敵、ってことになるんだぜ」

「待ってくれ、ぼくも思いついたけれど、やっぱりそれはない。ないとしか思えないよ。いくら四天王といっても、本ほん多だ、榊さかき原ばら、井い伊い、酒さか井い、みんな譜代の大名。つまりは将軍家の家臣じゃないか。徳川将軍は千姫さまの御お父ちち君ぎみだし、御み台だい所どころさまは母君で」

「親が子を殺し、子が親を廃し、兄弟で戦争するなんてなぁ、歴史の中で何度も繰り返されて来たことだぜ。権力者の家ならなおさらだ」

　慶次の言葉に、

「いや、しかし」

　宗朗は反論しようとして言葉を失う。

　徳川将軍家はまさに権力者の家。

　そして徳川幕府は四百年もの歴史の中に厳然とそびえ立つ、それ自体歴史そのものと言えるものだった。

　それに、

（いまここで、情報の確度を疑ってるときじゃない）

「兼続！　いや、ぼくが」

　道場の電話を使おうと腰こしを上げる宗朗だが、そのまえに、十兵衛のほうが廊ろう下かを走って来た。

　広間に顔を出すなり、

「千姫さまの携けい帯たいに電話したけど、なんどやっても繋がらないよ」

　告げる。

「そうか。おかしいな……」

　焦りが兆してくる。

　十兵衛の言葉を信じないわけではないが、自分でも確かめたくて、けっきょく廊下の端に置かれている電話まで宗朗は歩いた。

　携帯電話は、その機器としての高さはもちろん、回線もあるていどの地位やコネがないと契けい約やくすること自体できない。

　幸村は電脳網もうを使ったハッキングで非合法の機器や回線を手に入れていたが、千姫は最初から自分専用の携帯を持っていた。

（こっちから掛かけるのは、もしかするとまずいかもしれないけど）

　黒い電話機の受話器を耳に当て、ダイヤルを回す宗朗。

「……やっぱり繋がらないか」

　電話は、発信音を繰くり返かえすだけ。そのうちに、留守番電話への接続が自動アナウンスされる。

　これは回線会社のサービスで、千姫の持つ携帯そのものの機能ではない。

　いちおう、連絡をほしいと吹ふき込んで、受話器を置いた。

「どうだ」

　気づくと、慶次が背後にやや離はなれて立っていた。

　宗朗は首を振ふる。

「そうか」

　慶次はしばらく黙だまっていたが、ややもして、

「オレが大江戸へ行ってやる」

　言った。宗朗が驚おどろくと、

「どうせそろそろここを立とうと思ってたところだ。あんまり長居するとぐの字にも怒おこられちまう」

「そのことなら、気にする必要はないよ。兼続はああ言っていたけど本心じゃないはずだし、まえに較べれば四人も減っていて」

　食費もその分浮いているはず、と思ったが、慶次以下、景勝の食べっぷりを見るとそうとも言い切れない。

　そのうえ政宗たちも、しばらく逗留するかもしれないのだ。

　それでも、慶次には『氣』のことでまだ教えられることがあるかもしれないし、政宗たちがいるくらいで、どうにかなる道場ではない。

（家計が苦しいとしたら、以前からだしな）

　宗朗が言おうとすると、

「勘違いするんじゃねえ。もともとオレは大江戸に潜入して幕府の諸施設を直接探さぐるのが目的だ。こんなところで油を売ってるヒマはもとよりねえのさ」

「え、そんな目立つかっこうで、潜入？」

「おまえ、オレのなにを見てたんだ」

　慶次が自分の顔を手のひらで覆う。ゆっくりと、その手を右から左へと動かすと、現われた顔は、

「あっ」

　顔が変わっていたわけではない。

　しかし、表情が違うとこれほどにまで、と思うくらい別人に見えた。

　闘気が漲り、いまにも斬りかかってきそうな……。思わず宗朗が、腰の物を置いてきてしまったのを焦る気持ちが動いたほどだ。

「なんてな。どうだ。わかったろ」

「そうだった。キミは変装を得意としていたんだな」

　最初に会ったときでさえ、男子学生に変装して、その点に違和感はまったくなかったほどだ。

「わかったら、まかせておくんだな。天城にも潜入して、その御姫さまの情報がわかったら……」

「ダメだ」

「ああ？　わかんねえヤツだな、おめえも」

「ぼくも行く」

「は？」

　慶次がいっしゅん戸惑うような答えが返ってくる。

「ぼくも行く。いや、ぼくが行かなきゃいけなかったんだ。千姫さまが行くと言ってくれたのをいいことに、ついまかせて送り出してしまった。けど、幕府が目の敵かたきにしているのがこの道場と、つまりはぼくやぼくの『剣姫マスターサムライ』たちなら、いちばんに幕府と話をしなきゃいけないのはやっぱりぼくだ。ぼくしかない」

　しかし宗朗は真しん剣けんで、その眼まな差ざしがまっすぐ慶次を見つめる。

「は。驚いたな。幕府と話を、だと。相手がまともに……いや、おもしれえかもな。あんなバカげたことを真正面から言い切って、オレを黙らせるほどのおまえだ。幕府と話ができたら、案外おもしれえことになるかもしれねえ」

　慶次は反論しかけて、言を翻ひるがえした。

　それほどに、向かってくる宗朗の瞳ひとみには、貫つらぬくほどの真剣さがある。いや、真剣さしかなかった。

「だったら」

「だがな」

　慶次が遮った。仕込み傘がさを揺ゆらすように、自分の肩かたをトン、トン、と叩たたく。

「話し合いと言ったって、話をしたくない相手を話し合いの席につけるのは容易じゃねえ。頼んだって、慈悲にすがったってダメなものはダメだ。わかるな」

　宗朗がうなずく。

「だからだ。話し合いをするにも力が必要だってことだ。相手がしぶしぶ、あるいは請うてテーブルにつくか。つかせるための力がな」

「それが『氣』の」

「さあな。『氣』が導いてくれるかも、そうでないかもわからねえ。だがおまえの気持ちはよくわかった。そしてオレも、大江戸へ行くのをやめる気はねえ」

「それじゃあ」

「ああ。おまえは幕府と話をつけるために行く。オレは幕府をぶっつぶす。そのために必要なことをしにいく。途と中ちゆうまでは同じ目的かもしれねえ。しかしオレはチャンスだと思えば将軍だって倒たおす。おまえの姫さまだって、じゃまをすればどうなるかわかったもんじゃねえ。それはキモに銘めいじておきな」

　そういうと、慶次はニヤッ、と笑った。

「慶次……わかった。ぼくもそれでいい」

「そうか。なら話は早えな。明朝にでも……」

「景勝も行く」

　声に振り向むくと、そこには景勝がたたずんでいた。手に乾かん麺めんを持っている。

「景の字、おまえは」

　慶次が言いかけて、口を閉じる。代わりに景勝を抱だき寄よせた。

「ぁ」

　景勝も応じて、慶次の背中に手を回す。手の乾麺はそのままだ。

「あー！　ここにいましたのね！　麺を勝手に持ち出されては困りますわ！　まだ夕飯は先ですのよ！」

　追いかけてきた兼続は、しかし抱き合っている慶次と景勝を見て、

「し、失礼しましたわー！」

　急ブレーキをかけ、ドリフトしながら廊下をＵターンしていく。

「おい、待て」

　が、慶次に呼び止められる。

「な、なんですの。わたくし、人の恋路をじゃまする気はありませんわよ。ただ乾麺を返してほしいだけですわ。茹でずにそのまま食べてしまいそうですもの」

「そうじゃねえ。オレたちは明日の朝ここを出て行く。世話になったな」

「え？　そ、そうですの。そういうことなら、もっとゆっくりしていってもよろしかったですのに」

「そういうことなら、ってなんだ。まあいい、この宗朗を借りてくぜ。道場の留守番、しっかりしておくんだな」

「はい？　ええ？　どういうことですの？　どこへ……」

「はいはいはーい！　十兵衛も行くの！　お兄ちゃんと行く！　ね、さっちん！」

「ウキュゥ！」

　とつぜん、飛び出してくる十兵衛。その肩に、佐助。

　たちまち宗朗に勢いよく抱きついて、

「ぉ、おい、十兵衛……のぅあ！」

　尻しり餅もちをつかせてしまう。ほとんど押おし倒しているふうだ。

「柳生十兵衛か。そいつには興味がある。いっしょに行くなら楽しみも増えるってもんだ。なにしろそいつには、『氣』のゆらぎをふたつ感じるからな」

　そんな十兵衛を見下ろしながら言う慶次。

「ふたつ」

「ああ。まだはっきり見せちゃくれないみたいだがな。そいつが完全に『氣』の操作を身につけたら、おもしれえことになりそうだ」

　景勝がつぶやき、慶次が笑う。

「どうなってしまうんですの、この道場」

　困惑する兼続。

　いっぽう、広間では。

「んぐぁ～、ごぁ～！」

　食べるだけ食べつくした政宗が、その場に倒れて寝ね息いき……もといイビキを盛大に響かせていた。

「政宗さま、起きてください。怒られちゃいますよぉ。政宗さまぁ！」

　そのとなりで、政宗を揺り動かす小十郎。

　困り眉まゆ毛でため息をついた。

「はぁ……」
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「ほんとうにいいのか。我などをともなって大江戸へおもむくなど」

　大江戸へ向かう真幹線の車中。

　といっても最後尾の一両をまるまる貸し切った、特別仕立ての列車だ。

　ふつうの椅子などは取とり払はらわれ、豪ごう華かなレザーのソファーと大理石のテーブル。床ゆかにはファーが敷き詰められている。

「かまわないさ。というより、ニアに一度、大江戸を案内したくてね。こうして同乗してもらった」

　そう言ってソファーに身を沈め、手にしたカクテルグラスを傾かたむけるのは、言うまでもなく徳とく川がわ慶よし彦ひこ。

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく高等部生徒会長にして、将軍家嫡ちやく男なん。次の徳川将軍となる身分ゆえ、実質、学園全体を統べる立場にある。

　そして慶彦が話しかけている相手。

　彼の「剣姫マスターサムライ」、シャルル・ド・ダルタニアン。

　いつものなす紺こんの装そう甲こうドレスに身を包つつみ、テーブルの角を挟はさんで隣となりのシングルソファーに腰こし掛かけている。

「大江戸には、空港についてから学園へ向かうのに通り過ぎたことはあるが、こうして改めて行くのは初めてだ。まして、お城など」

　このなりゆきに、ダルタニアンも軽い興奮を隠かくせない。

　慶彦は満足そうに、

「ニアが楽しんでくれるならぼくもうれしい。ぼくも城へ入るのは五年ぶりになる。ちょっとした、旅行気分だよ。いや、冒険、かな」

　笑う。

「五年ぶり……。では家族にも会っていないのか。あの千せん姫ひめというのは実の妹なのだろうが」

「ああ。その千にもしばらく会っていないな。嫌われてしまったのかもしれない。いまは敵味方というわけじゃないが、微び妙みようなところなのでね。もっとも、原因はそこではないのかもね」

「原因が、あるのか」

「あるとしたら、あの男……柳生やぎゆう宗むね朗あきら以外にはないよ」

　慶彦が言うと、ダルタニアンは顔をくもらせた。そんな表情の変化にも、慶彦は当然気づく。

　気づきながら、続ける。

「女はすごいね。怖こわいっていうのかな。恋をすると、まえよりずっと強くなる。サムライでもそうさ。いや、もしかするとサムライが『剣姫マスターサムライ』になって強くなるというのは、女のそうした一面を現わしているのかもね」

　おもしろそうに慶彦が笑う。グラスを傾ける。

　ダルタニアンも少し笑うが、その笑えみはどこか寂しそうだ。

「そうか。妹御がな。柳生の嫡男と将軍家の息女。さぞかしお似合いであろうな」

「そうだね、家格なんてものも、いまでは形骸化しつつある。と言いながらしぶとく残ってもいるものだけど、あの千の性格なら、そんなものより最後は自分の意志で相手を選ぶはずさ。たとえ将軍や御台所様に反対されてもね」

　最後のところだけ、どこか皮肉めいた言い回しのようだった。ダルタニアンが顔を上げると、

「ぁ」

　その頬ほおに、慶彦が触れていた。手を伸のばし、身を寄せる。

「大江戸では最高のホテルをワンフロア貸し切ってある。ニアにはぞんぶんにぜいたくをして、楽しんでほしい」

　金色の後れ毛をくすぐるように、慶彦の指がなぞった。耳たぶにまで届くと、ピアスをもてあそぶ。

「ぅ、……うぅん」

　くすぐったいのか、心ここ地ちよいのか、ダルタニアンは無意識に小さく声を上げる。それに自分でも気づいて、

「ち、違うぞ。いまのはくすぐったかったからで……ぁあ」

　顔を赤くして弁明する。が、慶彦の指が耳朶から首筋にいたると、こらえきれずにまた声が漏もれてしまう。

「よせ、からかうのは……くぅ、ぅ」

　身を逃がそうとして、それができない。ダルタニアンは、慶彦が「将」の拘束力を使ったのかと疑う。しかし、















「拘こう束そく力なんて無粋なものは使わないよ。そんなものがなくとも、ニアはぼくの『剣姫マスターサムライ』だ。そうだろう？　いままで縛って悪かったね。これからは自由に飛べる。どこへでも、飛んでいける。でも必ずぼくのもとへ戻もどってきてくれると信じているよ。ニアの身も心も、ぼくのものになるんだ」

　慶彦の言葉が麻酔のように耳から流れ込んでくる。

　けれどそれが、特別の力を持つものでないこともダルタニアンはわかっていた。

　ダルタニアンは初めて理解したのだ。

「剣姫マスターサムライ」の身体が、その「将」に触れられることで、よろこびを感じること。

　直にやさしく触れられ、肌はだと肌が合わさることで、胎たい内ないがおののくほどの歓喜がほとばしる。分泌される。

　これまで慶彦が直にダルタニアンに触れることが、ほぼなかったせいでわからなかった。

　きっとそれは、「剣姫マスターサムライ」の機能なのだ。いっしゅの反射、反応であって、感情とは関係ない。

　そう思いながらも、ダルタニアンはその身がはげしく火照り、けだるさの中に溶とけ出だしていくのを抑おさえられない。

「よ、慶彦、貴公、は」

　その手に、ダルタニアンが自身の手を重ねよう、としたときだ。

「ふう」

　慶彦の手が、すぅ、と引いてしまう。熱も急激に拡散していってしまうように、空気が冷えていく。

「慶彦……」

　ダルタニアンの目が、慶彦を追う。しかし慶彦は微笑ほほえみながらも、ソファーから立ち上がる。

「もうすぐ着くようだ」

　テーブルの端、コンソールの液晶に、灯あかりが点っていた。それがいま灯ったのか、それを見て慶彦が身を離したのか。

「そうか。そうだな」

　ダルタニアンはわずかに居住まいを正した。乱れているわけではないのに、襟えり元もとをたしかめる。

　少しだけ残念な、けれどなにかホッとしたような、そんな表情がダルタニアンの顔をよぎる。そのとき、だ。

　車内電話なのか、受話器を取り上げながら慶彦が、ダルタニアンに顔を向ける。口を開く。

「ホテルに着いたらシャワーを、いや、バスを使うといい。ゆっくり時間をかけて、旅の疲つかれをすっかり落とすんだ。そうしてきれいな身体になったら、ニア、ぼくの部屋へ来るといい」

「旅の……」

　旅、といっても武ぶ應おう学がく園えんの富士校舎からここまで、この真幹線で一時間とかからない。とても、旅の疲れや、垢を落とす、というふうではない。

　ならば慶彦の言いたいこと、とは……。

　ダルタニアンはそこに思い至って強く、たちまち頬を染めた。冷えたと思った身体が、あっと言う間に火照ってくる。

　身体のいちばん奥おくに熾った火が、赤く静かに燃え広がり、肉も肌もむしばんでいく、そんな錯さつ覚かくに囚とらわれる。

「身を、清めて……」

　なにを、と問いたい。けれどその言葉はダルタニアンの唇くちびるを動かしはしない。濡れた唇をきゅっ、と結んだ。

「いいね、ニア」

　めずらしく、念を押すように慶彦が言う。

　なにか言おう、もっと言おう、そんな衝しよう動どうの中、ダルタニアンは、

「……はい」

　ただひとこと、答えて目を伏ふせる。

　ついいましがた会話にも出てきた宗朗の姿は、その意識の中で遠く、かすんでしまっていた。
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「こっちなんだよ」

「うぅ……は、はい」

　声に手を引かれるように、半はん蔵ぞうは狭い石造りの通路の中を這って歩く。

　前を行く小さなお尻しりがムニュムニュ、プルプル揺れるのが間近に見える。渡わたされたライトを口にくわえているので、どうしてもお尻を照らしてしまうのだ。

『ここから出してあげるんだよ』

　土牢ろうに閉じこめられた半蔵の前に現われたのは、

『あなたは、たしか』

　本ほん多だ忠ただ勝かつだった。

　土牢の扉とびらの鍵かぎを開け、半蔵を外へと出してくれた。

　小学生かと思う身体のちいささ。

　数倍もの大きさの動く鎧よろいを身につけ、というより中に入り、天てん海かい一味との戦いのあとの宗朗たちを襲おそってきた。

　その後、残りの三人もかけつけた徳川四し天てん王のうとの対決で、柳生道場の面々は最大の危機に陥おちいる。

　そのとき、宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを救ったのが、他ならぬ、いちばん最初に攻こう撃げきを仕し掛かけてきた忠勝だった。

　そしていまも。

　まえには、鎧を操縦するためのごく薄うすい身体に張り付くようなスーツを着ていた忠勝だったが、いまは初等部の制服を身につけている。

　変型セーラーカラーとチェックのミニスカートがかわいらしい。頭には三角帽。けれどこの狭い地下通路の中では、

「う（お尻しか、見えません……）」

「え、なにか言った？」

「ううぅ、いいえ」

　口にくわえた小型ライト（懐中電灯）のせいで、まともにしゃべれない半蔵が答える。いまはとにかく、忠勝を信じて這い進むほかない。

　少しでも遠く、土牢から離はなれなければ、いつ発見され、追っ手が寄せてくるかもわからないのだ。

「ここ、を……押すんだよ……んっ！」

　やがて、上り坂の頂点とも言える部分で忠勝が止まり、その向こうの石を押し始める。半蔵は、

「手伝います」

　身体を斜ななめにして忠勝と密着するように並び、両手を伸ばして協力した。

「ううぅ」

「んん……ぅ！」

　やがて、ゴリッ……と重い石が動き、その向こう側にずれたと思うと、落ちた。いっきに新鮮な空気が流れ込んでくる。

　涼しい風に頬がゆるむ。半蔵が目を凝こらすと、石で切り取られた向こうに、多くの木々と水面が見えた。

　すでにとっぷりと、暮れている。

「ここは」

「お堀の外なんだよ。ここまで来れば、ひと安心だよ」

　地下道から這い出すと、半蔵は急に力が抜ぬけて、その場に尻餅をついてしまう。そこは石垣の裾すそ野で、石を背もたれに、夜空をあおいだ。

「はぁ……」

　となりを見ると、忠勝も同じようにしていた。

　安心すると同時に半蔵はさまざまな想おもいがいっきにこみ上げてくる。なかでもいちばんは、

「御お姫ひめさまは！　御姫さまはどうされているのですか！　いまどこにいらして、どんなことに……！」

　息せき切って詰つめ寄る。ほとんど忠勝の襟首をつかみかねない勢いだ。

「ま、待って、待つんだよ！　落ち着いて……ハウス！」

「は、はう？　……はい」

　半蔵は頬を赤らめると、ふたたび地面にお尻を突いた。

　ふぅー、と息を大きく吐はき出す。深呼吸を繰くり返かえすと、疲労もあっと言う間に引いていくようだ。

　ややもして、

「あのお姫さまなら、直なお政まさと忠ただ次つぐの管轄なんだよ」

　忠勝が口を開いた。

「管轄？　そのふたりは、四天王の」

　半蔵は記憶をたどる。前回も前へは出ず、榊さかき原ばら康やす政まさの戦いを傍ぼう観かんしていたふたつの鎧、それが、

「直政と忠次なんだよ。ふたりは御み台だい所どころさまから、千姫さまの件を任されてるの」

「御台所さまといえば、御お姫ひいさまのご母君ですよね。なら、御姫さまは母君さまにはお会いになれたのですね！」

　半蔵は声を弾ませる。しかし忠勝は首を振ふる。

「そう、じゃないんだよ。御台所さまは、娘むすめの千姫さまが、あの柳生の男と契ちぎって、『剣姫マスターサムライ』になったことを憂うれいているんだよ」

　母親にしてみれば、じつの娘が家を出て、外で勝手に男と結婚した、そんな感じなのだろうか。

　半蔵は思いながらも、

「けれど、こうして出向いて来たのですし、直接お会いになれば御台所さまも」

　希望を繋ごうとする。しかし、

「御台所さまは最初、おまえたちが来るのを知って、千姫さまには会わないって、言ったんだよ。だけど直政と忠次が、だったら調整すればいい、って」

「調整？　なにを調整、するんですか」

「身体を。細さい胞ぼうやＤＮＡを遺伝学的に……そのへんはちょっと、あたいにはわからないんだよ。でも、あたいたちが使っている、というか、あたいたちのための調整機械があって、それを応用すれば、『剣姫マスターサムライ』から『将』の成分を抜いて、もとの身体に戻せる、とか」

「もとの身体に？　で、でもそれでは」

　いったん成立した「将」との契けい約やくが、そんな科学的なことでもとに戻ったりするのだろうか。

　もしそうだとしても、そこにはそうとう強ごう引いん、かつ危険な作業、操作、方法が伴ともなうのではないか。

　半蔵のひたいに、汗あせが滲む。

「それでいま、御姫さまはどこに」

　もういちど、忠勝が首を振った。

「わからないんだよ。もう、あたいたちの調整機械にはいなかった。御台所さまに拝謁したのかもしれないんだよ。でも、どういう状態かは……」

「そんな……そんな、ありえません。あっていいはずが、御姫さま……！」

　猛然と、半蔵が立ち上がる。握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえていた。あたりを見回す。

　遠くに、江え戸ど城じようの天守閣が見えた。その角度から半蔵は、

「ここは四ッ谷堀の外ですね。こんなとこまで地下道が繋つながっていたなんて」

「これは、いくつかお城にある、脱だつ出しゆつ用の地下道なんだよ。……あ、ちょ、っと、どこへ行くんだよ」

　半蔵がもう歩き出していた。今来た城のほうへ。逃にげるなら逆方向だ。

「御姫さまを、助け出しにまいります。そういうことなら、一刻も、猶ゆう予よはなりません。わたしの命を賭としてでも、御姫さまを」

「なにかっこいいこと言ってるんだよ！　そんなの、うまくいくわけないんだよ。ひとりでお城に入るなんて」

「それでもやらなくては。御姫さまを、御姫さまの……」

　そこまで言うと、半蔵はこみ上げ来る涙なみだをこらえきれない。

『なに言ってるの。半蔵はずっと千の家来なんだから。もっとうんと、これからもいっぱいいじめてあげるんだから、ね！』

　よみがえってくる千姫の声。

　大おお江え戸どへの出立の前日、半蔵を抱だきしめたあの腕うで、ぬくもり。

　匂におい。

「わたしは……」

　言いかけて、半蔵はいまさらながらに気づいた、というふうに忠勝を見る。

「あの……どうしてわたしを助けてくださったんですか。たしかあのときも、いつか必ず勝負で決着をつける、と」

『だって柳生宗朗とは、あたいが決着をつけるんだよ！』

　忠勝は言った。

　もちろん忠勝本人も、忘れるはずがない。忠勝はうなずきながら、

「あたいが、あの別荘でつかまったときも、みんなは助けて、逃がしてくれたんだよ。ご飯を食べさせてくれて、お風ふ呂ろにも……そんなこと、べ、別にしてほしくなかったけど」

　思い出したのか、忠勝は憮然とした表情になる。わずかに口を尖とがらせる。しかしすぐにもとの顔に戻って、

「だからなんだよ。だまし討ちや人ひと質じちをとったり、そんな方法で決着をつけていいはずがないんだよ。直政たちは笑うかもしれないけど、どうどうと戦わないで、なんの意味があるんだよ。戦いは、全力を出し切って相手を倒たおさないとダメなんだよ。卑怯な手を使って勝ったって、そんなの、負けるより」

「そうね。まったく同感よ」

　新たな声が不意に降ふってくる。

　半蔵はとっさに身構え、スカートの中に隠した脇わき差しを抜こうとした。が、そこに武器はなかった。

　牢に入れられるときに、徹底して武器は奪うばわれていたのだ。

「あなたは……！」

　せめて、と手刀のかまえをとって、半蔵が見上げる。

　そこ、堀端から生えた大木の枝の上、ちょうど月の位置にシルエットになって、ツインテールが長く垂たれなびいていた。

「康政！　なんだよ」

　忠勝が言うのと、康政が木の上から身を躍らせるのが同時だった。

　軽やかに、降り立つ。

「そうよ。わたしは榊原康政。そっちの、服部はつとり半蔵には、この姿では初めてね」

　忠勝よりもやや背が高く、スタイルもいい。というより、メリハリのある体形。胸も大きくはないが、ツンと尖っている。

　ちょっと吊り上がった目が勝ち気そうで、事実、戦いでは千姫や半蔵を、あと一歩で死の淵にまで追い詰めた。

　最後の最後に、忠勝が割って入らなければ、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちは宗朗ともども、全滅していたかもしれないのだ。

　少なくとも無傷ではとうていいられなかっただろう。

「あなたが、榊原康政……」

　それゆえ、半蔵の警けい戒かいも無理からぬことだった。

「バッカじゃない。いまこの姿で、武器も持たないあんたとやろうなんて思ってないわよ。……ぁ、でも「剣姫マスターサムライ」の力を発揮すれば、武器くらい呼び寄せられるんだっけ」

　康政は言うが、半蔵の姿、たたずまいを見つめて、

「というわけでもなさそうね」

　半蔵も、自分のこととはいえ、

「あ、はい。……んんー、えい！　ダメですね」

　たしかに、いつでも「剣姫マスターサムライ」に変化できるなら、どれだけ武器を奪われていようとも関係ない。

　しかし、現実に半蔵は変化できず、

「気力、みたいなものが足りないのでしょうか。それとも……ぁ」

　思い当たったのは、

「『将』と離れてるからじゃないの。物理的距きよ離りも『将』と『剣姫マスターサムライ』の絆きずなの障しよう壁へきにはなるわ。そういうの、忠次がよく知ってるけどね」

　康政にも看破されていた。

　それが正しいのかはまだわからないまでも、いまの半蔵が「剣姫マスターサムライ」の力をフルに引き出せないのは明らかだ。

「そうみたいです、ね」

　となれば、目の前の鎧を着ていない康政にも、半蔵の勝機はまずおぼつかない。

「だから、あたしは戦う気なんていまはないって言ってんの。バッカみたい、なに警戒してんのよ」

「それより、どうしてここがわかったんだよ？」

　忠勝が問うと、康政は得意げに、

「地下の土牢のことを、忠勝、気にしてたじゃない。直政たちはあの千姫のほうに気を取られて、半蔵のことはあと回しだったから、接せつ触しよくするならいまだって、あたしだってわかったわよ」

　胸を張る。

「それに、誰だれにも会わずに地下から出るつもりなら、いくつかある脱出路を使うに決まってる。あたしたちだって全部知ってるわけじゃないけど、土牢に近い地下道といえば、ここだから、この場所に出ると思っていた……わっ、って、ちょっ、と！」

「御姫さまの居場所を知っているんですか？　教えてください、いますぐ、お願いしますっ！」

　千姫の名が出たとたん、半蔵がつかみかかる勢いで康政に迫せまった。

「落ち着きなさいってば！　バッカじゃないの！　あたしだって知らないわよ。……ただ、御台所さまにお目通りするなら、明日の午後がいちばんありそうだって思う。御台所さまはたいてい週の初めに謁見や接遇を済ませてしまって、あとの日を大おお奥おくの中での執務に費やすのがつねだから」

　康政は半蔵を振りほどくように身をかわすと、言った。忠勝もまた、

「うん。あたいもそう思う。だから、お目通りするまえの千姫さまを」

「途と中ちゆうで奪えばいい、ってことよね」

　言をそろえ、康政もうなずく。どこかうれしそうな康政。

「そう、ですね」

　半蔵は迷っていた。

　明日、といっても、明日までになにがあるかわからない。千姫の身になにが起こるか、なにをされるのかも。

　しかし居場所も特定できないいま、いたずらに動き、城内を捜すなどはもとより不可能だ。

　そんなことをすれば、もとより半蔵がつかまってしまう。

「わかりました。明日の、お目通りのときに合わせて、動きましょう。可能ならば、お目通りのまえに、この半蔵、御姫さまとひとこと、言葉を交わせれば……」

　千姫と話すことができれば、きっと通じる。

「（きっと御姫さまは、わかってくださいます……半蔵のことを）きっと」

　いまはそれに賭けるほかない。

　まだ流してはいけない。そう心に決めて半蔵は月を仰ぎ見る。こぼれそうな涙を留とどめるために。
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「……えええ、なんでぼくが!?」

　大江戸の旅籠はたご。

　限りなく大衆的な旅館だ。

　築百年は経たっているのではないかと思われる、どこもかしこも飴色の床ゆか、天てん井じよう。壁の漆喰はぼろぼろ剥がれ落ちて、中の格こう子しが見えている。

　そんな中の、床の間も、庭に面した縁えん側がわもないただの八畳じようほどの部屋。

　そこに押おし込まれている柳生道場の面々。

　宗朗、十じゆう兵べ衛え、佐さ助すけ、それに、この場合は臨時メンバーとも言える慶けい次じと景かげ勝かつだ。

　着いたばかりの荷物を下ろし、ひと息つく間もほどほどに、作戦会議が始まった。その席上で出た案、

「だから、言ったはずだぜ。大奥に潜入するにはこれしかねえ。オレたちは女だからいい。が、おまえはどうする。女しか入れない大奥に、女装して潜り込むほかに手があるか」

　慶次が、改めて突きつける。

「い、いや、しかし」

「考えてる場合か？　作戦を選べるようなぜいたくな立場かよ」

「わかるけど、もっと男らしく、その……」

（なにかあったときに、そんな姿で果てるのは……ちょっと）

　躊躇する宗朗にも理由はある。

　しかし慶次は一いつ喝かつするのだ。

「馬鹿野や郎ろう！　お姫さまを助けんだろ！　そのためになんでもやらねえでどうする。恥はずかしいとか、もしものときが、とか、よけいなこと考えるな。集中しろ。物もねえ、金もねえオレたちが、ことを為すのに覚かく悟ご以外の武器があるか、違ちがうのか！」

　鋭するどい、しかし真まっ直すぐな言葉が辺りを平らげる。

「ずず……」

　景勝がすする茶の音だけがやけに大きく響ひびく。

「わかった。慶次のいうとおりだ。やるよ。ぼくの覚悟が足りなかったみたいだ。千姫さまを救うのに、手段なんて選んでいられない。男らしいとか、そんな面子はどうでもいいことだったんだ」

　宗朗が顔を上げる。たしかにそこには、決意が宿っている。

　慶次がニヤッ、と笑った。

「それでいい。それでこそ、オレたちもおまえに賭けられるってもんだ。それに、安心しろ。女装ってのは最高に男らしいことだぜ」

「あ、ありがとう。でも、その女装が男らしいっていうのは」

　宗朗をなぐさめるにしても、突飛すぎる。

「ああ？　なに言ってんだ。女装ってのは、男にしかできねえんだ。女に女装ができるか？　女装ができるのは男だけだ。だから最高に男らしいことなんだ！」

「ええ!?」

「ほよ」

「ウキュゥ」

　慶次の論理に仰ぎよう天てんする宗朗、十兵衛、それに佐助。

「……ずず」

　コーン！　遠くで鹿しし威おどしの鳴る音が聞こえた。

「よぉし！　そうとなったら、明日にそなえて寝ねるぞ！　風呂入って寝る！」

　慶次が言うと、

「わぁい、お風呂！　十兵衛もお風呂行くよぉ！」

「ウキュ！」

「……ず」

　歓声を上げる十兵衛と佐助。

　湯飲みに口をつけたまま、顔を赤らめる景勝。

「ぁ、じゃあぼくは……」

「どこ行くんだ」

　腰こしを上げる宗朗に、慶次。

「どこって、ぼくの部屋に」

「ねえよ」

「え？」

「あるわけねえだろ。ふた部屋も取る金なんかねえよ。この部屋で全員寝るんだ、文句あるか」

「それは、だけど！」

　基本的なところは意外と知らない宗朗。意外と細かいところまで自分で手配しないと気が済まないのが慶次。

「あと、お風ふ呂ろも混浴しかない」

　と景勝。もう手ぬぐいを手に立ち上がっている。

「お兄ちゃん、お風呂行こ！　行こ！」

　十兵衛も立ち上がると、勢いよく宗朗の手を引いて走り出だす。

「い、いや、十兵衛……待ってくれ、引っ張らない！　ちょっと……おああ！」



　かこーん！

　予想外に広い風呂場に、洗い桶おけの音が響く。

　石造りの湯船に身を沈めた慶次。

「いい湯じゃねえか」

「ん」

　となりにぴったり身を寄せて、景勝もうなずく。

「ほら、さっちん、動かないの。目、つぶってないと染みるよぉ」

　洗い場では、十兵衛が佐助の頭をシャンプーしている。頭、というより、けっきょく全身を洗うことになってしまう。

「ウキュ、キュゥゥ！」

「流すよぉー」

　ザバッ。洗い桶にとったお湯で佐助の身体の泡を流しながら、

「あれ、お兄ちゃんは？」

　十兵衛が振り向むく。その問いに慶次が、

「宗朗なら……」

　顔を振って外を指す。

「露天風呂、あったっけ？」

　首を傾かしげる十兵衛。

　その宗朗といえば……、

「うー、へくしょっ！」

　旅館の裏庭に湯を張ったたらいを置き、その中に長身の裸ら身しんをきゅうくつに沈めていた。ほとんどはみ出してはいたが。

「これでいいんだ。いいんだよ……」

　その晩も。

　ひとり、布団を裏庭に敷き、眠る宗朗の姿があった。

「いいんだよ……」
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「……ほんとうに、これでいいのか」

　尋ねる宗朗の声には不安がにじむ。にじむ、というより不安一色だ。

　ところが回りの一同は、

「たまげたぜ。こりゃあ」

「きれい」

　慶次が声を上げ、景勝も驚おどろきを顔に乗せる。

　出立まえの旅館の一室。

　覚悟を決めた宗朗に、慶次と景勝が入念に化け粧しようをほどこしていた。

　眉まゆをととのえ、睫毛をカールし、ほお紅を軽く差して、長髪のかつらをかぶせる。最後に口紅を塗ると、

「お兄ちゃん、どっぴんしゃんっ！」

　十兵衛も目を丸くして顔を近づける。じーっ、と見つめて、

「すごぉいの！　お兄ちゃんじゃなくて、お姉ちゃんみたい！」

「ウキュゥ！」

　佐助もびっくりしているようだ。

「ははは。どっぴんしゃんじゃなくて……」

「べっぴんさん」

　宗朗の息が抜ぬけるような力ない言葉に、正解を告げたのは景勝だ。十兵衛が右なら景勝は左から、じーっと宗朗を見つめる。

「……いい、かも」

　ポッ、となぜか頬ほおを染めるから、

「おいおいおい！　なにやってんだ景の字、まったく……もまあ、思いの外うまくできたぜ。これならバレっこねえ」

　そう言うと慶次は、持ってきた着物を広げる。

「着物も着るのか」

「あたりまえだろ。おまえは今日、初めて大奥に上がる奥おく女中のひとり、って設定で行くんだぜ。推薦状はこれ、このとおり、偽造してある」

　書類入りの文をかざして見せる慶次。

　こういうところは、反幕府勢力のネットワークに通じている慶次ならではの、あざやかな手並みというところだろう。

「わかった。なににせよ、どんなことをしてでも千姫さまに近づき、助け出すのが重要だからね」

　宗朗もそう言うと、笑って見せた。

「それ、その顔だ。ダメだ」

「え、いまなにかしたかい」

　するとたちまち慶次の注意が入る。戸惑う宗朗に、

「その笑いかたが、男っぽいんだ。いまどき、笑いかたで男も女もねえがな。女だって歯も喉のどちんこも見せて笑うし。だがおまえは今日、奥女中の見習だってことを忘れるな。行儀もきちんと身につけて、ようやく登城を許されたんだ。笑うにしても、あくまで奥ゆかしく、だぜ」

　慶次の言はもっともだった。

「うん、わかった。よく教えてくれた。ほかにも足りないところがあったら、どしどしたのむよ」

　こうして、歩き方にいたるまで慶次の指導が入り、いよいよ小こ袖そでに着替えて帯をきっちりと締めると、

「わ。ほんとにお姉ちゃんみたい。お姉ちゃんがいるの！」















　十兵衛も感心してしまう。

「背が高すぎるが、なに、わざと猫背にする必要はねえ。しゃんと背筋を伸のばしてな。どうどうとしてりゃ、案外バレないもんだぜ」

　慶次も太鼓判を押す、美少女、いや美女がそこにはできあがっていた。

「よし、行こうぜ！」

「おーっ！」

「ウキュッ！」

　慶次が声を上げ、十兵衛が勢いよく拳こぶしを突き出す。佐助も飛とび跳はねる。

「うん」

　景勝もうなずくなか、宗朗は、

「おー……ぉう」

　ひかえめに、手を上げて見せた。



　そのころの、柳生道場はといえば、

「これはチャンスですわ！　柳生宗朗も十兵衛も、ましてあのオデコ軍師や千姫さまたちもいませんのよ」

　がらん、とした稽けい古こ場ばの広間、兼かね続つぐが仁に王おう立ちで腕うで組ぐみしている。

「このわたくしが留守をまかされたからには、この柳生道場、わたくし色に染めて差し上げますわぁ！」

　ドン、とかたわらの大鎚づちを、これみよがしに床に軽く打ち付ける。

「……といっても、なにから始めますの？」

　自分で言って、自分で答えを用意していない。こんなとき、

『なにをわめいておるのじゃ、バカ兼続が！』

　思い切り、ケンカをふっかけてくる幸ゆき村むらも、

『あー、はいはい、トンカチは向こう行ってて』

　うざがる千姫もいない。まして、

『ぐーっ、ちゃん！』

　とつぜん背後からぶつかるように抱だきついてくる十兵衛も、その直後にＦカップのバストで押しつぶされることもない。

『ウキュ、キャーッ！』

　佐助に頭の上に乗られ、髪をぐちゃぐちゃにされることも。

　シーン、と静まりかえった道場は、兼続の声をみんな吸い取って、沈黙に帰してしまうようだ。

「なんですの、張り合いがございませんわね。しかたない、掃そう除じでも……べつに、汚れてませんわね」

　ふだんから掃除は行き届いているうえに、人が少ないのでゴミも出ない。

「はぁー」

　なぜかため息が。

「道場の留守居とはいえ、なんだか張り合いが……はっ！　そうですわ」

　急に思いついて、目を輝かがやかせる兼続。

「大おお江え戸どへ行った連中も、いまごろ戦力不足で困っているに違いありませんわ。そのうえ宗朗に、あの乱暴な慶次に、なにを考えてるのかわからない景勝さまに、もっとわからない十兵衛に、猿さるですわよ。この、全方位気がついて、かわいく、強く、うるわしい、愛の戦士、兼続さまがいなくて、戦いに勝てるはずがございませんわ！」

　力強く言う。大鎚を肩かたにかつぐ。

　いつもの、肩に食い込む重みがむしろ心ここ地ちよい。やることのない日常などより、かえってずっと力がこみ上げてくる。

「行くのですわ！　わたくしも大江戸へ！」

「あのー、すいません。お米がなくなってしまったのですが、どうしましょう」

　拳を握にぎりしめて言い放つ兼続に、稽古場の入り口から顔を出した小こ十じゆう郎ろうが申し訳なさそうに告げる。

　政まさ宗むねと小十郎。このふたりはまだ道場に残っていたのだ。

　兼続と違って、留守番というわけでもなく、ようは居い候そうろう。

「う、う……いいところでしたのに！　このわたくしを見ていませんでしたの！　そんな、お米なんてどうでもいいのですわ！　というより食べ過ぎですわ！　慶次と景勝さまがいなくなったと思ったら、あなたたちですわ！　もう食費なんてありませんわよ！　わたくしも知りませ……ぐぅ～」

　熱弁を振ふるう兼続だが、途中でお腹なかが鳴った。

　それと同時に、張り詰めていたものがしゅぅ～、としぼんでいくようだ。

「だいじょうぶ、ですか。あの……飴くらいなら」

　小十郎が近づき、ふところから飴を差し出す。

　兼続は手を伸ばし掛かけて、

「あ、飴くらいでは、お腹はふくれませんわ。……そうですわね、お腹が空いては戦ができませんわ。さいわい、あのオデコ軍師が残していったカードを託されていますわ」

　制服のポケットから、金色に光るカードを取り出した。

「だいじょうぶなんですか。食費はもうないと」

「それはウソではありませんわ。今月分の食費はもうとっくにマイナスですのよ。けれど、わたくしたち三人分の今日のご飯くらい、なんとかなりますわ」

　兼続はそう言って笑うと、

「さあ、今日の晩ご飯の食材を買いに行きますわよ。あなたは荷物持ちとして、ついてらっしゃいですわ！」

　と小十郎に。

「はい！」

　……しかし数十分後。

「兼続さん……」

「あのオデコチビナイチチ軍師がぁああ！　このカード、取引停止ですわ！　ちっとも使えませんわ！　つまりほんとうに道場は、今日から一文無しですわぁぁあ！」

　商店街の真ん中で叫さけぶ兼続の姿があった。
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「今日から大おお奥おくへ上がるお女中か。ほぉー？」

　警備の侍さむらいが、頭を下げている宗朗をしげしげと覗のぞき込む。あまりにしつこく、下から見上げようとまでするから、

「よろしく、お願い申し上げまする」

　小声で宗朗は言うと、顔を上げる。ニコッ、と微笑んだ。

「おお、これはなかなかの……おお、お？」

　宗朗の可憐な女装ぶりに、相好を崩す侍。

　と見えて、宗朗が屈めていた腰を伸ばし、背筋をまっすぐにすると、逆に宗朗から見下ろされてあわてる。

　宗朗は、もともとの身長のうえに、女物のぽっくり下駄を履いていた。

　正式にお城勤めとなれば履くことのない少女向けのおしゃれだが、商家の主の娘むすめ、という設定だから、ふさわしいだろう、と慶次が選んだものだ。

「も、もうよい。行ってよろしい！」

　興を削がれた侍は、宗朗に手で合図する。

　通行許可証と推薦状を返してよこした。

「ありがとう、ござりまする」

　宗朗だけでなく、慶次、景勝、十兵衛もまた会え釈しやくして通り過ぎる。

　慶次たちもまた、町娘の出いで立たちだ。物持ちの侍じ女じよ、それに宗朗についてきた妹、といった設定だった。

「キュゥゥ」

　佐助は十兵衛の持つ風ふ呂ろ敷包つつみの中で丸くなっている。

　宗朗たち一行がいま通ったのが内桜田御門。城内と城外を分ける大手御門を入ったのち、二の丸へ通じる内の城門だ。

　大手御門の外は、整備された官庁街が整然と並ぶ。

　かつて大名屋敷の置かれた場所は、明治の大改革ののち、西洋風の石造り、煉瓦建築の大規模な建築群に変わった。

　江え戸ど城じよう内も、天守や櫓、門などを除けば、近代的に生まれ変わっている。

　昔ながらの破風屋根を戴いた詰め所や書院造りの御用所、と見えて、じつは中身はまったく現代建築として建て替えられたものも多い。

「お城か、ひさしぶり……十年ぶりくらいかもしれない」

　宗朗が漏らした。

　辺りをキョロキョロ見回してはならない、と慶次に言われていたから、目を伏ふせて、あくまで女性らしく歩いていくが、心が浮き立つのは抑おさえられない。

　まだ宗朗が幼いころ、慶彦お付きのお側衆として江戸城の西の丸に詰めていたことがあった。

　西の丸は将軍の世継ぎの住まう場所とされ、幼少期の慶彦もそこで、乳母や教育係、それに、お側衆と言われる同年代の少年たちと過ごす。

　お側衆はもちろん、のちに慶彦が長じ、独自の家臣団を持つようになるときの、中核となる面々だ。

　いわば、将来の出世が約束されたようなもので、宗朗もそのひとりだったのだが、学園初等部に上がるころには、暇を出されることになる。

　その理由はいまだにわからない。

　宗朗が言い出したわけでもなく、柳生家側から申し出ることもよほどの理由がない限り許されない。

　いちばんに考えられるのは、将軍家の側、あるいは慶彦からお役を免ぜられることだが、これも申し渡しなどはなく、また咎めもなかった。

　だからいまでも、宗朗がお側衆から離はなれた理由は謎なぞだったが、

（この空気の匂におい、昔に返ったようだ）

　当時は不安に思ったことなども、いまはなつかしさしかない。

　やはり幼かった千姫に初めて会ったのもそのころ。

　独善、自己中はいまと変わらず、むしろさらにひどかったかもしれない。

　宗朗はよく家来としてこき使われていた。遊びも千姫が勝つようにすべて仕切られていたから、宗朗は従うほかなかった。

「あのころの千姫さま、かわいかったな。でも、いまよりすごく怖かったけど」

　つい笑いが漏もれるのを、口元を引き締める。

　思い出す。

（これは千姫さまをお救いするための作戦だ。そのために、全力を尽くす。千姫さまを、ぼくのもとへ、取とり戻もどすんだ！）

　宗朗にとって千姫は幼なじみ。武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく高等部の同窓生。かつての生徒会副会長、そして徳川宗そう家けの息女としての主。

　そして宗朗と契ちぎった、宗朗の「剣姫マスターサムライ」だ。

（千姫さまは、ぼくの……）

「そろそろ御ご殿てんだ。心しろよ」

　慶次が身を寄せて来て、小声で言った。宗朗はうなずく。

　すでに中雀門をくぐり、本丸に脚あしを踏ふみ入れていた。

　本丸の中は、御殿と天守とその庭でほとんどすべてが埋まっている。そしてこの中だけは、ほぼ明治以前の城屋敷がそのまま残っていた。

　さすがに宗朗も、御殿には数えるほどしか入ったことはない。

　御殿の玄関は、遠侍と呼ばれる部署の入り口でもある。

　むかしは本丸の警備に当たる下級武士の詰め所で、いまもその機能は変わらないが、侍たちの装備は大幅に近代化されている。

　遠侍を抜けると虎とらの間。部屋ではあるが、書院番の詰め所で、やはりこちらも城の警備をつかさどるが、遠侍よりは位の高い部署だ。

　さらに大名たちの控え室だった蘇そ鉄てつの間。儀式用の大広間は四百畳じよう敷きの大空間だ。それらを通り、あるいは横目で見ながら進んでいく。もはや、

（ほんとうに迷路だぞ、これは）

　いちおう、御殿の内部構造を頭に叩たたき込んできたつもりだったが、じっさいに中を歩き、部屋から部屋へと渡り、廊ろう下かを進んでいくうちに、その広さに圧倒され、もうここから出られないのでは、と焦りすら感じてくる。

　何度も何度も詰め所を通り、警備の侍に偽の書類を見せ、顔を改められる。

　ひとことひとことに神経が締め付けられ、もうダメだ、と思う瞬間もあった。

　そのたびに、

「こちらは備前屋の娘御で、そりゃあ、気だてがいいと評判でして、そんなところが聞こえまして、中臈のフジツボのお方さまのご推薦をいただいて、こんど奥へ上がることになったんでございますよ」

「あ、おじさん、頭にゴミがついてるの！」

　ときに慶次が軽けい妙みように、ときに十兵衛がうまく気を逸そらして場をなごませ（本人は、思ったことをどうやら言っているだけ）、ドキドキしながらもなんとか切り抜けて来た。

　そうして御殿の「表」と呼ばれる公的な場を抜け、将軍の居所である「中奥」を通り、いよいよ「大奥」へ。

『しかしほんとうに千姫さまが大奥にいるっていう保証はあるのか』

　前日、旅館で話し合いながら何度も出た問題だ。

　これに慶次が、

『枝を隠かくすには森に、って言うじぇねえか。あれだけの奥女中、中臈、侍女のいる女の巣窟だ。お姫さまを置いとくにはいちばん目立たねえ』

『けど、もっとほかの場所ということも』

『もちろん可能性はある。が、たとえば二の丸だ、西の丸だ、と他の場所に置いてみろ。それなりの扱あつかいをされてるなら、部屋も用意しなきゃならねえ、侍女もつける、けっきょく目立っちまう。すぐに人の口に上るようになる』

『そう、か。イヤな言い方だが、千姫さまには利用価値があるはず。きっと、拘禁されるにしても安全な場所に』

『ああ。逃がさず閉じこめておければ、目立たねえ大奥が最適だ、とオレは思う。もっとも、いまだけかもしれねえ。だから急ぐ必要があるがな』

　こうして大奥へと潜入することになった。

　偶ぐう然ぜんというか幸いというか、その日は御み台だい所どころ、つまり将軍の正室による新たな奥女中などへの謁見があるという。

　大奥へのフリーパスはこれで得られたようなもの。

「別に拝謁する必要はねえんだ。適当に紛まぎれて、あとは大奥中をそれとなく捜さがせばいい。なにしろ広いからな。手分けして徹底的に捜す」

　慶次の言葉に、みんな心の中でうなずく。

（大奥がダメなら、捜索を城中すべてに広げるだけだ……！）

　御殿だけでもこの広さなのに、城中すべてとなれば、気の遠くなる作業だ。それも、いたるところ警備の侍だらけの中で。

（それでもやる。ぜったいに千姫さまを……）

　宗朗が決意を確認するまでもない。全員がそう思いながら、御お鈴すず廊下と呼ばれる、中奥と大奥とを結ぶ長い渡わたり廊下を歩く。

　その先、御錠口は、最後の警護詰め所。

　もうここは大奥だけに、警備の侍もすべて女性、女子のサムライなのだ。

　あらためて身体検査を受ける。

　金属探知機とＸ線、そしてしつようなボディーチェック。大手御門でも受けたが、さらに徹底している。

　着物を脱げと言われないだけ、ましと思うほかないが、

（なんだか……ううう……）

　サムライ女子に身体中念入りにさわられるのは、宗朗の場合、かなりの難関と言わざるを得ない。

　変に思われないよう、けんめいに気を逸らすなどしてなんとかやり過ごす。チェックを抜けてホッ、としたところへ、

「『氣』が乱れてるぞ。呼吸を静めろ」

　侍女姿の慶次が、小声でささやく。それだけ言うと、すばやく離れた。

「『氣』が……そうか」

　呼吸が乱れれば「氣」が乱れやすい。

　呼吸を整え、規則正しく繰くり返かえす。それができてさえ、「氣」が必ずしも思い通りに操れるわけではない。

　けれど、少なくとももっとも効果があるのは坐ざ禅ぜんからもあきらかだ。

　ひさしぶりに天城の中へ入った興奮、潜入の不安や恐怖、それに不思議な高揚感。

　負の感情ばかりではない。けれどそれらをすべて静め、コントロールしてこそ「氣」を自在に操あやつることができる。
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（呼吸を……あせらず、ゆっくり、しっかり……）

　歩きながら、宗朗は規則正しい呼吸を立て直していく。

　吸い、吐き、また吸う。一度一度はごくわずかだが、正しい呼吸が空気中の酸素を効率よく取り込み、血液中に溶かし込んでいく。

　血液は身体のすみずみにまで送られ、身体を『氣』と活力で見たし、また戻ってくる。

『氣』が満ち、活力が気海丹たん田でんに集中する。分厚く、たくわえられていく。

「そうだ。その呼吸を忘れるな。おまえたちも、だ」

　慶次の言う、おまえたち、とは、十兵衛と佐助だ。

「うん。マエダケさん」

「ウキュ……」

　風呂敷包みが、もぞっ、と動く。

　右手に中奥おくとの間の中庭を見ながら廊下を進み、いよいよ対面所が見えてくる。

「こちらへ」

　案内の、御お小こ姓しようの少女が声をかけて振り返る。慶次が宗朗に目配せする。

（よし……！）

　さいわい人通りはない。

　御小姓を襲おそって空き部屋に隠し、そうして大奥の中を捜索する段取りだ。御小姓には悪いが、それしかない。

　武器はひとつも持っていないから、手刀で首筋を一閃。すみやかな気絶を狙ねらう。

　慶次が御小姓の少女に近づく。腕うでを振り上げようとした、

「お兄ちゃん……！」

　そのとき、十兵衛が宗朗に声をかけた。思わず指さす。

　宗朗が見る。慶次や景勝も見た。

　長局向へ続く、長く暗い廊下のほうからやってくる、一団。あきらかに、身分の高い者のお成りか、と思わせる。そして、

（……千姫、さま！）

　奥女中たちの中央、取り囲まれるようにいるのは、まぎれもない、千姫だった。

　いつもの、学園の制服をアレンジした衣装ではない。

　大奥にふさわしい、間あい着ぎに振り袖そで。

　髪かみこそ見慣れた、長いまま自然に背中まで垂らしたものだが、花櫛ぐしの髪かみ留どめが、まるでティアラのように豪ごう華かで、姫ひめ君ぎみ然とした輝きを添える。

「千……!!」

　宗朗が、その変装も忘れて飛びだそうとした、そのときだった。

「御お姫ひいさまっ！」

　とつぜん空から振ってきた人ひと影かげが、千姫めがけて舞まい降りる。

「ぞうさんなの！」

　十兵衛が声を上げるまでもなく、半蔵だった。おそらくは、御殿の屋根の上に潜んでいたのだ。

　半蔵は宗朗たちには気づかない。千姫の間近に降り立つと、

「ご免、です！」

　その身体を横抱きにして奪おうとする。とにかくにも、この場から拉致する腹だった。しかし、

「たぁっ！」

　側を囲んでいた奥女中が、ふたり、進み出ると半蔵に手刀を食くらわせる。奥女中、と見えて、警備のサムライだったのだ。

　半蔵は間一髪かわしながら、

「御姫さま！　半蔵ですっ、いますぐ、ここからお連れ申し上げます！　しばしのご辛抱を！」

　腰こしの刀を抜ぬく。本来の半蔵のものではなかった。峰を返して警備のサムライに打ちかかる。

　サムライのほうも、腿に隠していた刀を、着物の裾すそを開いて抜き出だす。半蔵の刀に合わせる、ところ、

「……」

　千姫が、それを制して前へ出た。半蔵を見つめる。

「御姫さま、おわかりになるのですか！　半蔵、お迎むかえにまいりました。いますぐここから……」

　が、予想外のことが起こった。

　サムライの手にした刀を千姫が奪うばうと、その刀で半蔵に斬りつけたのだ。

　まったく躊躇ない、流れるような動きだった。

　中断から踏み込みざま、胴どうを薙ぐ。

「な……っ!?」

　半蔵も、あまりのことに意表をつかれ、身をかわすのが遅おくれた。

　そのままなら、半蔵の胴はまっすぐに斬り裂かれ、上半身と下半身が泣き別れになっていただろう。

　間一髪、半蔵を救ったのは、

「それっ！」

　十兵衛が投げた風呂敷包みだ。その中にはもちろん、

「ウキュッ！」

　佐助が入っている。佐助は千姫の刀の鍔つばに脚で蹴りを入れつつ、半蔵に思い切り体当たりした。

「ああっ！」

　これが功を奏し、半蔵が体を崩すのと、千姫の刀がわずかに外れるのが重なった。

「委員長っ！」

「ぞうさんっ！」

　宗朗と十兵衛が、そのときには駆かけつけている。半蔵を助け起こす、ところ、

「あなたがたは……十兵衛さん！　それに……え、ええ!?」

　十兵衛はわかったのだろう。しかし宗朗の顔を見て、絶句する半蔵。

「まさか、宗朗、くん？」

「感想はあとだ。いまは千姫さまを！」

　しかし千姫は刀を下げたまま、じっとふたりを見つめている。その瞳ひとみに生気はなく、ひどく虚うつろだった。

「御姫さま、まさか」

「どうしたんだ。千姫さま！」

　半蔵と宗朗が見つめる中、千姫がゆらり、動いたと思うと、自らの打掛に手を掛ける。まわりのサムライ少女たちが千姫を取り囲み、その姿が一瞬見えなくなった。と思うと、

「気をつけろ！　得体の知れない『氣』を感じるぜ！」

　慶次の警告を裏付けるかのように、サムライ少女たちが四方へ散る。

　残された千姫は、

「あれは……なんだ」

　そこには黒い繭のように見えたものが、ゆっくりと立ち上がって、じつは頭までもマントにすっぽりと包まれた人体であることに気づく。その頭には、角とおぼしきものが二本、禍まが々まがしく突つき出していた。

「……待ちかねたわよ、柳生宗朗」

　マントの中から声が聞こえる。聞き間違ちがうはずもない、それは、

「千姫さま！　気がつかれたんですね！」

　宗朗が近づこうとして、

「ダメ」

　その上着の背中を景勝がつかんでいた。宗朗は、その理由をすぐ知ることになる。

　まだマントに閉ざされた向こうから、千姫の声が続けた。

「そうね、気づいたわよ。いつまでたってもイ○ポまがいに煮え切らない態度のくせに、『剣姫マスターサムライ』ばかり増やして、どういうつもり？　まったく、やさしいばっかりじゃ女は濡れないのよ。よっくおぼえておくのね、このヘタレ○ン○コ野や郎ろう！」

　それまでと同じ、ヒステリックな毒舌、と一瞬聞こえて、しかしずっとどぎつい中身に、宗朗は激しい違和感とともに耳を疑う。

「せ、千姫さま、いま、なんて」

　思わず問い直すが、

「うるさいわねぇ！　おまえみたいな男じゃ、もう千を満足させられないって、言ってるのよ！」

　言葉の終わりと同時に、黒いマントが開いた。

　中から弾けるように飛び出して来たのは、

「ううぁ!?」

　まるで裸はだか、と見まごう露ろ出しゆつ度どの、黒エナメルボンデージ姿の千姫だった。

　ほとんど剥むき出しのバスト。あるかないかの、ローライズのボトム。そのくせ両りよう腕うでと両足はそれぞれ、長いグローブとブーツに覆おおわれている。

　ブーツは、十センチ以上もの高さのピンヒールだ。

　千姫の姿にドギモを抜かれただけでは済まない。

「さよならよ、宗朗……！」

　その手には、いつのまにか長い柄つかの武器が。いっけん、薙刀か、と宗朗は思うが、違う。マントと同じ漆黒の、大鎌だった。刃だけが紅に濡れている。

　柄の先からにょっきりと突き出した鋭するどい鎌の切っ先が、宗朗の胸を狙う。一直線に、突き立てられる。

「危ねえ！」

　慶次は叫さけぶが、いっしゅん遅れた。サムライ少女のひとりが、慶次に斬りかかっていたからだ。

「っ！」

「ウキュッ！」

　景勝、佐助も、それぞれ手一杯だ。そんな中、

「お兄ちゃん！」

　十兵衛だけが、いち早く宗朗をかばって身を投げ出した。

　突き飛ばすように折り重なる。

　瞬間、

「チュッ！」

　唇くちびるが、触ふれ合あった。

　宗朗と十兵衛の唇が密着し、そこから大きな流れが噴き上がる。あっと言う間に、ふたりの全身を包んで、あたりにまで満ちる。

「なんだ。ありゃあ、『氣』が……うずまいてやがる。見たことのねえ、これは……！」

　慶次が目を見張った。

　まぶしいばかりの輝きを放つ光の中から、ゆっくりと、立ち上がる。

　その「剣姫マスターサムライ」。

「我こそは、柳生、十兵衛……！」

　十兵衛だった。しかしその姿。

　それまでと同じなのは着ていた制服のみ。長い髪は、見たこともない白銀に輝かがやいている。頭には、ぴょこん、と立ったふたつの耳。

「ウキュ!?」

　これには佐助が反応する。そう、まるでケモノの耳。狐か狼のような。

　両肩かたには、それぞれ鎧よろいの肩当てのような覆いが、しかし身につけているのではなく、身から浮いてそこにある。背中にも提灯が。















　ほかにもまだある、これまでの「剣姫マスターサムライ」十兵衛との違い。

　けれどもっとも違っていたのは、

「『氣』が、踊おどっている」

　景勝が口にした。踊っている、そんなふうにしか言えない。キラキラときらめく『氣』が、その姿の十兵衛から立ち上り、ゆらめき、さんざめく。

「キミは、いったい……」

　宗朗もまた、言葉を失う。

　新たな十兵衛を、見上げていた。





（了）








　　　あとがき





　ども、おひさしぶりでス！

　前回のあとがき読み返したらスマホ、というかｉＰｈｏｎｅ、ｄｉｓってたぽいすずきですが、いまやモバマス専用機として超重宝してます。ｉＰｈｏｎｅマジ最高ス！　あいかわらず電話やメールはしにくいけど！



　というか、アニメですよ！　プロデューサーさん！

　て、前回も同じネタやってましたネ……。

　でもアニメ！　ほんとです。ＯＶＡじゃなくてテレビです。すごい！

　えー、まだ言えないところも多いけど、中身、マジすごい、超オモシロい、超セクシー、超展開！　新キャラもいっぱい登場します！　安心のハイクオリティーな作画で、超眼福！　もうね、モバマス廃人になってる場合じゃないですヨ！　て、それはオレか！

　アニメと連動していろんな企画も進行しているので、そっちもお楽しみに。たとえばフィギュアも、あれとあれが！　あのキャラが！　みたいなぐあいで、いやマジ自分がいちばん楽しみです！　それにそれに、ホビージャパンのＷｅｂコミック、「コミック・ダンガン」で連載中の『百花繚乱～セブン・スピア～』コミックス第一巻も、この本とほぼ同時に発売中！



　はぁ、はぁ……小説のこと書こう。

　今回は、いよいよ幕府の企みと同時に内部事情も見えてきた感じで、四天王「剣姫」に対抗するように東北組サムライも総登場です！

　Ｎｉ先生のキャラデザインがこれまで以上に冴えてて、みんなかっこいい＆かわいい＆おっぱい大きい！　ますます柳生道場戦力アップなのか！

　ぁ、でもその分というか千姫さまがー。ちょっと奇抜な感じにリニューアル。千姫といえば制服・着物だったけど、こっちも限界セクシー！　フィギュアにならないかな。３個買いだな！　ええ、アルター兼続は自分でも３個買いましたヨ！

　てな具合で、新刊、アニメ、フィギュア、＆モア！　ぜったいお楽しみに！



　　　　　すずきあきら（モバマス蘭子フィギュアなら、ぜったい買うゼーット！）
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